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第 Ⅰ 章  

序 論  

 

 

Ⅰ - 1 .研 究 背 景  

日 本 で は 、 1 9 9 2 年 の 第 二 次 医 療 法 改 正 か ら 「 良 質 か つ 適 切 な 医

療 」 を 供 給 す る 体 制 整 備 を 目 指 し て き た 。 そ の 後 1 9 9 7 年 の 第 三 次

医 療 法 改 正 で は 、 医 療 提 供 に あ た っ て 患 者 へ の 説 明 と 同 意 （ 以 下 イ

ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト ） の 条 項 が 追 加 さ れ た 。 患 者 に 対 し 、 良 質

か つ 適 切 な 医 療 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い と し て 、 「 医 師 、

歯 科 医 師 、 薬 剤 師 、 看 護 師 そ の 他 の 医 療 の 担 い 手 は 、 医 療 を 提 供 す

る に あ た り 、 適 切 な 説 明 を 行 い 、 医 療 を 受 け る 者 の 理 解 を 得 る よ う

努 め な け れ ば な ら な い 」 と 規 定 さ れ て い る 。 そ の 後 も 、 医 療 法 は 患

者 の 視 点 に 立 っ た 、 患 者 の た め の 医 療 提 供 体 制 の 改 革 を 基 本 的 な 考

え と し て 改 正 さ れ て い る (厚 生 労 働 省 ,  2 0 0 7 )。  

日 本 の 医 療 費 支 払 い に は 、 出 来 高 支 払 い 方 式 に よ る 診 療 報 酬 制 度

が 導 入 さ れ て き た 。 医 療 提 供 体 制 改 革 の ひ と つ と し て 、 2 0 0 3 年 4

月 か ら 、 急 性 期 病 院 を 中 心 と し て 、 入 院 医 療 費 は D i a g n o s i s  

P r o c e d u r e  C o m b i n a t i o n / P e r  D i e m  P a y m e n t  S y s t e m  （ 以 下

D P C / P D P S） に 基 づ い た 包 括 支 払 い が 行 わ れ て き た 。 こ の 制 度 に よ

り 、 同 一 診 断 群 の 同 一 診 療 に お い て は 、 「 過 剰 使 用 」 「 過 少 使 用 」

の な い 「 医 療 の 質 」 を 担 保 し た 標 準 的 な 医 療 行 為 の 費 用 が 設 定 さ れ

て い る 。 	

し か し 、 丹 野 ( 2 0 1 1 )の 報 告 で 、 D P C 対 象 病 院 に お け る 実 際 の 医 療

資 源 投 入 量 を 医 療 費 に 換 算 す る と 、 良 性 の 小 腸 大 腸 の 疾 患 及 び 子 宮

の 疾 患 で は 、 医 療 費 が ば ら つ い て い る こ と が 明 ら か に さ れ た 。 ガ イ

ド ラ イ ン を ベ ー ス と し た 治 療 に よ る 医 療 費 の ば ら つ き の 有 無 で 、 表

面 上 、 医 療 費 の 「 過 剰 使 用 」 「 過 少 使 用 」 を 避 け る こ と に な る が 、

「 医 療 の 質 」 の 担 保 を 評 価 す る こ と に 繋 が る の か 、 充 分 な 検 討 が 今

後 必 要 で あ る と 考 え る 。  

ア メ リ カ で は 、 1 9 9 8 年 に 「 医 療 の 質 ( Q u a l i t y  o f  H e a l t h  C a r e ) 」 に

関 す る 研 究 機 関 ( I n s t i t u t e  o f  M e d i c i n e； I O M ) が 設 置 さ れ た 。 I O M で

は 、 「 医 療 の 質 」 を 「 患 者 個 人 及 び 地 域 住 民 の た め の 医 療 サ ー ビ ス
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が 、 ど の 程 度 望 ま し い 結 果 を 出 し て い た か 、 現 時 点 の 専 門 知 識 と 合

致 す る 度 合 」 と 定 義 し て い る ( C h a s s i n ,  1 9 9 8 )。 さ ら に 、 「 医 療 の

質 」 に 関 す る 問 題 を 「 過 剰 使 用 」 「 過 少 使 用 」 「 誤 用 」 の 3 つ の タ

イ プ に 分 類 し 、 文 献 レ ビ ュ ー （ 既 発 表 論 文 の 詳 細 検 討 ） 、 ワ ー ク シ

ョ ッ プ 開 催 、 質 改 善 の 外 部 環 境 要 因 の 把 握 な ど に よ り 、 質 改 善 に 向

け て 推 進 す べ き 研 究 分 野 の 明 確 化 等 を 進 め て い る ( C h a s s i n ,  G a l v i n ,  

a n d  t h e  R o u n d t a b l e ,  1 9 9 8 )。 ま た 、 I O M は 2 1 世 紀 の 医 療 シ ス テ ム の

新 し い 原 則 と し て 、 「 患 者 が 治 療 の コ ン ト ロ ー ル の 主 体 と な る 医

療 」 、 「 患 者 の ニ ー ズ と 価 値 観 に 応 じ た 個 別 性 の あ る 医 療 」 、 「 エ

ビ デ ン ス に も と づ く 意 思 決 定 」 等 1 0 項 目 を 挙 げ て お り 、 患 者 の ニ

ー ズ に 合 っ た 医 療 提 供 シ ス テ ム を 、 再 構 築 す る た め の 視 点 が 提 起 さ

れ て い る （ 米 国 医 療 の 質 委 員 会 ／ 医 学 研 究 所 、 2 0 0 2） 。  

一 方 、 厚 生 労 働 省 で は 、 2 0 1 0 年 か ら 「 医 療 の 質 の 評 価 ・ 公 表 等

推 進 事 業 」 が 開 始 さ れ た 。 こ れ ま で 日 本 で 行 わ れ た 「 医 療 の 質 」 の

評 価 は 、 死 亡 率 、 褥 瘡 率 、 平 均 在 院 日 数 、 医 療 費 等 の 客 観 的 指 標 に

よ る 評 価 が 主 で あ り 、 患 者 に よ る 主 観 的 指 標 を 用 い た 評 価 は 、 外

来 ・ 入 院 別 の 患 者 満 足 度 の み に と ど ま っ て い る 。 つ ま り 、 I O M に

あ る よ う な 、 「 患 者 の ニ ー ズ や 価 値 観 」 や 「 意 思 決 定 」 と い っ た 視

点 の 研 究 は 行 わ れ て い な い 。 し か し な が ら 、 I O M の 定 義 を 鑑 み る

と 、 「 医 療 の 質 」 を 高 め る に は 、 患 者 が 自 分 の ニ ー ズ と 価 値 観 に 基

づ い て 、 医 療 者 か ら 提 供 さ れ た エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 情 報 に 対 し て

納 得 の い く 意 思 決 定 を す る こ と が 、 重 要 で あ る と 考 え る 。 し た が っ

て 、 「 医 療 の 質 」 を 評 価 す る に は 、 「 納 得 の い く 意 思 決 定 が で き た

か 」 と い う こ と を 測 定 す る こ と が 必 要 で あ る 。 	

尾 藤 ( 2 0 1 1 )は 、 イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 手 続 き で あ る 診 療 方

針 を 決 定 す る プ ロ セ ス で は 、 患 者 の 利 益 に 寄 り 添 っ た 合 意 形 成 を 目

指 す の で あ れ ば 、 重 視 す る べ き は 、 説 明 を す る こ と そ の も の で は な

く 、 医 療 行 為 の 意 図 に 対 し て 共 通 の 認 識 を 確 認 す る こ と で あ る と 述

べ て い る 。 し た が っ て 、 医 師 が 、 患 者 に と っ て 最 善 と 考 え ら れ る 医

療 提 供 に つ い て 、 患 者 と 十 分 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り な が ら 交

渉 し 、 患 者 の 合 意 を 図 る と い う 意 思 決 定 ス タ イ ル が 望 ま し く 、 患 者

自 身 が 納 得 の い く 意 思 決 定 が で き た と い う こ と は 、 「 医 療 の 質 」 を

担 保 す る こ と で あ る と い え る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 手 続 き を

踏 ん で 行 っ た 意 思 決 定 で あ っ て も 、 そ の 後 の 患 者 の 状 況 や 社 会 的 背
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景 に よ り 、 納 得 は し て い る が 、 「 後 悔 」 も 同 時 に 生 じ る こ と が あ る

の で は な い か と 考 え た 。 つ ま り 、 本 当 の 「 医 療 の 質 」 を 測 る た め に

は 、 「 納 得 の い く 意 思 決 定 が で き た か 」 、 さ ら に は そ の 意 思 決 定 に

「 後 悔 」 が な い か を 測 る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 診 療 プ ロ セ ス に

お い て 、 意 思 決 定 に よ る 患 者 の 心 理 的 状 態 を 測 定 す る こ と は 、 ひ い

て は 、 「 医 療 の 質 」 の 一 側 面 を 測 定 す る こ と に 繋 が る 。 そ こ で 、 本

研 究 で は 、 ま ず は 意 思 決 定 に よ る 「 後 悔 」 に つ い て 焦 点 を 当 て 、 研

究 を 行 う こ と と し た 。 	

本 研 究 で は 、 B r e h a u t  e t  a l . ( 2 0 0 3 )が 開 発 し た D e c i s i o n  R e g r e t  

S c a l e（ 以 下 、 D R S） を 使 用 し 、 日 本 に お い て 、 こ れ ま で 測 定 さ れ て

こ な か っ た 患 者 の 後 悔 （ R e g r e t） を 測 る こ と と し た 。 D R S は 、 諸 外

国 で 翻 訳 さ れ 、 「 意 思 決 定 」 を 測 定 す る 研 究 で 多 く 用 い ら れ て い る

が 、 日 本 で は 未 だ 作 成 さ れ て い な い 。 本 研 究 で は 、 日 本 語 版

D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e（ 以 下 、 日 本 語 版 D R S） を 完 成 さ せ 、 日 本 に

お い て 適 用 可 能 か 確 認 し 、 実 用 化 を 図 っ た 。 ま た 、 社 会 心 理 学 研 究

で 進 め ら れ て い る 、 ア ウ ト カ ム と 心 理 の 関 係 を 医 療 と し て 応 用 で き

る の か 、 本 研 究 で 完 成 し た R e g r e t の 評 価 尺 度 を 患 者 の ア ウ ト カ ム

と し 、 患 者 要 因 と の 関 係 を 検 証 す る 研 究 を 進 め 、 R e g r e t に 影 響 を 及

ぼ す 患 者 要 因 を 明 ら か に す る こ と が 重 要 で あ る と 考 え た 。 	

	

	



4 
 

Ⅰ - 2 .研 究 目 的  

本 研 究 の 最 終 目 的 は 、 急 性 期 医 療 の 入 院 患 者 を 対 象 に 、 「 医 療 の

質 」 に 関 す る 患 者 の 主 観 的 評 価 指 標 の 一 つ と し て 日 本 語 版 D R S の

妥 当 性 検 証 を 行 い 、 日 本 語 版 の 尺 度 と し て の 適 用 を 完 成 さ せ る こ

と 、 そ し て 日 本 語 版 D R S と 患 者 要 因 の 関 係 を 明 ら か に す る こ と で

あ る 。  

 

本 研 究 で は 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 段 階 的 に 研 究 を 積 み 上 げ

る 。 そ れ ぞ れ に お け る 目 的 を 以 下 に 示 す 。  

 

① 本 研 究 に お け る 患 者 の 主 観 的 評 価 指 標 の 一 つ で あ る D R S に つ

い て 、 手 術 を 受 け た 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ

患 者 を 対 象 に 、 日 本 語 版 D R S と し て 適 用 で き る か 妥 当 性 の 検 証 を

行 う 。  

 

② 手 術 を 受 け た 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ 患

者 を 対 象 に 、 ① で 妥 当 性 が 確 認 さ れ た 日 本 語 版 D R S と 、 健 康 関 連

Q O L（ S F - 8） を 患 者 の ア ウ ト カ ム 評 価 と し 、 患 者 要 因 と の 関 係 を 検

証 す る 。 日 本 語 版 D R S に 影 響 を 及 ぼ す 患 者 要 因 を 明 ら か に す る 。  

 

③ ② の 分 析 結 果 を 踏 ま え 、 手 術 を 受 け た 女 性 生 殖 器 系 疾 患 患 者 を

対 象 に 、 日 本 語 版 D R S、 健 康 関 連 Q O L（ S F - 8） と 患 者 要 因 の 関 係

を 検 証 し 、 女 性 生 殖 器 系 の 各 疾 患 に お い て 日 本 語 版 D R S に 影 響 を

及 ぼ す 患 者 要 因 を 明 ら か に す る 。  
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Ⅰ - 3 .研 究 意 義  

1） 日 本 語 版 D R S の 妥 当 性 検 証 を 行 う 意 義  

日 本 語 版 D R S を 完 成 さ せ 、 日 本 語 版 と し て 計 量 心 理 学 的 に 妥 当 性

を 確 認 す る こ と に よ っ て 、 患 者 の 心 理 的 側 面 に お け る 「 医 療 の 質 」 を

定 量 的 に 測 る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ は 、 今 後 の 患 者 の イ ン フ ォ ー ム

ド コ ン セ ン ト に お け る 患 者 の 意 思 決 定 へ の 参 考 資 料 に な る と 考 え る 。  

ま た 、 日 本 に お け る 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ

患 者 に 対 す る 腹 腔 鏡 下 手 術 に お い て 、 患 者 の 主 観 的 評 価 に つ い て 計 量

心 理 学 と し て 科 学 的 に 研 究 さ れ た も の が な い 。 患 者 の 主 観 的 評 価 が 明

ら か に な る こ と は 、 内 視 鏡 外 科 の 発 展 に 寄 与 す る と 考 え る 。 さ ら に 、

段 階 的 に お こ な う 研 究 の 適 切 な デ ザ イ ン と 方 法 の 検 討 に も つ な が る と

考 え て い る 。 	

	

2） 日 本 語 版 D R S と 健 康 関 連 Q O L、 患 者 要 因 の 関 係 を 検 証 す る

意 義  

日 本 語 版 D R S と 健 康 関 連 Q O L、 患 者 要 因 の 関 係 が 明 ら か に な る こ

と に よ っ て 、 患 者 を 取 り 巻 く 身 体 的 な 状 態 や 背 景 と 意 思 決 定 に よ る

R e g r e t の 関 係 が 明 ら か に な る 。 さ ら に 臨 床 に お い て は 、 本 結 果 が 、 今

後 の 患 者 の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト に お け る 意 思 決 定 支 援 へ の 参 考

資 料 に な る 。 さ ら に 、 臨 床 に お け る 医 師 患 者 間 の 合 意 形 成 の 先 行 研 究

で 、 医 療 介 入 の 効 果 に つ い て 患 者 が 主 観 的 に 評 価 す る と い う 定 量 的 実

証 研 究 は 少 な い 。 	

本 研 究 に お け る 仮 説 検 証 の 結 果 は 、 「 医 療 の 質 」 や 「 イ ン フ ォ ー ム

ド コ ン セ ン ト 」 、 「 意 思 決 定 」 に 関 す る 研 究 を 行 う 際 の 科 学 的 根 拠 と

な り う る 。 	

	

3） 女 性 生 殖 器 系 疾 患 患 者 の 診 療 プ ロ セ ス に お け る 患 者 の 意 思 決

定 の R e g r e t と 患 者 要 因 の 関 係 を 検 証 す る 意 義  

女 性 生 殖 器 系 疾 患 患 者 に お け る 日 本 語 版 D R S と 健 康 関 連 Q O L、 患

者 要 因 の 関 係 を 検 証 す る こ と に よ り 、 現 代 女 性 の 多 様 な 環 境 ・ 背 景 を

反 映 し た 患 者 特 性 や 患 者 の 選 好 と 主 観 的 ア ウ ト カ ム の 関 係 を 明 ら か に

す る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ っ て 、 今 後 の 女 性 の ヘ ル ス ケ ア に お

け る 貴 重 な 資 料 に な る 。 ま た 、 効 果 的 な 科 学 的 根 拠 に 基 づ い た 医 療 介

入 を 提 案 す る こ と が 可 能 に な る 。 	
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4） 積 み 上 げ 方 式 で 本 研 究 を 行 う 意 義  

本 研 究 は 、 日 本 語 版 D R S を 、 定 量 可 能 な 主 観 的 ア ウ ト カ ム 評 価 と

し て 完 成 さ せ た 上 で 、 各 疾 患 に お け る 日 本 語 版 D R S と 患 者 要 因 と の

関 係 を 検 証 す る と い う 段 階 的 に 研 究 を 積 み 上 げ る 形 式 で 行 う 。 日 本 語

版 D R S の 計 量 心 理 学 的 な 基 礎 資 料 を 基 に 、 患 者 の 要 因 に つ い て 検 討

す る こ と で 、 よ り 適 切 な デ ザ イ ン 設 計 と 分 析 、 考 察 を 行 う こ と が で

き 、 よ り 高 い 科 学 的 根 拠 に 基 づ い た 結 果 が 期 待 で き る こ と か ら 、 意 義

が 大 き い と 考 え る 。 	
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Ⅰ - 4 .研 究 の 概 念 図  

本 研 究 で は 、 診 療 プ ロ セ ス を 診 療 方 法 認 識 か ら 診 療 実 行 と い う 流 れ

と し 、 こ の 診 療 プ ロ セ ス に 影 響 す る も の と し て 、 疾 病 を 含 む 患 者 要 因

や 医 師 が あ り 、 そ の 結 果 、 R e g r e t、 Q O L、 満 足 度 と い っ た 主 観 的 評 価

や 臨 床 評 価 指 標 、 診 療 費 、 日 数 と い っ た 客 観 的 評 価 が 起 こ る と 考 え 、

図 Ⅰ - 1 の よ う に 図 式 化 し た 。  

診 療 プ ロ セ ス に は 、 医 師 要 因 、 医 療 従 事 者 要 因 、 患 者 要 因 の 影 響 が

あ る 。 本 研 究 で は 、 手 術 を 受 け る 患 者 の 意 思 決 定 に は 、 医 師 が ほ ぼ 関

わ っ て い る こ と か ら 、 概 念 図 内 の 医 師 患 者 間 の 合 意 形 成 に 着 目 し た 。  

医 師 要 因 に は 、 さ ら に 疾 患 の エ ビ デ ン ス 、 倫 理 的 配 慮 、 制 度 、 医 師

の 経 験 、 意 識 等 の 様 々 な 要 因 が 複 雑 に 絡 み 合 っ て い る ( M u l r o w  a n d  

C o o k ,  1 9 9 7、 丹 野 ・ 尾 藤 ・ 高 木 ,  2 0 1 4 )。 患 者 要 因 に お い て も 、 患 者 個

人 の 背 景 、 病 態 、 入 院 形 態 、 入 院 日 と 様 々 な 要 因 が 絡 ん で い る 。 各 疾

患 に よ り 、 要 因 に 違 い が あ る こ と か ら 、 本 研 究 で の 特 性 要 因 図 は 、 第

Ⅳ 章 及 び 第 Ⅴ 章 の 各 章 に お け る 緒 言 に 表 記 し た (図 Ⅳ - 1 ,  図 Ⅴ - 1 ,  図 Ⅴ

- 2 ,  図 Ⅴ - 3 )。  

様 々 な 要 因 が 影 響 し な が ら 、 診 療 は 実 行 さ れ 進 行 し 、 結 果 が 出 る 。

診 療 に 対 す る 客 観 的 ア ウ ト カ ム 評 価 は 臨 床 評 価 指 標 、 診 療 費 、 入 院 日

数 が あ り 、 こ れ ら は 日 本 で は 多 く 使 用 さ れ て い る 。  

本 研 究 で は 、 主 観 的 ア ウ ト カ ム 評 価 と し て R e g r e t、 満 足 度 、 Q O L

を あ げ た が 、 現 在 日 本 に お い て 、 質 問 項 目 の 信 頼 性 と 妥 当 性 が 計 量 心

理 学 的 に 実 証 さ れ て い る 尺 度 は 各 種 あ る Q O L の み で あ る 。  

本 研 究 で は 、 診 療 プ ロ セ ス に お い て 患 者 が 行 っ た 意 思 決 定 に 診 療 プ

ロ セ ス 終 了 後 に 満 足 し て い る か 、 あ る い は 後 悔 し て い る か 、 さ ら に 患

者 の Q O L は ど う な っ て い る の か を 患 者 本 人 に 主 観 的 な 評 価 を し て も

ら う こ と で 、 診 療 プ ロ セ ス の 結 果 つ ま り は 、 意 思 決 定 の 評 価 を 行 う 。

患 者 の 意 思 決 定 に お け る 納 得 と 満 足 を R e g r e t と し て 測 る 主 観 的 評 価

が な い こ と か ら 、 本 研 究 が 果 た す 意 義 は 大 き い と 考 え る 。  
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Ⅰ - 5 .用 語 の 定 義  

1） 医 療 の 質  

患 者 の 視 点 に 立 っ た 、 患 者 の た め の 医 療 提 供 体 制 の 改 革 を 基 本 的 な

考 え と し て い る 日 本 の 医 療 法 を 踏 ま え 、 「 医 療 介 入 に よ っ て 、 期 待 さ

れ る リ ス ク と ベ ネ フ ィ ッ ト の バ ラ ン ス を 考 慮 し た う え で 、 患 者 の 福 利

が 最 大 化 す る も の 」 (D o n a b e d i a n ,  1 9 8 8 )、 「 病 状 ・ 病 態 を 改 善 す る こ

と を 目 的 と し て 、 患 者 に 加 え た 医 学 的 介 入 の ア ウ ト プ ッ ト が ニ ー ズ を

満 た し て い る こ と 」 ( S c h u s t e r ,  M c g l y n n  a n d  B r o o k ,  1 9 9 8 )と い う 、 「 医

療 介 入 に よ る 結 果 が 、 患 者 の ニ ー ズ や 希 望 を 満 た し て い る こ と 」 を 、

本 研 究 に お け る 「 医 療 の 質 」 の 定 義 と し た 。 	

 

2） R e g r e t  

Z e e l e n b e r g  a n d  P i e t e r s ( 2 0 0 7 )は 、 「 一 般 的 に R e g r e t は 、 誤 っ た 選 択

を し た こ と を 自 覚 、 ま た は 想 像 し た 時 の 感 情 的 嫌 悪 」 と し て 定 義 し て

い る 。 ま た W i l l i a m s ,  E d w a r d s  a n d  E l w y n ( 2 0 1 0 )は 、 「 R e g r e t は 、 期 待

外 れ 、 失 望 の よ う な 負 の 感 情 （ 後 悔 の 感 情 ） と は 別 に 、 責 任 、 す な わ

ち 自 己 非 難 の 一 面 も あ る 」 と 報 告 し て い る 。 本 研 究 で は 、 R e g r e t を

「 後 悔 の 感 情 と 自 己 非 難 と い う 二 つ の 情 動 状 態 を 含 ん だ 感 情 的 嫌 悪 」

と 定 義 し た 。  
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Ⅰ - 6 .論 文 の 構 成  

本 論 文 は 全 Ⅵ 章 で 構 成 さ れ て い る （ 図 Ⅰ - 2） 。 先 行 研 究 及 び 丹 野 他

( 2 0 1 4 )の 研 究 で 明 ら か に な っ た 、 患 者 ご と の 医 療 資 源 投 入 量 の ば ら つ

き に 関 す る 課 題 を 基 に 、 研 究 を 段 階 的 に 実 施 し た 。  

第 Ⅰ 章 で は 、 現 在 の 「 医 療 の 質 」 に つ い て 、 日 本 の 取 り 組 み と ア メ

リ カ の 取 り 組 み に つ い て 述 べ 、 「 医 療 の 質 」 を 測 る 評 価 尺 度 を 完 成 さ

せ る 必 要 性 と 意 義 に つ い て ま と め た 。  

第 Ⅱ 章 で は 、 国 内 外 の 先 行 研 究 を 概 観 し 、 本 研 究 に お け る 「 医 療 の

質 」 の 概 念 を 基 に 、 「 医 療 の 質 」 を 評 価 す る た め の 「 意 思 決 定 」 に お

け る R e g r e t に つ い て 、 文 献 検 討 を 行 っ た 。 ま た 、 本 研 究 の 患 者 の 主

観 的 ア ウ ト カ ム 評 価 を 測 る こ と が 可 能 な R e g r e t の 指 標 に つ い て 、 さ

ら に 、 R e g r e t の 影 響 要 因 に つ い て の 文 献 検 討 を 行 っ た 。  

第 Ⅲ 章 で は 、 本 研 究 に お け る 患 者 の R e g r e t を 測 る 主 観 的 評 価 指 標

の D R S に つ い て 、 日 本 語 版 D R S を 完 成 さ せ 、 さ ら に 手 術 を 受 け た 鼠

径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ 患 者 を 対 象 に 、 日 本 語 版

D R S と し て 適 用 で き る か 計 量 心 理 学 的 手 法 を 用 い て 、 妥 当 性 の 検 証

を 行 っ た 。  

第 Ⅳ 章 で は 、 第 Ⅲ 章 の 対 象 患 者 で あ る 手 術 を 受 け た 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、

胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ 患 者 に お い て 、 日 本 語 版 D R S と 患 者

要 因 の 関 係 を 、 多 変 量 解 析 を 用 い て 検 証 し 、 患 者 の R e g r e t に 影 響 し

て い る 要 因 を 明 ら か に し た 。  

第 Ⅴ 章 で は 、 第 Ⅲ 章 で 明 ら か に な っ た 日 本 語 版 D R S に 影 響 す る 患

者 要 因 が 性 差 で あ っ た こ と か ら 、 女 性 生 殖 器 系 疾 患 患 者 に 特 化 し 、 日

本 語 版 D R S と 患 者 要 因 の 関 係 を 、 多 変 量 解 析 を 用 い て 検 証 し 、 各 疾

患 患 者 の R e g r e t に 影 響 し て い る 要 因 を 明 ら か に し た 。  

第 Ⅵ 章 で は 、 本 論 文 の 総 括 と し て 各 章 の 結 果 を ま と め 、 R e g r e t に

影 響 す る 患 者 要 因 に つ い て 考 察 し た 。 さ ら に 、 今 後 の 課 題 と 展 望 に つ

い て 述 べ 、 本 研 究 で 得 ら れ た 知 見 に 基 づ い て 、 医 師 患 者 間 の 新 た な 合

意 形 成 に つ い て 科 学 的 根 拠 を 用 い て 提 言 を お こ な っ た 。  
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図 Ⅰ - 2 	 本 研 究 の 構 成  
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第 Ⅱ 章  

文 献 検 討  

 

 

Ⅱ - 1 .診 療 プ ロ セ ス に お け る 意 思 決 定  

Ⅱ - 1 - 1 .意 思 決 定 の 歴 史 的 経 緯 （ イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト と

医 師 患 者 関 係 ）  

診 療 プ ロ セ ス に お け る イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 基 本 理 念 （ 医

療 者 か ら の 十 分 な 説 明 と 患 者 側 の 理 解 、 選 択 、 納 得 、 同 意 ） の 流 れ

で 行 わ れ る 患 者 の 「 意 思 決 定 」 は 、 医 師 患 者 関 係 の イ ン フ ォ ー ム ド

コ ン セ ン ト が 大 き く 関 わ っ て お り 、 イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 歴

史 と と も に 変 化 し て き た 。  

ア メ リ カ で は 、 1 9 0 0 年 に 入 っ て か ら 、 同 意 の な い 手 術 や 説 明 の

な い エ ッ ク ス 線 治 療 、 放 射 線 治 療 に 対 す る 医 療 裁 判 に お い て 、 違 法

と 判 決 が 下 さ れ イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト と い う 概 念 が 広 ま っ た 。

例 え ば 1 9 5 7 年 に 、 医 師 が 患 者 に 検 査 の 実 施 と リ ス ク 説 明 を せ ず 、

2 回 造 影 剤 を 腰 部 か ら 注 入 し て エ ッ ク ス 線 検 査 を 行 い 、 翌 朝 、 患 者

の 下 肢 が 麻 痺 す る と い う 医 療 過 誤 裁 判 が 起 き た 。 そ の S a l g o 判 決

で は 、 「 治 療 方 法 」 「 予 後 」 「 危 険 性 」 「 利 益 」 「 リ ス ク 」 等 、 同

意 に 関 す る も の す べ て が 、 患 者 の 選 択 の 際 に 必 要 な 情 報 で あ る と い

う 判 断 が 下 さ れ た 。 こ れ は 、 実 質 上 の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の

誕 生 で あ る ( F a d e n  a n d  B e a u c h a m p ,  1 9 8 6 )。 さ ら に 、 1 9 7 2 年 に は 米

国 病 院 協 会 が 、 「 患 者 の 権 利 章 典 に 関 す る 宣 言 」 に お い て 、 患 者 は

イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト に 必 要 な 情 報 を 医 師 か ら 受 け る 権 利 が あ

る 旨 を 規 定 し た (厚 生 労 働 省 医 政 局 ,  2 0 0 4 )。 1 9 8 1 年 に は 世 界 医 師

会 総 会 に お い て 「 患 者 の 権 利 に 関 す る リ ス ボ ン 宣 言 」 が 採 択 さ れ 、

そ の 条 文 に は 、 患 者 自 身 の 「 意 思 決 定 」 の 権 利 に つ い て も 明 言 さ れ

て お り 、 こ の 宣 言 に 各 国 の 医 師 会 が 同 意 し た 。 1 9 8 2 年 に は 「 イ ン

フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト に 関 す る ア メ リ カ 合 衆 国 大 統 領 委 員 会 報 告 」

が 、 イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 概 念 を 医 療 に お け る 「 意 思 決 定 」

の 中 軸 と と ら え て い る 。 す べ て の 患 者 、 い か な る 医 療 場 面 で も 適 応

さ れ る 、 と 述 べ ら れ て い る 。 し か し そ の 後 、 専 門 家 の 開 示 基 準 や 患
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者 の 「 意 思 決 定 」 の 権 利 の 妥 協 を め ぐ る 論 争 や 協 議 が 続 い た (松 井 ,  

2 0 0 4 )。  

一 方 、 日 本 に お け る 医 師 患 者 関 係 は 、 医 療 行 為 に 関 す る 意 思 決 定

が 医 師 に 委 ね ら れ 、 患 者 は 医 師 の 提 案 を そ の ま ま 受 け 入 れ る と い

う 、 パ タ ー ナ リ ズ ム （ 父 権 主 義 ） で あ っ た 。 日 本 で は 、 イ ン フ ォ ー

ム ド コ ン セ ン ト は 、 1 9 7 0 年 代 に 導 入 さ れ た が 、 そ の 際 用 い ら れ た

の は 「 説 明 と 同 意 」 と い う 言 葉 で は な く 、 「 説 明 義 務 」 と い う 言 葉

で あ っ た (松 井 ,  2 0 0 4 )。 そ の 後 1 9 8 1 年 の 「 患 者 の 権 利 に 関 す る リ

ス ボ ン 宣 言 」 か ら 、 日 本 に お い て も 今 ま で の 医 師 患 者 関 係 に 対 し 、

患 者 の 権 利 を 尊 重 す る 意 識 の 変 化 が 起 こ り 始 め た 。 患 者 の 「 意 思 決

定 」 は 、 1 9 9 8 年 の 第 三 次 医 療 法 改 正 に お い て 、 イ ン フ ォ ー ム ド コ

ン セ ン ト が 医 療 法 に 規 定 さ れ て か ら さ ら に 注 目 さ れ た 。 2 0 0 3 年 に

公 表 さ れ た 「 医 療 提 供 体 制 の 改 革 の ビ ジ ョ ン 」 で は 、 「 患 者 の 視 点

の 尊 重 」 を 改 革 の 基 本 的 柱 の ひ と つ と し て 位 置 付 け て い る (厚 生 労

働 省 医 政 局 ,  2 0 0 4 )。  

尾 藤 ( 2 0 1 1 )は 、 従 来 に あ っ た よ う な 、 医 師 が 独 善 的 に 患 者 に 対 し

て よ い こ と だ と 考 え た 提 案 を 、 患 者 が 丸 の み す る と い う よ う な 意 思

決 定 ス タ イ ル か ら 、 い く つ か の 選 択 肢 の 中 か ら 、 患 者 に と っ て 最 善

と 考 え ら れ る 医 療 提 供 に つ い て 交 渉 し 、 合 意 を 図 る と い う 意 思 決 定

ス タ イ ル へ の 変 化 を 、 日 本 の 医 師 患 者 関 係 に お け る 新 た な パ ラ ダ イ

ム と 述 べ て い る 。 し か し 、 こ の 新 た な パ ラ ダ イ ム の 問 題 点 は 、 「 患

者 に と っ て の 最 善 」 に 向 け た 合 意 形 成 を 行 う う え で 、 医 師 は 、 「 医

学 的 な 観 点 か ら み た 最 善 」 ＝ 「 患 者 に と っ て の 最 善 」 と い う 枠 組 み

か ら 抜 け 出 せ な い こ と に あ る と 述 べ て い る 。 つ ま り 、 新 た な 医 師 患

者 関 係 に お け る 患 者 の 「 意 思 決 定 」 を 評 価 す る こ と は 、 患 者 の 視 点

に 立 つ だ け で な く 、 医 師 患 者 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 在 り 方 を 確

認 す る う え に お い て も 、 重 要 で あ る と 考 え る 。  

 

Ⅱ - 1 - 2 .意 思 決 定 に 関 す る 研 究  

意 思 決 定 に 関 す る 研 究 は 1 9 5 0 年 代 か ら 始 ま っ た 。 こ れ ま で 、 多

く の 研 究 者 に よ り 、 意 思 決 定 の プ ロ セ ス に 関 す る 研 究 、 意 思 決 定 と

情 報 提 供 の 関 係 の 研 究 、 意 思 決 定 の 影 響 要 因 に 関 す る 研 究 等 が 行 わ

れ て お り 、 研 究 分 野 と し て 確 立 し て い る 。  
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意 思 決 定 の プ ロ セ ス に 関 す る 研 究 と し て 、 期 待 効 用 理 論 ( S a v a g e ,  

1 9 5 1 )が 用 い ら れ て い る 。 意 思 決 定 に お い て 、 人 間 は 合 理 的 で あ

り 、 選 好 関 係 の 基 準 を 満 た す 、 す な わ ち 選 好 関 係 は 効 用 を 最 大 化 す

る と い う 仮 説 で あ る 。 医 療 分 野 で は 、 意 思 決 定 を 理 論 的 に 組 み 立

て 、 そ の 結 果 が 起 こ る 確 率 を 設 定 し た 意 思 決 定 木 を 用 い た 研 究 等 が

行 わ れ て い る 。 余 命 の 確 実 性 や 期 待 余 命 を 犠 牲 と し 、 一 方 の 完 全 な

Q O L を 得 る の に 同 等 と な る 値 を 求 め る 質 問 を 行 っ て 評 価 値 を 測 定

す る S t a n d a r d  G a m b l e や T i m e  T r a d e - O f f と い っ た 方 法 で あ る 。 い ず

れ も 、 患 者 の 選 好 を 測 定 し て い る 。 し か し そ の 後 の 研 究 で 、 不 確 実

下 の 意 思 決 定 で は 、 人 間 の 選 好 関 係 は 、 期 待 効 用 理 論 に 反 し て い る

こ と が 報 告 さ れ て い る ( K a h n e m a n ,  2 0 0 3 ;  竹 村 ,  2 0 0 6 )。  

意 思 決 定 と 情 報 提 供 の 関 係 の 研 究 は 、 H o v l a n d  a n d  W e i s s ( 1 9 5 1 )

が 、 情 報 提 供 の 送 り 手 の 信 頼 性 を 受 け 手 が ど う 判 断 す る か で 、 情 報

の 信 頼 性 も 変 わ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 J a n i s  a n d  

F e s h b a c h ( 1 9 5 3 )は 、 提 供 さ れ た 情 報 が 意 思 決 定 者 の 恐 怖 を 喚 起 す る

と 、 情 報 の 無 視 や 評 価 が 低 く な る こ と を 示 唆 し て い る 。 ま た 、

T v e r s k y  a n d  K a h n e m a n ( 1 9 8 1 )は 、 同 じ 情 報 で あ っ て も 、 意 思 決 定 す

る 者 に ベ ネ フ ィ ッ ト を 指 標 と し た 枠 組 み で 示 さ れ る か 、 リ ス ク を 指

標 と し た 枠 組 み で 示 さ れ る か で 、 情 報 の 判 断 や 意 思 決 定 が 異 な る こ

と を 明 ら か に し て い る 。  

意 思 決 定 の 影 響 要 因 に 関 す る 研 究 は 、 K o g a n ( 1 9 6 5 )が 、 意 思 決 定

ス タ イ ル を 熟 慮 タ イ プ と 衝 動 タ イ プ に 分 け 、 熟 慮 タ イ プ に は 失 敗 に

対 す る 恐 れ 、 不 安 と い う 内 的 要 因 が 影 響 し て い る こ と を 述 べ て い

る 。 そ の 後 、 J a n i s  a n d  M a n n ( 1 9 7 7 )は 、 意 思 決 定 ス タ イ ル を 熟 慮 タ

イ プ と 短 慮 タ イ プ に 分 け 、 情 報 収 集 能 力 の 有 無 と い う 個 人 の 内 的 要

因 が 、 い ず れ の タ イ プ に も 影 響 を 及 ぼ し て い た と 報 告 し た 。  

W a r d ,  H e i d r i c h  a n d  W o l b e r g ( 1 9 8 9 )は 、 乳 が ん 患 者 に お け る 術 式 選

択 の 意 思 決 定 要 因 の ひ と つ に 、 五 体 満 足 で あ る と い う 患 者 の 選 好 を

明 ら か に し て い る 。 日 本 で は 、 尾 沼 ・ 鎌 倉 ・ 長 谷 川 ・ 金 田 ( 2 0 0 4 )

が 、 乳 が ん 患 者 の 治 療 に 関 し て 、 「 患 者 自 身 の 立 場 の 認 知 」 と 「 医

師 へ の 信 頼 」 が 、 意 思 決 定 に 影 響 す る 要 因 で あ る こ と を 明 ら か に し

た 。  

以 上 の 結 果 か ら 、 意 思 決 定 の プ ロ セ ス に 関 わ る 因 子 、 情 報 提 供

者 、 意 思 決 定 に 影 響 す る 要 因 は 、 医 療 事 情 や 文 化 、 疾 病 構 造 等 、
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様 々 な 状 況 下 で 異 な る が 、 日 本 に お い て は 、 患 者 の 内 的 な 要 因 だ け

で は な く 、 医 師 と の 関 係 も 大 き く 影 響 し て い る こ と が 考 え ら れ る 。

し た が っ て 、 本 研 究 で は 、 意 思 決 定 時 の 患 者 の 要 因 や 意 思 決 定 の 結

果 の 評 価 の 測 定 、 さ ら に 患 者 の 要 因 と 意 思 決 定 後 の 評 価 の 関 係 を 検

討 す る 必 要 が あ る と 考 え た 。  

 

Ⅱ - 1 - 3 .意 思 決 定 に お け る R e g r e t  

B e l l ( 1 9 8 2 )は 、 人 間 は 後 の R e g r e t を 予 測 し た 時 、 そ の R e g r e t は

選 択 に 影 響 を 及 ぼ す と 意 思 決 定 の 研 究 の 中 で 報 告 し て い る 。 ま た 、

K a h n e m a n  a n d  M i l l e r ( 1 9 8 6 )は 、 人 間 は 、 選 択 を し た 後 に 得 た 結 果 を

踏 ま え て 、 選 択 し た 行 動 や 、 そ れ に 伴 う 結 果 だ け で は な く 、 選 択 し

な か っ た 行 動 や 、 選 択 し な か っ た こ と に 伴 う 結 果 も 、 同 時 に 並 行 し

て 新 た に 基 準 （ 基 準 理 論 ） を 構 築 す る と 、 述 べ て い る 。 さ ら に 、 実

際 に 得 ら れ た 結 果 と 、 選 択 し な か っ た 行 動 の 結 果 を 想 像 し 、 比 較 す

る こ と に よ っ て 、 R e g r e t が 生 じ る と 報 告 し て い る 。 そ の 後 の 研 究

で 、 Z e e l e n b e r g ,  B e a t t i e ,  v a n  d e r  P l i g t  a n d  d e  V r i e s ( 1 9 9 6 )は 、 人 間

は 、 リ ス ク を 最 小 化 す る よ り も 、 R e g r e t を 最 小 化 す る 選 択 を す る

傾 向 が あ る と い う 、 B e l l ( 1 9 8 2 )と 同 様 の 結 果 を 示 し て い る 。  

以 上 の 報 告 か ら 、 R e g r e t に 関 す る 研 究 は 、 諸 外 国 に お い て 行 な

わ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 	

し か し な が ら 、 日 本 の 医 療 分 野 に お い て は 、 R e g r e t と い う ネ ガ

テ ィ ブ な 感 情 を 連 想 す る キ ー ワ ー ド は 避 け ら れ て お り 、 使 用 や 検 討

は さ れ て い な い 。 道 家 ・ 村 田 ( 2 0 0 9 )は 、 R e g r e t は 、 落 胆 や 一 般 的 な

ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 と は 異 な る と 述 べ て い る 。 R o e s e  a n d  

S u m m e r v i l l e ( 2 0 0 5 )は 、 R e g r e t は 、 他 の 感 情 の 機 能 と は 違 い 、 未 来

の 同 様 な 状 況 で 、 ど う 行 動 す る か の コ ン ト ロ ー ル 感 が あ り 、 よ り よ

い 行 動 へ と 駆 り 立 て て く れ る と 述 べ て い る 。 し た が っ て 、 落 胆 は 、

実 際 に 得 ら れ た 結 果 と 事 前 に 予 期 し て い た 結 果 を 比 較 し て 生 じ る

が 、 R e g r e t は 、 実 際 の 結 果 と 、 他 の 選 択 肢 を 選 ん だ 場 合 に 得 ら れ

た で あ ろ う と い う 予 測 の 結 果 の 比 較 か ら 生 じ る も の で あ る と い え

る 。  

以 上 の 文 献 検 討 に よ り 、 意 思 決 定 に お け る プ ロ セ ス に は 、 R e g r e t

と い う 感 情 が 密 接 に 関 わ っ て い た 。 ま た R e g r e t は 、 過 去 の 経 験 か

ら の R e g r e t、 未 来 の 結 果 の 想 像 に よ る R e g r e t、 そ し て 未 来 の 結 果
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の 想 像 が 意 思 決 定 に 影 響 を 及 ぼ す R e g r e t が あ る こ と が 、 判 明 し

た 。 本 研 究 で は 、 日 本 の 医 療 の 不 確 実 下 に お い て 行 わ れ た 「 意 思 決

定 」 の 評 価 と し て 、 患 者 の R e g r e t と い う 感 情 を 用 い た 検 討 は 重 要

で あ る と 考 え た 。  
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Ⅱ - 2 . R e g r e t の 検 討  

Ⅱ - 2 - 1 . R e g r e t の 概 念  

道 家 ・ 村 田 ( 2 0 0 9 )は 、 R e g r e t は 、 落 胆 や 一 般 的 な ネ ガ テ ィ ブ な 感

情 と は 異 な る と 述 べ て い る 。 R o e s e ( 2 0 0 5 )は 、 R e g r e t は 、 他 の 感 情

の 機 能 と は 違 い 、 未 来 の 同 様 な 状 況 で 、 ど う 行 動 す る か の コ ン ト ロ

ー ル 感 が あ り 、 よ り よ い 行 動 へ と 駆 り 立 て て く れ る と 述 べ て い る 。  

Z e e l e n b e r g  a n d  P i e t e r s ( 2 0 0 6 )は 、 一 般 的 に R e g r e t は 、 誤 っ た 選 択

を し た こ と を 自 覚 、 ま た は 想 像 し た 時 の 感 情 的 嫌 悪 と し て 定 義 し て

い る 。 ま た R e g r e t は 、 期 待 外 れ 、 失 望 の よ う な 負 の 感 情 （ 後 悔 の

感 情 ） と は 別 に 、 責 任 、 す な わ ち 自 己 非 難 の 一 面 も あ る と 報 告 さ れ

て い る ( W i l l i a m s  e t  a l .  2 0 1 0 )。 R e g r e t の 感 情 と い う の は 、 意 思 決 定

者 が 選 択 し た こ と に よ り 得 た ア ウ ト カ ム が 、 予 想 し た ア ウ ト カ ム と

比 較 し て 失 敗 し た と 後 悔 す る 感 情 で あ り 、 自 己 非 難 と い う の は 、 意

思 決 定 者 の 選 択 に お け る 責 任 感 の 感 情 で あ る 。 後 悔 の 感 情 と 自 己 非

難 と い う 情 動 状 態 が 違 う 二 つ の 特 性 が R e g r e t に は 含 ま れ て い る 。  

ま た 、 R e g r e t は 、 日 本 語 で は 「 後 悔 」 と 訳 さ れ る が 、 「 後 悔 」

は 「 前 に し た し た 事 を 後 に な っ て 悔 い る こ と (広 辞 苑 , 2 0 0 8 )」 で あ

り 、 R e g r e t と 概 念 が 異 な る こ と か ら 、 本 研 究 で は 「 後 悔 」 で は な

く R e g r e t と 表 記 す る 。  

 

Ⅱ - 2 - 2 .意 思 決 定 に お け る R e g r e t の 評 価 尺 度  

意 思 決 定 に お け る R e g r e t ( D e c i s i o n  R e g r e t )は 、 W i l l i a m  e t  a l .  

( 2 0 1 0 )に よ る シ ス テ マ テ ィ ッ ク レ ビ ュ ー に お い て 、 1 0 種 類 の

D e c i s i o n  R e g r e t 尺 度 が 確 認 さ れ た 。  

1 0 種 類 の D e c i s i o n  R e g r e t 尺 度 の う ち 、 2 種 類 の R e g r e t  

S c a l e ( C l a r k  e t  a l .  1 9 9 7 ;  C l a r k ,  W r a y  a n d  A s h t o n .  2 0 0 1 )、 D e c i s i o n  

R e g r e t  S c a l e ( B r e h a u t  e t  a l .  2 0 0 3 )、 A n t i c i p a t o r y  R e g r e t  

Q u e s t i o n n a i r e ( G o d i n  e t  a l .  2 0 0 5 )の 計 4 種 類 の 尺 度 が 医 療 に け る 意

思 決 定 で あ っ た 。 そ の う ち 、 2 種 類 の R e g r e t  S c a l e は 転 移 性 前 立 腺

悪 性 腫 瘍 と い う 特 定 の 疾 患 の み を 対 象 と し た 信 頼 性 と 妥 当 性 の 測 定

で あ っ た 。 A n t i c i p a t o r y  R e g r e t  Q u e s t i o n n a i r e に お い て は R e g r e t の

明 確 な 定 義 が な か っ た こ と か ら 、 意 思 決 定 の R e g r e t を 測 定 す る に

は 、 不 適 切 で あ る と 考 え た 。 D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e は 、 男 性 、 女 性

共 含 ま れ る 臨 床 治 療 の 集 団 を 対 象 と し て 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 証 し て
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い る こ と 、 ま た 期 待 す る ア ウ ト カ ム と 実 際 の ア ウ ト カ ム の レ ベ ル の

差 に 対 す る 意 思 決 定 者 の 後 悔 の 感 情 と 自 己 非 難 を 測 っ て い る こ と か

ら 、 本 研 究 の 目 的 を 達 成 す る た め に 適 し た 尺 度 で あ る と 判 断 し た 。

し た が っ て 、 B r e h a u t ,  e t  a l ( 2 0 0 3 )の D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e ( D R S )を 採

択 し た (図 Ⅱ - 1 )。  

 

 

 

 
 

図 Ⅱ - 1 	 尺 度 選 定  

 

Ⅱ - 2 - 3 . R e g r e t の 影 響 要 因  

T v e r s k y  a n d  K a h n e m a n ( 1 9 8 1 )は 、 積 極 的 に 意 思 決 定 を 行 っ た こ と

に よ る 悪 い 結 果 は 、 消 極 的 に 意 思 決 定 を 行 っ た こ と に よ る 悪 い 結 果

よ り も R e g r e t は 大 き い と 報 告 し て い る 。 さ ら に 、 Z e e l e n b e r g ,  D i j k  

a n d  P l i g t ( 1 9 9 8 )は 、 積 極 的 な 行 動 は 、 行 動 直 前 の 状 況 に よ り R e g r e t

の 大 き さ は 違 う と 指 摘 し て い る 。 ま た 、 G i l o v i c h  a n d  M e d v e c ( 1 9 9 4 )

意思決定におけるRegret（Decision Regret）： 10件
Joseph-Williams N , Edward A , Elwyn G(2010)The importance and 
complexity of regret in the measurement of good decisions ：
a systematic review and a content analysis of existing assessment 
instruments , Health Expectations 14：59－83

医療上の意思決定：4件採択
・Regret Scale：2件
・Decision Regret Scale：1件
・Anticipatory Regret Questionnaire：1件

6件棄却 医療以外の意思決定

Decision Regret Scale採択

3件棄却 ・Regret Scale：2件
男性の転移性前立腺悪性腫瘍
（特定疾患のみ対象）

・Anticipatory Regret Questionnaire：1件
Regretの具体的定義なし
Regretの特性の測定不可能
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は 、 あ る 行 動 の 有 無 で 、 R e g r e t の 時 間 的 変 化 が 異 な る こ と を 報 告

し て い る 。 	

R e g r e t の 対 処 方 法 な ど の 研 究 と し て 、 G i l o v i c h ,  M e d v e c  a n d  

K a h n e m a n ( 1 9 9 8 )は 、 行 動 し た こ と で 生 じ た R e g r e t と 、 行 動 し な か

っ た こ と で 生 じ る R e g r e t が 導 く 感 情 の 違 い に つ い て 、 述 べ て い

る 。 S c h w a r t z  e t  a l .  ( 2 0 0 2 )は 、 意 思 決 定 を 追 求 者 と 満 足 者 の 2 種 類

に 分 類 し 、 各 分 類 の 意 思 決 定 ス タ イ ル と R e g r e t の 大 き さ の 違 い を

報 告 し て い る 。 ま た L o e w e n s t e i n ( 2 0 0 5 )は 、 意 思 決 定 時 が 緊 急 を 要

す る 場 合 は 、 慎 重 に 意 思 決 定 で き る 場 合 よ り も R e g r e t は 大 き い こ

と を 調 査 し 、 実 証 し て い る 。  

以 上 の 検 討 か ら 、 現 在 ま で の R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 は 、 過

去 の 経 験 や 行 動 の 違 い 、 意 思 決 定 時 の 状 況 の 違 い が 大 き い こ と が 明

ら か に な っ た 。 し か し 、 こ れ ま で の 研 究 で は 、 患 者 の 背 景 を 反 映 し

た 内 的 な 要 因 の 検 討 は 見 ら れ な い 。 し た が っ て 、 意 思 決 定 に お け る

R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ す 患 者 の 要 因 を 調 査 す る こ と は 、 医 師 が 従 来

の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト に お い て 、 患 者 の ニ ー ズ に 合 っ た 意 思

決 定 に 誘 導 し て い る の か が 実 証 で き る と 考 え る 。 患 者 の 価 値 観 や ニ

ー ズ が 明 ら か に な る こ と は 、 今 後 の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト 等

で 、 ど の よ う な 診 療 提 供 を 行 う べ き か を 知 る う え で も 重 要 で あ る 。  
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Ⅱ - 3 .患 者 の 意 思 決 定 の 評 価 指 標 ： D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e  

D R S は 、 診 療 決 定 プ ロ セ ス に お け る 意 思 決 定 に 対 し て 、 患 者 自

身 が 診 療 後 に 後 悔 を し て い る か 否 か を 評 価 す る ツ ー ル と し て 、 カ ナ

ダ の B r e h a u t  e t  a l . ( 2 0 0 3 )が 開 発 し た 尺 度 で あ る 。  

原 作 で は 、 臨 床 上 の 意 思 決 定 以 外 の R e g r e t は 、 様 々 な 意 思 決 定

の 前 後 関 係 に お い て 、 影 響 を 及 ぼ す こ と が 示 さ れ て き た が 、 臨 床 上

の 意 思 決 定 に お け る R e g r e t は 、 ま だ 明 ら か に さ れ て い な い と 報 告

し て い る 。 そ し て 、 医 療 の 意 思 決 定 の 場 面 で は 、 時 に 臨 床 的 に 適 切

な 選 択 方 法 が な く 、 患 者 個 人 の 選 好 に 基 づ い て 選 択 し な け れ ば な ら

な い 場 合 が あ る と 述 べ て い る 。 し た が っ て 、 B r e h a u t  e t  a l . ( 2 0 0 3 )

は 、 意 思 決 定 の 質 を 測 定 す る 基 準 が な け れ ば 、 「 価 値 を 反 映 し た 」

又 は 「 選 好 を 反 映 し た 」 意 思 決 定 の 質 を 改 善 す る た め の 介 入 を 評 価

す る の が 難 し い と 考 え 、 D R S を 開 発 し 、 妥 当 性 の 検 証 を 行 っ て い

る 。  

D R S は 、 患 者 に よ る 自 記 式 評 価 尺 度 で あ り 、 質 問 は 5 項 目 、 回

答 は 1（ s t r o n g l y  a g r e e） か ら 5（ s t r o n g l y  d i s a g r e e） ま で の L i k e r t  

s c a l e で 構 成 さ れ て い る （ 表 Ⅲ - 1） 。 尺 度 得 点 は 0 点 か ら 1 0 0 点 の

範 囲 で あ る 。 ポ ジ テ ィ ブ な 質 問 （ 問 1 , 3 , 5） は 回 答 番 号 か ら 1 を 引

き 、 ネ ガ テ ィ ブ な 質 問 （ 問 2 , 4） は 5 か ら 回 答 番 号 を 引 き 、 5 問 の

合 計 得 点 に 5 を か け て 、 尺 度 得 点 を 算 出 す る 。 高 い 点 数 ほ ど

R e g r e t が 高 い と い う 意 味 に な る 。  

D R S の 信 頼 性 妥 当 性 検 証 の 研 究 ( B r e h a u t  e t  a l .  2 0 0 3 )は 、 異 な る

種 類 の 意 思 決 定 を し て い る 、 4 つ の 患 者 グ ル ー プ （ ホ ル モ ン 補 充 療

法 を 選 ぶ べ き か ど う か 決 め て い る 更 年 期 の 女 性 （ 以 下 、 H R T） 、 一

次 外 科 的 介 入 後 に 、 医 者 -患 者 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 基 に 補 助 療 法

を 続 行 す る べ き か ど う か 決 め て い る 乳 が ん 患 者 （ 以 下 、 B C A T） 、

乳 腺 腫 瘤 摘 出 と 乳 房 全 切 除 の い ず れ か を 選 択 し た 乳 が ん 患 者 （ 以

下 、 B C S） 、 異 な る 治 療 の 選 択 肢 を 考 慮 し 決 定 し た 前 立 腺 ガ ン 患 者

（ 以 下 、 P C T） ） を 対 象 に 、 施 行 さ れ た 。 さ ら に 、 意 思 決 定 満 足 感

尺 度 、 意 思 決 定 葛 藤 度 と Q O L で 、 D R S と の 相 関 関 係 を 調 べ る こ と

に よ っ て 、 収 束 性 妥 当 性 を 確 認 し た 。  

尺 度 の 信 頼 性 は 、 高 い 内 部 一 貫 性 ( C r o n b a c h  α   0 . 8 1～ 0 . 9 2） を 示

し た ( B r e h a u t  e t  a l .  2 0 0 3 )。 D R S と の 相 関 係 数 は 、 意 思 決 定 満 足 感

尺 度 （ – 0 . 4 0～ – 0 . 6 0） 、 意 思 決 定 葛 藤 度 （ 0 . 3 1～ 0 . 5 2） と 強 い 相 関
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を 示 し 、 Q O L（ - 0 . 2 5～ 0 . 2 7） と は 、 強 く な い が 、 相 関 関 係 が 確 認 さ

れ て い る 。 結 論 と し て 、 D R S は 、 臨 床 意 思 決 定 時 に お け る 意 思 決

定 の R e g r e t を 測 る 有 益 な 指 標 で あ る と 報 告 し て い る 。  

2 0 1 5 年 現 在 、 D R S を 開 発 し た 原 作 者 に よ る と 、 現 在 フ ラ ン ス 、

ド イ ツ 、 オ ラ ン ダ 、 中 国 、 台 湾 、 ス ペ イ ン に お い て 、 そ れ ぞ れ の 言

語 に お け る D R S の 妥 当 性 は 検 証 さ れ て い る が 、 日 本 で は ま だ 検 証

さ れ て い な い と い う 。 日 本 に お い て も 、 D R S を 使 用 し た ア ウ ト カ

ム 評 価 は 、 医 療 介 入 に よ る 結 果 が 、 患 者 の 意 思 決 定 時 の 希 望 や 要 求

を 満 た し て い る と い う 「 医 療 の 質 」 の 概 念 を 評 価 す る う え で 不 可 欠

で あ る と 考 え て 、 研 究 に 取 り 組 ん で い る 。  
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第 Ⅲ 章  

日 本 語 版 D c i s i o n  R e g r e t  S c a l e の 妥 当 性 検 証  

 

 

Ⅲ - 1 .緒 言  

本 章 の 研 究 で は 、 第 Ⅱ 章 に お い て 検 証 を 行 っ た D e c i s i o n  R e g r e t  

S c a l e（ 以 下 、 D R S） ( B r e h a u t  e t  a l .  2 0 0 3 )が 、 日 本 語 版 の 尺 度 と し

て 適 用 可 能 で あ る か 妥 当 性 の 検 証 を 行 っ た 。 質 問 項 目 は 、 表 Ⅲ - 1

に 示 す 。  

近 年 、 内 視 鏡 手 術 は そ の 低 侵 襲 性 か ら さ ま ざ ま な 領 域 で 拡 が り を

み せ て い る 。 1 9 8 7 年 に M o u r e t に よ っ て 腹 腔 鏡 下 胆 嚢 摘 出 術 が 世 界

で 初 め て 施 行 さ れ 、 そ の 後 1 9 8 9 年 に は R e d d i c k に よ っ て レ ー ザ ー

を 用 い た 腹 腔 鏡 下 胆 嚢 摘 出 術 が 報 告 さ れ て い る (明 楽 , 2 0 0 5 )。 我 が

国 で は 、 1 9 9 0 年 に 山 川 が 日 本 に お け る 腹 腔 鏡 下 胆 嚢 摘 出 術 第 １ 例

を 報 告 し て い る (山 川 ・ 福 田 , 2 0 0 0 )。 ま た 、 腹 腔 鏡 下 鼠 径 ヘ ル ニ ア

手 術 に お い て は 1 9 9 1 年 に 報 告 さ れ て い る (沖 永 , 2 0 0 9 )。 そ の 後 、

様 々 な 臓 器 に よ る 手 術 で 、 腹 腔 鏡 下 手 術 は 急 速 に 普 及 し た 。  

2 0 1 2 年 8 月 に 行 わ れ た 厚 生 労 働 省 平 成 2 3 年 度 D P C 集 計 結 果 で

は 、 D P C 参 加 病 院 に お け る 0 6 0 3 3 0  （ 胆 嚢 疾 患 （ 胆 嚢 結 石 な ど ）  

腹 腔 鏡 下 胆 嚢 摘 出 術 ） 、 0 6 0 1 6 0（ 鼠 径 ヘ ル ニ ア （ 1 5 歳 以 上 ） 腹 腔

鏡 下 鼠 径 ヘ ル ニ ア 手 術 ） の 手 術 実 施 数 は 、 3 1 , 2 2 1 件 で あ っ た (厚 生

労 働 省 平 成 2 3 年 度 調 査 に 関 わ る D P C 集 計 結 果 ,平 成 2 4 年 8 月 D P C

評 価 分 科 会 )。 本 研 究 対 象 で あ る A 病 院 に お い て も 、 腹 腔 鏡 下 手 術

数 が 開 腹 手 術 数 を こ え 、 主 な 手 術 方 法 と な っ て き て い る 。  

腹 腔 鏡 下 手 術 の メ リ ッ ト と し て 挙 げ ら れ て い る こ と は 、 ① 術 後 の

痛 み が 少 な く 、 侵 襲 が 少 な い 、 ② 開 腹 手 術 よ り も 早 く 回 復 し 、 社 会  

 

表 Ⅲ - 1 	 D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e 質 問 項 目  

 

質問項目(原作）

It was the right decision
I regret the choice that was made
I would go for the same choice if I had to do it over again
The choice did me a lot of harm
The decision was a wise one
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復 帰 が 早 い 、 ③ 手 術 瘢 痕 が 少 な く て 済 む 、 で あ り 、 手 術 後 に お け る

健 康 関 連 Q O L を 測 る こ と は 、 患 者 ・ 外 科 医 に と っ て 診 療 決 定 を す

る 際 に 絶 対 不 可 欠 で あ る (井 戸 他 , 1 9 9 4 )。 ま た 、 腹 腔 鏡 下 手 術 の デ

メ リ ッ ト と し て 挙 げ ら れ る こ と は 、 腹 腔 鏡 下 手 術 は 低 侵 襲 で 患 者 に

寄 与 す る 点 が 多 い が 、 ひ と た び 重 大 な 合 併 症 が 起 こ る と そ の 結 末 は

患 者 側 の 期 待 と の ギ ャ ッ プ が 大 き く 、 事 態 が 複 雑 化 、 深 刻 化 す る こ

と が 多 い 。 し た が っ て 、 腹 腔 鏡 下 手 術 を 選 択 す る に あ た り 、 合 併 症

に つ い て も 充 分 な イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト を 行 う 必 要 が あ る 、 と

い わ れ て い る (明 楽 , 2 0 0 5） 。  

腹 腔 鏡 下 手 術 の ア ウ ト カ ム に 関 す る 先 行 研 究 は 、 1 9 9 0－ 2 0 0 2 年

に お け る 1 2 疾 患 の 腹 腔 鏡 下 手 術 後 の 健 康 関 連 Q O L に 関 す る 文 献

レ ビ ュ ー ( K o r o l i j a  D  e t  a l .  2 0 0 4 )に よ る と 、 全 1 2 疾 患 の う ち 6 9 本

（ う ち 胆 嚢 結 石 1 0 本 、 鼠 径 ヘ ル ニ ア 1 6 本 ） で あ り 、 こ の う ち 身 体

的 、 心 理 学 的 、 社 会 学 的 な 側 面 を 検 討 し て い る の は 1 3 本 （ う ち 胆

嚢 結 石 2 本 、 鼠 径 ヘ ル ニ ア 2 本 ） で あ り 、 患 者 の 主 観 的 評 価 の 検 討

は 少 な い 。 さ ら に 、 日 本 に お け る 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、

胆 嚢 ポ リ ー プ 患 者 の 腹 腔 鏡 下 手 術 の ア ウ ト カ ム に 関 す る 先 行 研 究

は 、 医 学 中 央 雑 誌 か ら の 抽 出 で は 、 胆 管 結 石 症 に 対 す る 腹 腔 鏡 下 手

術 の 1 本 の み で あ る 。 し か し 、 こ の 報 告 は 客 観 的 指 標 を 用 い て お

り 、 患 者 の 主 観 的 評 価 の 検 討 で は な い (井 戸 他 , 1 9 9 1 )。  

し た が っ て 手 術 の 術 式 の 変 化 や 先 行 研 究 の 状 況 に 加 え て 、 本 章 の

研 究 で は D R S を 日 本 に お い て 初 め て 日 本 語 版 D R S と し て 患 者 に 試

す こ と か ら 、 手 術 に よ り 完 治 す る 良 性 疾 患 が 妥 当 で あ る と 考 え た 。

以 上 の 理 由 か ら 、 手 術 を 受 け た 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆

嚢 ポ リ ー プ 患 者 を 対 象 患 者 と し た 。  
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Ⅲ - 2 .研 究 目 的  

本 章 で は 、 カ ナ ダ で 開 発 さ れ た 診 療 決 定 プ ロ セ ス に お け る 患 者 の

意 思 決 定 の 主 観 的 評 価 で あ る D R S の 日 本 語 版 を 作 成 す る 。 さ ら に

手 術 を 受 け た 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ 患 者 を

対 象 と し て 、 日 本 語 版 D R S の 質 問 紙 調 査 を 行 い 、 日 本 語 版 D R S と

し て 適 用 可 能 で あ る か 、 計 量 心 理 学 的 手 法 で 妥 当 性 の 検 証 を 行 う こ

と を 目 的 と す る 。  
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Ⅲ - 3 .研 究 方 法  

Ⅲ - 3 - 1 .研 究 デ ザ イ ン と 研 究 実 施 施 設  

研 究 デ ザ イ ン は 横 断 研 究 で あ り 、 研 究 実 施 施 設 は 、 一 般 病 床 数

7 3 0 床 （ う ち 救 命 救 急 病 床 3 0 床 ） 、 精 神 病 床 5 0 床 の 合 計 7 8 0 床 を

有 す る 第 三 次 救 急 指 定 病 院 の 東 京 都 内 A 病 院 で あ る 。  

 

Ⅲ - 3 - 2 .研 究 手 順  

池 上 ・ 福 原 ・ 下 妻 ・ 池 田 ( 2 0 0 1 )に よ る 「 既 存 の 外 国 語 尺 度 の 日 本

語 版 作 成 と そ の 計 量 心 理 学 的 評 価 」 の 手 順 （ 図 Ⅲ - 1） に 準 じ て 行 っ

た 。 以 下 の 手 順 に 入 る 前 段 階 と し て 、 カ ナ ダ の D R S 尺 度 原 作 者 か

ら 日 本 語 版 D R S の 作 成 及 び 妥 当 性 検 証 の 許 可 を 得 て 、 2 0 1 3 年 次 か

ら 日 本 語 版 D R S の 作 成 を 始 め た 。  

 

1 )日 本 語 版 D R S 作 成 (図 Ⅲ - 1： 手 順 1 , 2 , 3）  

日 本 語 版 D R S 作 成 の 手 順 1 と し て 、 順 翻 訳 を 行 っ た 。 こ の 手 順

を 行 う 者 は 、 オ リ ジ ナ ル 言 語 と 日 本 語 の バ イ リ ン ガ ル で あ り 、 オ リ

ジ ナ ル の 質 問 に 表 現 さ れ て い る 内 容 が 質 問 紙 回 答 者 に 伝 わ り 、 回 答

者 が 理 解 し や す い 表 現 で あ る こ と が 求 め ら れ る 。  

 

 

図 Ⅲ - 1 	 外 国 語 尺 度 の 日 本 語 版 作 成 の 手 順  

池 上 他 ( 2 0 0 1 )「 臨 床 の た め の Q O L 評 価 ハ ン ド ブ ッ ク 」  

医 学 書 院 よ り  

尺度の選定

尺度原作者とのコンタクト

順翻訳

フォーカス・グループ

逆翻訳

暫定版完成

計量心理学的評価
のための調査

手順１

手順２

手順３

手順４
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次 に 手 順 2 と し て 、 ス ノ ー ボ ー ル サ ン プ リ ン グ 法 に て 研 究 協 力 者

を 募 り 、 手 順 1 の 順 翻 訳 結 果 を 元 に 、 翻 訳 の 質 の 検 討 と 翻 訳 の 統 一

を 行 い 、 日 本 語 版 D R S 案 を 作 成 し た 。 手 順 2 に お け る 研 究 協 力 者

は 、 医 療 の 専 門 家 に な り 、 翻 訳 の 明 快 さ 、 患 者 の 理 解 で き る 言 葉 、

概 念 の 等 価 性 に つ い て 議 論 を 行 っ た 。  

手 順 3 と し て 、 手 順 2 で 完 成 し た 日 本 語 版 D R S 案 を 、 手 順 1 と

は 別 の オ リ ジ ナ ル 言 語 の 翻 訳 者 2 名 が 、 そ れ ぞ れ 別 に オ リ ジ ナ ル 言

語 に 翻 訳 し た 。 こ の 逆 翻 訳 は 、 翻 訳 し た 2 つ の 候 補 を 、 2 名 の 翻 訳

者 が 討 論 し 、 一 つ に ま と め る 作 業 を 行 っ た 。  

以 上 の 手 順 1 か ら 手 順 3 を 経 て 完 成 し た 日 本 語 版 D R S 案 と 逆 翻

訳 の 結 果 を D R S 原 作 者 に 報 告 し 、 了 承 を 得 る こ と で 日 本 語 版 D R S

の 完 成 と し た 。  

 

2 )質 問 紙 調 査 (図 Ⅲ - 1： 手 順 4 )  

( 1 )対 象 患 者 サ ン プ リ ン グ  

A 院 内 の D i a g n o s i s  P r o c e d u r e  C o m b i n a t i o n（ 以 下 D P C） 分 析 シ ス

テ ム M E D I  -  A r r o w s に 格 納 さ れ て い る 患 者 情 報 か ら 適 格 基 準 を 満 た

し た 患 者 を 抽 出 し た 。 患 者 の 適 格 基 準 は 、 8 5 歳 未 満 の 退 院 患 者 で

あ り 、 D P C コ ー ド 0 6 0 1 6 0（ 鼠 径 ヘ ル ニ ア 1 5 歳 以 上 ） 、 0 6 0 3 3 0（ 胆

嚢 疾 患 （ 胆 嚢 結 石 な ど ） ） 、 0 6 0 3 3 5（ 胆 嚢 水 腫 、 胆 嚢 炎 等 ） の い ず

れ も 手 術 を 行 っ た 患 者 で あ る 。 研 究 期 間 （ 2 0 1 2 年 7 月 か ら 1 2 月 ）

に お け る 上 記 の 適 格 基 準 か ら 抽 出 さ れ た 患 者 は 、 0 6 0 1 6 0（ 鼠 径 ヘ ル

ニ ア 1 5 歳 以 上 ） 7 5 名 、 0 6 0 3 3 0（ 胆 嚢 疾 患 （ 胆 嚢 結 石 な ど ） ） 1 9

名 、 0 6 0 3 3 5（ 胆 嚢 水 腫 、 胆 嚢 炎 等 ） 3 4 名 の 計 1 2 8 名 で あ っ た （ 表

Ⅲ - 2） 。  

さ ら に 、 適 格 基 準 を 満 た し た 対 象 患 者 に 関 し て は 、 日 本 語 版

D R S の 妥 当 性 と し て 予 測 的 妥 当 性 を 検 証 す る た め に 、 入 院 患 者 情

報 （ D P C 様 式 1 フ ァ イ ル ） の 入 院 時 併 存 症 情 報 を 抽 出 し た 。  

 

表 Ⅲ - 2 	 対 象 患 者  
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( 2 )質 問 紙 調 査 項 目  

質 問 紙 調 査 の 項 目 と し て 、 手 順 1 か ら 手 順 3 で 作 成 し た 日 本 語

版 D R S を 使 用 し た 。 さ ら に 、 日 本 語 版 D R S の 妥 当 性 と し て 同 時 的

妥 当 性 の 検 証 を 行 う た め に 、 福 原 ・ 鈴 鴨 ( 2 0 1 2 )に よ り 開 発 さ れ た 健

康 関 連 Q O L 尺 度 S F - 8 日 本 語 版 も 使 用 し た 。  

S F – 8 日 本 語 版 は 、 自 記 式 の 健 康 関 連 Q O L 指 標 で あ る 。 P h y s i c a l  

f u n c t i o n i n g ( P F )、 R o l e  p h y s i c a l ( R P )、 B o d i l y  p a i n ( B P )、 G e n e r a l  

h e a l t h  p e r c e p t i o n ( G H )、 V i t a l i t y ( V T )、 S o c i a l  f u n c t i o n i n g ( S F )、 R o l e  

e m o t i o n a l ( R E )、 M e n t a l  h e a l t h ( M H )の 8 つ の 各 下 位 領 域 か ら 算 出 さ

れ た 、 身 体 的 健 康 感 の 「 身 体 的 健 康 P C S」 (以 下 P C S )と 精 神 的 健

康 感 の 「 精 神 的 健 康 M C S」 (以 下 M C S )の 2 つ を 評 価 す る S F - 8 日

本 語 版 の 使 用 に あ た っ て は 、 著 作 権 者 か ら 許 可 を 得 た 。  

質 問 項 目 数 は 、 日 本 語 版 D R S 5 項 目 、 S F - 8 日 本 語 版 8 項 目 の 合

計 1 3 項 目 で 構 成 さ れ て い る 。  

 

( 3 )質 問 紙 調 査 方 法  

質 問 紙 調 査 は 、 郵 送 法 に て 質 問 紙 を 3 週 間 間 隔 で 2 回 配 布 、 回 収

し た 。 2 回 目 の 質 問 紙 調 査 は 、 1 回 目 の 質 問 紙 調 査 回 答 者 に 対 し 行

っ た 。 2 回 の 質 問 紙 調 査 は 、 日 本 語 版 D R S の 再 検 査 信 頼 性 の 検 証

を 行 う 際 に 必 要 な こ と か ら 実 施 し た 。  

質 問 紙 調 査 実 施 期 間 は 、 1 回 目 は 2 0 1 3 年 8 月 2 2 日 か ら 9 月 6

日 、 2 回 目 は 2 0 1 3 年 9 月 1 4 日 か ら 9 月 2 7 日 で あ っ た 。  

 

Ⅲ - 3 - 3 .倫 理 的 配 慮  

本 章 の 研 究 は 、 A病 院 倫 理 審 査 委 員 会 に お い て 承 認 を 得 て 実 施 し

た 。 日 本 語 版 D R Sの 翻 訳 協 力 者 に は 、 本 研 究 の 主 旨 、 協 力 は 任 意 で

あ る こ と 、 匿 名 性 の 確 保 を 口 頭 で 説 明 し 、 同 意 サ イ ン を 得 た 。 質 問

紙 の 対 象 患 者 に は 、 調 査 の 主 旨 、 協 力 は 任 意 で あ る こ と 、 調 査 参 加

に 拒 否 し た 場 合 に お い て も 不 利 益 が な い こ と 、 匿 名 性 の 確 保 を 書 面

で 説 明 し 、 質 問 紙 に 添 付 し た 同 意 書 へ の 記 入 を も っ て 同 意 と み な し

た 。 質 問 紙 は 無 記 名 に し た 。  
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Ⅲ - 3 - 4 .分 析 方 法 (図 Ⅲ - 1： 手 順 4 )  

有 効 回 答 に 対 し て 記 述 統 計 量 を 算 出 し 、 回 答 デ ー タ の 特 性 を み

た 。 欠 損 値 の 取 り 扱 い は 、 日 本 語 版 D R S に 関 し て は 回 答 数 が 6 0％

以 下 （ 2 問 以 上 の 欠 損 ） の 患 者 デ ー タ は 除 外 す る こ と と し 、 1 問 欠

損 の 場 合 は 、 合 計 点 × 5 / 4 で 尺 度 得 点 を 算 出 し た 。 S F - 8 日 本 語 版

は 、 1 問 で も 欠 損 値 が あ る 患 者 は 除 外 し た 。  

信 頼 性 と 妥 当 性 の 検 証 は 、 以 下 の 解 析 を 行 っ た 。 解 析 に は 、 統 計

パ ッ ケ ー ジ I B M  S P S S  S t a t i s t i c s  V e r s i o n  2 1  f o r  W i n d o w s を 使 用 し

た 。 日 本 語 版 D R S の 妥 当 性 検 証 は 、 以 下 の 信 頼 性 と 妥 当 性 を 、 各

分 析 手 法 を 用 い て 検 証 を 行 っ た (表 Ⅲ - 3 )。  

 

表 Ⅲ - 3 	 妥 当 性 検 証 の 分 析 方 法  

 
 

1 )信 頼 性  

信 頼 性 と し て 、 内 的 整 合 性 と 再 検 査 信 頼 性 に よ る 検 討 を 行 っ た

(池 上 他 , 2 0 0 1 ,  村 上 , 2 0 1 2 ,  小 塩 ・ 西 口 , 2 0 0 9 )。 内 的 整 合 性 は 、 ク ロ

ン バ ッ ク α 係 数 に よ っ て 評 価 し た （ 分 析 ① ） 。 こ の 係 数 は 尺 度 に

含 ま れ る 項 目 間 の 相 関 の 高 さ を 反 映 す る 指 標 で あ り 、 各 項 目 で 同 等

な 概 念 を 表 現 し て い る か が 評 価 さ れ る 。 ク ロ ン バ ッ ク α 係 数 の 数

値 は 、 0 . 7 以 上 を 十 分 な 値 で あ る と 判 断 し た 。  

再 検 査 信 頼 性 は 、 1 回 目 と 2 回 目 の 質 問 紙 調 査 に よ る 日 本 語 版

D R S の 尺 度 得 点 間 の 相 関 係 数 に よ っ て 再 現 性 を 評 価 し 、 信 頼 性 係

数 の 推 定 値 と し た （ 分 析 ② ） 。  

2 )妥 当 性  

妥 当 性 と し て 、 内 容 的 妥 当 性 、 構 成 概 念 妥 当 性 、 基 準 関 連 妥 当 性

で あ る 同 時 的 妥 当 性 、 予 測 的 妥 当 性 に よ る 検 討 を 行 っ た 。 内 容 的 妥

妥当性検証の方法

信頼性

        内的整合性 Cronbach,α係数 ①

        再検査信頼性 Test-Retestの相関係数 ②

妥当性

       内容的妥当性 フォーカスグループ（手順２） ③

       構成概念妥当性 因子分析 ④

       基準関連妥当性
              同時的妥当性 DRSとSF-8の相関係数 ⑤

              予測的妥当性 t検定 ⑥

分析
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当 性 は 、 複 数 の 専 門 家 に よ り 尺 度 の 項 目 の 内 容 が 測 定 す る に ふ さ わ

し い か の 検 討 で あ る こ と か ら 、 D R S の 日 本 語 版 作 成 (翻 訳 過 程 ： 手

順 2 )に お け る 検 討 を 、 内 容 的 妥 当 性 の 評 価 と し た （ 分 析 ③ ） 。  

構 成 概 念 妥 当 性 は 、 測 定 し よ う と す る 構 成 概 念 が 、 日 本 語 版

D R S に よ っ て 測 定 で き て い る か ど う か を 因 子 分 析 に よ っ て 検 討 し

た （ 分 析 ④ ） 。  

同 時 的 妥 当 性 は 、 S F - 8 日 本 語 版 を 類 似 の 領 域 を 測 定 す る 既 存 の

尺 度 と し 、 日 本 語 版 D R S と の 相 関 係 数 に よ っ て 評 価 し た （ 分 析

⑤ ） 。 予 測 的 妥 当 性 は 、 日 本 語 版 D R S に よ っ て 測 定 さ れ た デ ー タ

が 、 将 来 の 事 象 を 適 切 に 予 測 で き る か の 評 価 で あ る 。 し か し 対 象 患

者 の 特 性 か ら 、 本 章 の 研 究 で は 入 院 患 者 情 報 （ D P C 様 式 1 フ ァ イ

ル ） の 入 院 時 併 存 症 情 報 の 有 無 を 合 併 症 の 有 無 と し 、 日 本 語 版

D R S の 変 化 の 事 象 と し た 。 合 併 症 の 有 無 で 、 日 本 語 版 D R S の 尺 度

得 点 の 平 均 値 の 差 の 検 定 （ t 検 定 ） を 行 い 、 評 価 し た （ 分 析 ⑥ ） 。  
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Ⅲ - 4 .結 果  

Ⅲ - 4 - 1 .日 本 語 版 D R S 作 成 結 果  

手 順 1 に お け る 順 翻 訳 で は 、 D R S 原 作 の オ リ ジ ナ ル 言 語 が 英 語

で あ る こ と か ら 、 ア メ リ カ 帰 国 子 女 、 ア メ リ カ と カ ナ ダ 留 学 経 験 者

の 2 名 に よ る 順 翻 訳 を 行 っ た 。 次 に 手 順 2 に お け る フ ォ ー カ ス グ ル

ー プ に に よ る 検 討 で は 、 臨 床 医 5 名 （ 内 科 医 2 名 、 外 科 医 1 名 、 精

神 科 医 2 名 ） 、 医 療 系 書 籍 出 版 会 社 編 集 者 2 名 か ら 成 る フ ォ ー カ ス

グ ル ー プ 7 名 （ 医 療 の 専 門 家 ） が 集 合 し 、 日 本 語 版 D R S 案 が 完 成

し た 。 手 順 3 に お け る 逆 翻 訳 で は 、 ア メ リ カ 人 大 学 教 員 と イ ギ リ ス

人 医 師 の 2 名 が 逆 翻 訳 を 行 っ た 。  

順 翻 訳 （ 表 Ⅲ - 4） 、 フ ォ ー カ ス グ ル ー プ に よ る 翻 訳 の 質 の 検 討

（ 表 Ⅲ - 5） 、 逆 翻 訳 （ 表 Ⅲ - 6） を 経 て 、 作 成 し た 尺 度 項 目 を 示 す 。

な お 、 尺 度 回 答 の 翻 訳 結 果 は 表 Ⅲ - 7 に 示 す 。 こ の 翻 訳 の 結 果 を

D R S 原 作 者 に 報 告 し 了 承 を 得 て 、 日 本 語 版 D R S が 完 成 し た 。  

 

 

表 Ⅲ - 4 	 日 本 語 版 D R S 作 成 結 果 （ 順 翻 訳 ）  

 

 

 

表 Ⅲ - 5 	 日 本 語 版 D R S 作 成 結 果 （ フ ォ ー カ ス グ ル ー プ ）  

 
 

 

 

質問番号 質問項目(原作） 質問項目(順翻訳：手順1）
1 It was the right decision 私は、その治療を受けたことは正しかった

2 I regret the choice that was made すすめられた治療法を承諾してしまったことに後悔している

3 I would go for the same choice if I had to do it over again 仮にまた同じ状況になっても、同じ治療法を選ぶ。
4 The choice did me a lot of harm 肉体的・精神的な害が大きいため、とても後悔している

5 The decision was a wise one その治療を受けたのは、賢い判断だった。

質問番号 質問項目(原作） 質問項目（フォーカスグループ：手順2）
1 It was the right decision それは良い決断だった

2 I regret the choice that was made その選択を後悔している

3 I would go for the same choice if I had to do it over again もしもやり直すとしても、同じ選択をするだろう
4 The choice did me a lot of harm その選択によって大きな害を被った

5 The decision was a wise one その決断は賢明なものだった
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表 Ⅲ - 6 	 日 本 語 版 D R S 作 成 結 果 （ 逆 翻 訳 ）  

 
 

表 Ⅲ - 7 	 日 本 語 版 D R S 回 答  

 

 

Ⅲ - 4 - 2 .質 問 紙 調 査  

1 回 目 の 質 問 紙 調 査 は 、 対 象 患 者 1 2 8 人 に 送 付 し 、 同 意 付 き の 8 0

人 （ 6 3％ ） が 有 効 回 答 で あ っ た 。 再 検 査 信 頼 性 の た め に 行 っ た 2 回

目 質 問 紙 調 査 は 、 1 回 目 質 問 紙 調 査 の 回 答 者 7 6 人 に 送 付 し 、 有 効

回 答 は 6 3 人 （ 9 1％ ） で あ っ た 。  

 

Ⅲ - 4 - 3 .分 析 結 果  

分 析 対 象 者 は 8 0 名 で 、 そ の 内 訳 は 男 性 6 3 名 、 女 性 1 7 名 で あ っ

た 。 年 齢 の 平 均 は 6 8 歳 （ 2 7 歳 〜 8 3 歳 ） で あ っ た 。 日 本 語 版 D R S

の 尺 度 得 点 の 平 均 は 1 2 . 9 点 で 、 得 点 範 囲 は 0 点 か ら 5 0 点 で あ っ

た 。  

記 述 統 計 量 は 表 Ⅲ - 8 の 通 り で あ る ． 8 0 名 中 2 名 が 1 問 （ も し も

や り 直 す と し て も 、 同 じ 選 択 を す る だ ろ う ） の 回 答 に 無 回 答 で あ っ

た 。 さ ら に 7 8 名 の 標 準 偏 差 も 他 の 回 答 と 比 較 し て 大 き く 、 回 答 が

ば ら つ く 項 目 で あ っ た 。  

 

 

 

 

質問番号 質問項目(原作） 質問項目（逆翻訳：手順3）
1 It was the right decision That was a good decision
2 I regret the choice that was made I regret the choice
3 I would go for the same choice if I had to do it over again Even if I were to do it over again, I think I would make the same choice
4 The choice did me a lot of harm I was greatly harmed by the choice I made
5 The decision was a wise one The decision was wise

回等番号 回答（原作DRS） 回答（日本語版DRS）
1 Strongly Agree 非常にそう思う

2 Agree そう思う

3 Neither Agree Nor Disagree どちらでもない

4 Disagree そうは思わない

5 Strongly Disagree まったくそうは思わない
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表 Ⅲ - 8 	 記 述 統 計 量  

 

 

1 )信 頼 性  

内 的 整 合 性 の ク ロ ン バ ッ ク α 係 数 は 0 . 8 5 で 0 . 7 以 上 で あ り 、 望

ま し い 結 果 が 得 ら れ た （ 分 析 ① ） 。 再 検 査 信 頼 性 は 、 1 回 目 と 2 回

目 の 質 問 紙 調 査 に よ る 測 定 値 間 の 相 関 係 数 が 0 . 8 5 と な り 、 0 . 7 以 上

の 相 関 係 数 が 得 ら れ た （ 分 析 ② ） 。 強 い 相 関 が あ る と 示 唆 さ れ 、 再

検 査 信 頼 性 が 得 ら れ た 。  

 

2 )妥 当 性  

内 容 的 妥 当 性 は 、 先 の 日 本 語 版 D R S 作 成 の 手 順 2 に お い て 行 っ

た フ ォ ー カ ス グ ル ー プ に よ る 質 的 検 討 を 行 う こ と が で き た （ 分 析

③ ） 。  

構 成 概 念 妥 当 性 は 、 5 項 目 の 質 問 項 目 を 用 い て 因 子 分 析 を 行 っ

た 。 因 子 の 抽 出 に は 主 因 子 法 を 用 い 、 プ ロ マ ッ ク ス 回 転 を 行 っ た 結

果 の 因 子 パ タ ー ン を 表 Ⅲ - 9 に 示 す （ 分 析 ④ ） 。 す べ て の 項 目 に お

い て 第 1 因 子 の 因 子 負 荷 量 が 高 く 、 「 R e g r e t」 に 関 す る 因 子 と し

た 。 な お 、 初 期 の 固 有 値 は 、 第 1 因 子 の 因 子 寄 与 率 は 6 5 . 2 %で あ っ

た 。  

同 時 的 妥 当 性 は 、 日 本 語 版 D R S と S F - 8 日 本 語 版 の P C S と の 相 関

係 数 は  - 0 . 4 3、 日 本 語 版 D R S と S F - 8 日 本 語 版 の M C S と の 相 関 係 数

は  - 0 . 4 2 と な っ た （ 分 析 ⑤ ） 。 P C S 及 び M C S 共 に  - 0 . 4 と 中 等 度 よ

り 弱 い 相 関 係 数 が 得 ら れ 、 弱 い 相 関 で あ る が 負 の 相 関 が あ る と 示 唆

さ れ た 。 予 測 的 妥 当 性 は 、 表 Ⅲ - 1 0 に 示 す 。 合 併 症 無 し の 患 者 が 5 2

名 、 合 併 症 有 り の 患 者 が 2 8 名 の 2 群 に な っ た 。 2 群 に お け る 日 本

語 版 D R S の 尺 度 得 点 の 平 均 ±標 準 偏 差 が 、 合 併 症 無 し の 患 者 が

1 2 . 3 ± 1 1 . 9、 合 併 症 有 り の 患 者 が 1 4 . 0 ± 1 4 . 2 と な り 、 p 値 は 0 . 5 7 で 有

意 差 は な か っ た （ 分 析 ⑥ ） 。  

日本語版DRS N MIN MAX SD
それは良い決断だった 80 0 10 2.59
その選択を後悔している 80 0 15 3.03
もしもやり直すとしても、同じ選択をするだろう 78 0 20 3.87
その選択によって大きな害を被った 80 0 15 3.64
その決断は賢明なものだった 80 0 10 2.86
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表 Ⅲ - 9 	 構 成 概 念 妥 当 性 ： 因 子 分 析  

 
 

 
 

 

表 Ⅲ - 1 0 	 予 測 的 妥 当 性 ： t 検 定  

 

  

因子 合計 分散の％ 累積　％
1 3.259 65.171 65.171
2     .830 16.606 81.777
3     .491 9.814 91.591
4     .279 5.576 97.167
5    .142 2.833 100.000

初期の固有値

日本語版DRS 1 2 3 4
それは良い決断だった       .86     -.11     -.32       .00
その選択を後悔している       .80      .44     -.09       .07
もしもやり直すとしても、同じ選択をするだろう       .61    -.33       .21       .13
その選択によって大きな害を被った       .71      .36       .25     -.65
その決断は賢明なものだった       .90    -.34       .05     -.10

因子

合併症　－ 合併症　＋
N=52 N=28

日本語版DRS 12.31±11.94 14.02±14.21   － 0.57   0.57

p値t値
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Ⅲ - 5 .考 察  

Ⅲ - 5 - 1 .日 本 語 版 D R S 作 成  

日 本 語 版 D R S 作 成 の 翻 訳 作 業 で は 、 手 順 1、 手 順 2 を 経 て 、 明

快 で 一 般 的 な 言 葉 の 使 用 の 表 現 に な っ た 。 質 問 項 目 4 内 の

「 h a r m」 と い う 表 現 は 、 尺 度 で 多 く 使 用 さ れ て い る 言 葉 で あ り 、

日 本 語 で は 「 害 」 と な る が 、 こ の 害 は 身 体 的 、 精 神 的 、 経 済 的 と い

っ た 多 様 な 意 味 を 含 む こ と か ら 、 各 患 者 に と っ て の 害 で あ り 、 質 問

で 特 定 さ れ な い よ う 「 大 き な 害 」 と 表 現 す る こ と に な っ た 。  

 

Ⅲ - 5 - 2 .質 問 紙 調 査  

対 象 患 者 が 良 性 腫 瘍 で あ っ た こ と か ら 、 本 章 の 研 究 の 調 査 時 期 に

は 疾 患 が 完 治 し て お り 、 質 問 紙 の 送 付 は 事 前 の 連 絡 が な い う え で の

郵 送 で あ っ た 。 こ の 質 問 紙 調 査 の 方 法 を 考 慮 す る と 、 1 回 目 質 問 紙

調 査 の 回 収 率 6 5％ と 2 回 目 質 問 紙 調 査 の 回 収 率 9 1％ は 、 高 い 回 収

率 で あ っ た 。 回 収 率 の 高 さ か ら 、 今 回 の 結 果 は A 病 院 に お い て 手

術 を 受 け た 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ 患 者 の 日

本 語 版 D R S の 結 果 と し て 妥 当 で あ る と 考 え る 。 日 本 語 版 D R S の 尺

度 得 点 の 平 均 は 1 2 . 9 点 で あ り 、 原 作 D R S ( B r e h a u t  e t  a l .  2 0 0 3 )の 平

均 得 点 も 、 疾 患 は 違 う が 1 2 . 9 点 か ら 2 5 . 4 点 の 範 囲 で あ り 、 ほ ぼ 同

程 度 の 得 点 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

Ⅲ - 5 - 3 .計 量 心 理 学 的 評 価  

記 述 統 計 量 の 検 討 で は 、 質 問 項 目 3（ も し も や り 直 す と し て も 、

同 じ 選 択 を す る だ ろ う ） の み 欠 損 値 が 生 じ た 。 さ ら に 患 者 か ら の 返

信 に は 、 質 問 項 目 3 の 「 も し も や り 直 す 」 と い う フ レ ー ズ が 、 疾 患

を 思 い 出 す こ と に な り 、 回 答 す る こ と が 困 難 に な る と い う 意 見 が あ

っ た 。 欠 損 値 は 2 名 の み で は あ っ た が 、 欠 損 値 が 生 じ た 項 目 が 質 問

項 目 3 の み で あ っ た こ と か ら 、 患 者 に 心 理 的 な 影 響 を 少 な か ら ず 及

ぼ す 可 能 性 が 示 唆 さ れ 、 今 後 の 質 問 紙 調 査 研 究 に お い て も 、 慎 重 に

検 討 し て い く 必 要 が あ る と 考 え る 。  

信 頼 性 検 証 （ 分 析 ① ） に お い て 、 日 本 語 版 D R S の ク ロ ン バ ッ ク

α 係 数 は 0 . 8 5 で あ り 、 内 的 整 合 性 が 得 ら れ た 。 原 作 D R S に お け る

尺 度 開 発 で は 、 ホ ル モ ン 療 法 ・ 乳 が ん 手 術 ・ 乳 が ん 補 助 療 法 （ ア ジ

ュ バ ン ト 療 法 ） ・ 前 立 腺 が ん ケ ア の 4 疾 患 患 者 に お け る 内 的 整 合 性
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を 検 討 し て い る が 、 す べ て 日 本 語 版 D R S 同 様 、 0 . 8 以 上 の 信 頼 性 で

あ っ た 。  

再 検 査 信 頼 性 （ 分 析 ② ） は 、 原 作 D R S の 開 発 や 、 他 の D R S の 妥

当 性 検 証 ( R o n a l d ,  M e l i s s a ,  E u n s u k  a n d  B a r b a l a ,  2 0 1 2 )に お い て も 行

わ れ て い な い こ と か ら 、 本 研 究 が 初 め て の 調 査 に な る と 考 え ら れ る

が 、 相 関 係 数 は 0 . 8 5 と な り 、 高 い 再 検 査 信 頼 性 が 示 唆 さ れ た 。 日

本 語 版 D R S の 信 頼 性 が 得 ら れ た こ と か ら 、 5 つ の 尺 度 項 目 で

R e g r e t を 測 定 す る こ と が で き る と 考 え る 。  

妥 当 性 検 証 に お い て は 、 内 容 的 妥 当 性 （ 分 析 ③ ） は 、 複 数 の 専 門

家 に よ る 患 者 の 状 況 を 考 慮 し た 評 価 と 検 討 で あ る が 、 本 章 の 研 究 に

お い て も 臨 床 医 や 医 療 系 書 籍 編 集 者 が 集 ま り 検 討 が で き た 。 フ ォ ー

カ ス グ ル ー プ に よ る 検 討 か ら 、 日 本 語 版 D R S に お い て も 内 容 的 妥

当 性 は 得 ら れ た と 考 え る 。  

構 成 概 念 妥 当 性 （ 分 析 ④ ） と し て 、 尺 度 得 点 の 解 釈 や 意 味 に 影 響

す る あ ら ゆ る 要 因 を 集 成 し 、 統 合 さ れ て い る か を み る た め に 因 子 分

析 を 行 っ た 。 第 1 因 子 の 寄 与 率 が 6 5％ を 超 え て お り 、 5 つ の 尺 度 項

目 が 1 つ の 潜 在 因 子 で 説 明 で き る こ と が 示 唆 さ れ た 。 原 作 D R S で

は 、 因 子 分 析 に よ る 検 討 は 行 わ れ て い な か っ た 。  

同 時 的 妥 当 性 （ 分 析 ⑤ ） を み る た め に 、 健 康 関 連 Q O L 尺 度 で あ

る S F - 8 日 本 語 版 を 採 用 し 相 関 を み た が 、 相 関 係 数 は P C S・ M C S い

ず れ も - 0 . 4 で あ り 、 中 等 度 よ り 弱 い 負 の 相 関 で あ っ た 。 原 作 D R S

に お い て も 、 様 々 な 既 存 尺 度 と の 相 関 を み て い る が 、 す べ て 0 . 2〜

0 . 5 の 相 関 係 数 で あ っ た 。 S F - 8 日 本 語 版 の 質 問 項 目 の 内 容 が 、 身 体

的 ・ 精 神 的 な 健 康 感 を 聞 い て い る こ と か ら 、 日 本 語 版 D R S の 質 問

項 目 の 内 容 と は 相 違 が あ る こ と 、 ま た S F - 8 日 本 語 版 の 尺 度 得 点 が

高 い ほ ど 健 康 で あ る の に 対 し 、 日 本 語 版 D R S は 尺 度 得 点 が 高 い ほ

ど R e g r e t が 高 い こ と か ら 、 弱 い 負 の 相 関 で あ る こ と は 妥 当 で あ る

と 考 え る 。  

予 測 的 妥 当 性 （ 分 析 ⑥ ） は 、 合 併 症 無 し ・ 合 併 症 有 り の 2 群 に 分

け た 患 者 の 日 本 語 版 D R S の 平 均 値 の 差 の 検 定 （ t 検 定 ） を 行 っ た

が 、 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。 平 均 値 を 比 較 す る と 、 合 併 症 有 り

の 患 者 の 方 が 高 く 標 準 偏 差 も 大 き い こ と か ら 、 有 意 な 差 は な か っ た

が 、 合 併 症 有 り の 患 者 は 合 併 症 無 し の 患 者 よ り も R e g r e t が 高 く 、

回 答 が ば ら つ い て い る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。 以 上 の 妥 当 性 の 検 証
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か ら 、 日 本 語 版 D R S の 尺 度 項 目 は 、 妥 当 性 を 測 定 し て い る と 考 え

る 。  

 

Ⅲ - 5 - 4 .本 研 究 の 限 界  

本 章 の 研 究 に お い て 、 3 つ の 限 界 が 挙 げ ら れ る 。 1 つ 目 は 、 本 研

究 の 対 象 患 者 が 東 京 都 内 に あ る A 病 院 の み の 患 者 と い う こ と で あ

る 。 日 本 語 版 D R S の 妥 当 性 の 一 般 化 を 考 え る と 、 さ ら に 広 い 範 囲

の 地 域 の 患 者 に お い て も 、 日 本 語 版 D R S を 使 用 し 検 証 す る 必 要 が

あ る 。  

2 つ 目 は 、 対 象 患 者 の 疾 患 が 手 術 を 受 け た 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石

症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ 患 者 と 限 定 さ れ て い る こ と で あ る 。 今 回

は 良 性 腫 瘍 で あ る こ と か ら 、 今 後 は さ ら に 疾 患 を 広 げ 、 悪 性 腫 瘍 患

者 に も 日 本 語 版 D R S を 使 用 し て い く 必 要 が あ る と 考 え る 。 た だ し

悪 性 腫 瘍 の 場 合 は 、 長 期 間 に わ た る 治 療 で あ り 、 治 療 内 容 も 治 療 段

階 で 変 更 す る こ と か ら 、 今 後 の 研 究 に お い て 、 患 者 の 心 理 的 影 響 を

考 慮 し 、 日 本 語 版 D R S の 測 定 時 期 は 慎 重 に 行 う 必 要 が あ る と 考 え

る 。  

3 つ 目 は 、 原 作 の D R S 及 び 日 本 語 版 D R S の 尺 度 得 点 に つ い て 、

す べ て の 尺 度 項 目 点 数 の 重 み 付 け が 同 じ と い う こ と で あ る 。 今 後 研

究 を 進 め て い く こ と で 、 尺 度 得 点 の 検 証 を 行 っ て い く 必 要 が 生 じ る

場 合 は 、 検 討 を 行 っ て い く 。  

 

Ⅲ - 5 - 5 .今 後 の 課 題  

日 本 語 版 D R S が 完 成 し た こ と で 、 定 量 可 能 な 主 観 的 ア ウ ト カ ム

評 価 の 一 つ と し て 、 日 本 語 版 D R S を 利 用 す る こ と が 可 能 に な っ

た 。 今 後 は 、 日 本 語 版 D R S に よ る 評 価 の 他 に 、 診 療 プ ロ セ ス と の

関 係 や 患 者 要 因 と の 関 係 を 検 討 す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

原 作 D R S に お い て 、 乳 が ん 患 者 の D R S 尺 度 得 点 は 低 い に も 関 わ

ら ず 、 尺 度 項 目 以 外 の 質 問 （ 診 療 プ ロ セ ス に お け る 意 思 決 定 に つ い

て ） で は 、 回 答 が 「 P o s i t i v e」 と い う 解 答 を し た 患 者 数 よ り も

「 N e g a t i v e」 と い う 解 答 を し た 患 者 数 の 方 が 有 意 に 高 っ た と い う 結

果 が 得 ら れ て い る 。 ま た 社 会 心 理 学 分 野 の 研 究 で は 、 意 思 決 定 時 の

心 理 的 状 況 と 意 思 決 定 後 の R e g r e t の 関 係 等 を 調 査 し 、 実 証 し て い

る 。 さ ら に 、 最 近 の 海 外 の D R S を 使 用 し た 研 究 の 動 向 ( 2 0 1 2 年 －
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2 0 1 4 年 ） で は 、 プ ロ セ ス と ア ウ ト カ ム の 関 係 を み て い る ( S a w k a  e t  

a l .  2 0 1 2 ,  Z h o n g  e t  a l .  2 0 1 3 ,  C h i e n ,  C h u a n g ,  L i u ,  L i  a n d  L i u .  2 0 1 4 )  

こ と か ら 、 ア ウ ト カ ム の み で 診 療 プ ロ セ ス の 評 価 を す る の で は な

く 、 ア ウ ト カ ム に 影 響 す る 患 者 特 性 や 、 診 療 プ ロ セ ス に お け る 患 者

の 選 好 と の 関 係 も 検 証 す る 必 要 が あ る と 考 え た 。 次 章 で は 、 本 章 の

患 者 に お け る 日 本 語 版 D R S、 健 康 関 連 Q O L と 患 者 要 因 の 関 係 を 検

証 す る 。  
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Ⅲ - 6 .結 論  

本 章 の 結 論 と し て 、 日 本 語 版 D R S は 、 カ ナ ダ で 開 発 さ れ た 診 療

決 定 プ ロ セ ス に お け る 患 者 の 意 思 決 定 の 主 観 的 評 価 で あ る D R S の

日 本 語 版 と し て 完 成 し た 。 さ ら に 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、

胆 嚢 ポ リ ー プ 患 者 へ 質 問 紙 調 査 を 行 い 、 計 量 心 理 学 的 手 法 で 尺 度 の

信 頼 性 と 妥 当 性 が あ る こ と を 検 証 し た 結 果 、 日 本 語 版 D R S と し て

適 用 可 能 で あ る こ と が 証 明 さ れ た 。  
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第 Ⅳ 章  

日 本 語 版 D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e と 健 康 関 連 Q O L、  

患 者 要 因 の 関 係  

－ 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ 患 者

に お け る 横 断 研 究 －  

 

 

Ⅳ - 1 .緒 言  

原 作 D R S を 使 用 し た 研 究 の 動 向 ( 2 0 1 2 年 － 2 0 1 4 年 ） で は 、 プ ロ

セ ス と ア ウ ト カ ム の 関 係 を 検 証 し て い る ( S a w k a  e t  a l .  2 0 1 2 ,  Z h o n g  

e t  a l .  2 0 1 3 ,  C h i e n  e t  a l .  2 0 1 4 )  こ と か ら 、 ア ウ ト カ ム の み で 診 療 決

定 プ ロ セ ス の 評 価 を す る の で は な く 、 ア ウ ト カ ム に 影 響 す る 患 者 要

因 の 関 係 も 検 証 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。 し た が っ て 、 本 研 究 で

は 、 診 療 プ ロ セ ス に お け る 意 思 決 定 を 日 本 語 版 D R S で 評 価 す る

際 、 意 思 決 定 の R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 に 関 し て も 検 証 す る 必

要 が あ る と 考 え る 。  

R e g r e t に 影 響 す る 要 因 を 検 討 す る に あ た り 、 ま と め た 特 性 要 因

図 を 図 Ⅳ - 1 に 示 す 。 先 に 挙 げ た 概 念 図 か ら 、 診 療 後 の 結 果 ( R e g r e t )

が 出 る ま で の 診 療 プ ロ セ ス に 影 響 す る 要 因 を 特 性 要 因 図 に 表 し た 。

本 研 究 で は 、 手 術 に 対 す る 意 思 決 定 と い う こ と か ら 、 図 Ⅰ - 1  概 念

図 に お け る 医 師 と 患 者 の 要 因 を 考 え 、 さ ら に 先 の 先 行 研 究 に よ る 検

討 か ら 、 患 者 要 因 に 焦 点 を 当 て た 。  

対 象 疾 患 患 者 は 、 緊 急 入 院 を 除 い た 予 定 入 院 患 者 と し た 。 特 性 要

因 図 内 の 調 整 済 因 子 （ 点 線 ） の 部 分 で あ り 、 こ れ は 先 行 研 究 か ら 、

入 院 形 態 (藤 村 , 2 0 1 0 ,  瀬 地 山 , 2 0 1 0 )、 入 院 日 ( A r i a s ,  T a y l o r  a n d  

M a r c i n ,  2 0 0 4 ,  B e l l  a n d  R e d e l m e i e r ,  2 0 0 1 ,  J n e i d  e t  a l .  2 0 0 8 ,  K o s t i s  e t  

a l .  2 0 0 7 )  に よ る 医 療 資 源 投 入 の 違 い が 考 え ら れ 、 ま た 予 定 入 院

は 、 医 師 と 患 者 間 に お い て 診 療 過 程 が 合 意 形 成 さ れ た 状 況 で 進 め ら

れ て い る と 考 え ら れ る た め で あ る 。 ま た 意 思 決 定 に 関 す る 先 行 研 究  
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図 Ⅳ - 1 	 特 性 要 因 図  

 

に お い て も 、 意 思 決 定 時 の 状 況 と 意 思 決 定 後 の R e g r e t の 大 き さ の

違 い が 報 告 さ れ て お り ( L o e w e n s t e i n ,  2 0 0 5 )、 痛 み や 不 安 が あ る 時 ほ

ど 患 者 は 判 断 力 の 欠 け た 選 択 を し が ち で あ り 、 治 療 の 成 功 を 過 度 に

期 待 す る こ と が 考 え ら れ る こ と か ら 、 緊 急 入 院 の 患 者 は 除 く こ と と

し た 。 以 上 の 調 整 を 行 い 、 本 研 究 で は 、 性 別 、 年 齢 、 術 式 、 合 併 症

を 患 者 の 要 因 と し て 限 定 し た 。 特 性 要 因 図 内 の 影 響 因 子 （ 実 線 ） で

あ る 。 さ ら に 本 研 究 で は 、 患 者 の 主 観 的 ア ウ ト カ ム 評 価 と し て 日 本

語 版 D R S と S F - 8 日 本 語 版 を 用 い た 。  

治 療 後 に 望 ま な い 結 果 に な っ た 場 合 、 意 思 決 定 ま で の 診 療 プ ロ セ

ス が R e g r e t に な る こ と も あ る と い う 先 行 研 究 ( C o n n o l l y  a n d  R e b ,  

2 0 0 5 )か ら 、 複 数 の 主 観 的 ア ウ ト カ ム は 同 時 に 認 識 す る の で は な

く 、 連 鎖 に よ る 因 果 関 係 も 起 き る と 考 え た 。 診 療 後 の 身 体 的 、 精 神

的 な 健 康 関 連 Q O L か ら 、 診 療 前 の 意 思 決 定 が 納 得 の い く も の で あ

っ た か を 認 識 す る 、 と い う 診 療 後 の 健 康 関 連 Q O L の R e g r e t へ の 影

響 で あ る 。  

本 章 の 研 究 で は 、 第 Ⅲ 章 の 対 象 患 者 の 研 究 結 果 で あ る 日 本 語 版

D R S ( T a n n o ,  K . ,  B i t o ,  S . ,  I s o b e ,  Y .  a n d  T a k a g i ,  Y .  2 0 1 6 )、 健 康 関 連



41 
 

Q O L ( S F - 8 日 本 語 版 )を ア ウ ト カ ム 評 価 と し 、 対 象 患 者 の 患 者 要 因 と

の 関 係 を 検 証 す る 。   
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Ⅳ - 2 .研 究 目 的  

本 章 で は 、 手 術 を 受 け た 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ

リ ー プ 患 者 を 対 象 と し て 、 患 者 の 日 本 語 版 D R S と 健 康 関 連 Q O L

に 、 患 者 の ど の よ う な 要 因 が 影 響 を 及 ぼ し て い る か 、 ま た 健 康 関 連

Q O L は 日 本 語 版 D R S に 影 響 を 及 ぼ し て い る か 、 以 下 の 仮 説 を 設 定

し 検 証 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

1 )患 者 要 因 は R e g r e t に 影 響 す る 。  

2 ) R e g r e t は 、 患 者 特 性 か ら R e g r e t に 直 接 影 響 し て い る 効 果 （ 以

下 、 直 接 効 果 ） よ り も 、 患 者 特 性 が Q O L（ 身 体 的 健 康 P C S と 精

神 的 健 康 M C S） を 通 し て R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て い る 間 接 的 な

効 果 （ 以 下 、 間 接 効 果 ） の 方 が 大 き い 。  
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Ⅳ - 3 .研 究 方 法  

本 章 の 研 究 で は 、 前 述 の 仮 説 を 検 証 す る た め に 、 第 Ⅳ 章 の 対 象

患 者 の 研 究 結 果 で あ る 日 本 語 版 D R S、 健 康 関 連 Q O L ( S F - 8 日 本 語

版 )を ア ウ ト カ ム 評 価 と し 、 対 象 患 者 の 患 者 要 因 と の 関 係 を 検 証 す

る 。  

 

Ⅳ - 3 - 1 .研 究 デ ザ イ ン と 研 究 実 施 施 設 	

研 究 デ ザ イ ン は 横 断 研 究 で あ り 、 研 究 実 施 施 設 は 、 一 般 病 床 数

7 3 0 床 （ う ち 救 命 救 急 病 床 3 0 床 ） 、 精 神 病 床 5 0 床 の 合 計 7 8 0 床 を

有 す る 第 三 次 救 急 指 定 病 院 の 東 京 都 内 A 病 院 で あ る 。  

	

Ⅳ - 3 - 2 .対 象 患 者 	

対 象 患 者 は 、 第 Ⅳ 章 の 1 回 目 質 問 紙 対 象 患 者 1 2 8 名 に 自 記 式 質 問

紙 を 郵 送 し た 結 果 、 回 収 さ れ た 8 3 名 の う ち 有 効 回 答 で あ っ た 7 9 名

で あ る 。 な お 、 回 収 数 8 3 通 は 、 第 Ⅳ 章 の 1 回 目 質 問 紙 調 査 に お け

る 実 施 期 間 2 0 1 3 年 8 月 2 2 日 か ら 9 月 6 日 以 降 に 返 信 さ れ た 回 答 も

含 ま れ て い る 。  

 

Ⅳ - 3 - 3 .倫 理 的 配 慮 	

本 章 の 研 究 で は 、 A 病 院 の 患 者 デ ー タ を 用 い る こ と か ら 、 A 病 院

の 倫 理 審 査 委 員 会 の 審 査 を 受 け ， 承 認 を 得 た 。 分 析 に 用 い た デ ー タ

は 、 患 者 I D、 患 者 名 、 患 者 住 所 の よ う な 個 人 を 特 定 す る こ と が 可

能 な 情 報 は 含 ま れ て い な い 。  

	

Ⅳ - 3 - 4 .分 析 方 法 	

分 析 に は 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ （ S t r u c t u r a l  E q u a t i o n  M o d e l i n g  ;  

以 下 S E M） に よ る パ ス 解 析 を 用 い た 。 パ ス 解 析 は ， 仮 説 を 検 証 す

る た め に 必 要 で あ る が ， 複 数 の 要 因 、 複 数 の ア ウ ト カ ム の 連 鎖 に よ

る 因 果 関 係 も 推 測 で き る た め 分 析 方 法 と し て 用 い た 。  

し か し 、 パ ス 解 析 の 結 果 の み で は 、 各 患 者 要 因 の 主 作 用 の み の 確

認 に な る こ と か ら 、 パ ス 解 析 の 前 の 確 認 分 析 と し て 、 日 本 語 版

D R S の 患 者 要 因 「 性 別 （ 男 性 ・ 女 性 ） 」 「 術 式 （ 開 腹 ・ 腹 腔 鏡

下 ） 」 「 合 併 症 （ 無 ・ 有 ） 」 に よ る 2 群 の 平 均 値 の 差 の 検 定 （ t 検

定 ） 、 そ し て 二 元 配 置 分 散 分 析 で 患 者 要 因 の 交 互 作 用 を 確 認 し た 。  
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な お 、 二 元 配 置 分 散 分 析 に お い て は 、 「 年 齢 」 は 6 0 歳 以 下 、 6 1

歳 以 上 7 0 歳 以 下 、 7 1 歳 以 上 の 3 群 に 層 別 し た 。 確 認 分 析 に は 、

I B M  S P S S  S t a t i s t i c s  2 2 を 用 い た 。  

前 述 の 仮 説 を 表 記 し た パ ス 図 を 図 Ⅳ - 2 に 示 し た 。 パ ス 図 で は ，

患 者 要 因 は 「 性 別 」 「 年 齢 」 「 術 式 」 「 合 併 症 」 を 、 ア ウ ト カ ム は

健 康 関 連 Q O L で あ る S F - 8 の 2 つ の サ マ リ ー 「 P C S」 と 「 M C S」 、

日 本 語 版 D R S の 「 R e g r e t」 と し た 。  

ア ウ ト カ ム の ス コ ア は 「 P C S」 と 「 M C S」 は ス コ ア が 高 く な る ほ

ど 健 康 感 が 高 い こ と を 示 し 、 「 R e g r e t」 の ス コ ア は 高 い ほ ど R e g r e t

が 高 い こ と を 示 す 。 仮 説 1 )を 検 証 す る た め に 、 各 患 者 情 報 か ら

「 R e g r e t」 に パ ス を 設 定 し 、 仮 説 2 )を 検 証 す る た め に 、 各 患 者 情 報

か ら 「 P C S」 と 「 M C S」 を 経 て 「 R e g r e t」 へ の パ ス を 設 定 し た 。 モ

デ ル は 完 全 逐 次 モ デ ル と な っ た 。  

本 研 究 で は 、 患 者 要 因 の 影 響 の 検 証 を 目 的 と す る た め 、 層 別 は せ

ず に 全 デ ー タ に つ い て 解 析 を 行 う こ と に し た 。 パ ス 解 析 に よ る 分 析

に は 、 I B M  S P S S  A m o s  G r a p h i c s  2 2 を 用 い た 。 モ デ ル の 適 合 度 の 判

定 に は 、 C o m p a r a t i v e  F i t  I n d e x（ 以 下 C F I） 、 R o o t  M e a n  S q u a r e  

E r r o r  o f  A p p r o x i m a t i o n（ 以 下 R M S E A） を 用 い 、 C F I が 0 . 8 0 以 上 、

R M S E A が 0 . 0 5 以 下 で あ れ ば そ の モ デ ル が デ ー タ に 適 合 し て い る と

判 断 し た (豊 田 ,  2 0 0 7 )。  
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図 Ⅳ - 2 	 仮 説 を 表 記 し た パ ス 図  
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Ⅳ - 4 .結 果  

Ⅳ - 4 - 1 .分 析 対 象 者 数 と 属 性  

第 Ⅲ 章 の 1 回 目 質 問 紙 対 象 患 者 1 2 8 名 に 自 記 式 質 問 紙 を 郵 送 し た

結 果 、 8 3 通 を 回 収 、 回 収 率 は 6 5％ で あ っ た 。 有 効 回 答 数 は 7 9 通 で

あ り 、 こ の 有 効 回 答 を 分 析 対 象 者 数 と し た 。 分 析 対 象 患 者 の 属 性 に

つ い て 、 表 Ⅳ - 1 に 示 す 。  

 

表 Ⅳ - 1 	 対 象 患 者 の 属 性  

 
	

	

Ⅳ - 4 - 2 .日 本 語 版 D R S の 各 患 者 要 因 に よ る t 検 定 、 二 元 配 置 分

散 分 析 に よ る 分 析 の 結 果  

日 本 語 版 D R S の 各 患 者 要 因 に よ る 2 群 の 平 均 値 の 差 の 検 定 （ t 検

定 ） の 結 果 を 表 Ⅳ - 2 に 示 す 。 「 術 式 （ 開 腹 ・ 腹 腔 鏡 下 ） 」 で は 開

腹 1 4 . 2 2 点 と 腹 腔 鏡 下 1 2 . 1 0 点 、 「 合 併 症 （ 無 ・ 有 ） 」 で は 合 併 症

無 1 2 . 3 1 点 と 合 併 症 有 1 3 . 9 8 点 で 、 日 本 語 版 D R S の 2 群 の 平 均 値 の

差 は 認 め ら れ な か っ た 。 「 性 別 （ 男 性 ・ 女 性 ） 」 で は 男 性 1 4 . 6 0 点

と 女 性 6 . 6 2 点 で 日 本 語 版 D R S の 2 群 の 平 均 値 の 差 有 意 な 差 が 認 め

ら れ た 。  

患 者 要 因 の 交 互 作 用 を 確 認 す る た め に 行 っ た 日 本 語 版 D R S の 二 元

配 置 分 散 分 析 の 結 果 を 表 Ⅳ - 3 に 示 す 。 す べ て 有 意 な 差 は な く 、 患

者 要 因 の 交 互 作 用 が な い こ と が 確 認 さ れ た 。 こ の 結 果 か ら 、 次 段 階

の パ ス 解 析 で 、 本 研 究 の 結 果 を 説 明 す る こ と が で き る こ と が 示 唆 さ

れ た 。  

  

N（％） Mean  ±  SD
男性 62  (78.5)
女性 17  (21.5)

年齢(歳） 68  ±  11
日本語版DRS（点） 12.9  ±  12.8

性別
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表 Ⅳ - 2 	 日 本 語 版 D R S の 各 患 者 要 因 に よ る t 検 定 の 結 果  

	

*  p＜ 0 . 0 5    * *  p＜ 0 . 0 1    * * *  p＜ 0 . 0 0 1  

	

	

表 Ⅳ - 3 	 日 本 語 版 D R S の 各 患 者 要 因 に よ る  

二 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果  

	

注 ： 患 者 要 因 （ カ テ ゴ リ カ ル 変 数 ） 	

性 別 ： 「 0」 男 性 ・ 「 1」 女 性 	

年 代 ： 「 0」 6 0 歳 以 下 	

「 1」 6 1 歳 以 上 7 0 歳 以 下 	

「 2」 7 1 歳 以 上 	

術 式 ： 「 0」 開 腹 ・ 「 1」 腹 腔 鏡 下 	

合 併 症 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有 	
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Ⅳ - 4 - 3 .パ ス 解 析 に よ る 分 析 の 結 果 	

パ ス 解 析 の 結 果 を 図 Ⅳ - 3 に 示 す 。 適 合 度 指 標 は 、 C F I = 0 . 9 6 4，

R M S E A = 0 . 0 4 9 で あ り ， 概 ね 良 好 な 指 標 で あ り 、 問 題 な い モ デ ル と

考 え ら れ た 。 本 パ ス 図 に 表 示 さ れ て い る 推 定 さ れ た パ ス 係 数 は ， 全

て が 5 %水 準 で 有 意 で あ っ た 。  

最 終 的 に 得 ら れ た パ ス 図 の 構 成 概 念 か ら 、 以 下 の 結 果 が 得 ら れ

た 。  

 

1 )「 性 別 」 の 影 響  

R e g r e t に 直 接 影 響 を 及 ぼ し て い た の は 「 性 別 」 の み で あ り 、 負

の 影 響 で あ っ た 。 「 性 別 」 は 0 を 男 性 、 1 を 女 性 と 設 定 し て い る た

め 、 女 性 の 方 が 男 性 よ り も R e g r e t が 低 い こ と を 示 唆 し て い る 。  

 

2 )「 年 齢 」 の 影 響 	

「 年 齢 」 は R e g r e t に 直 接 効 果 は な く 、 M C S を 介 し て R e g r e t へ 影

響 す る 間 接 効 果 が 示 唆 さ れ た 。 「 年 齢 」 か ら M C S へ は 正 の 影 響 を

表 し て お り 、 こ れ は 高 齢 に な る ほ ど 精 神 的 健 康 度 が 高 い と い う こ と

を 示 唆 し て い る 。 ま た 、 M C S か ら R e g r e t へ は 負 の 影 響 を 表 し て お

り 、 こ れ は 精 神 的 健 康 度 が 高 い ほ ど R e g r e t が 低 い こ と を 示 唆 し て

い る 。  

 

3 )「 術 式 」 の 影 響 	

「 術 式 」 は R e g r e t に 直 接 効 果 は な く 、 P C S を 介 し て R e g r e t、 又

は P C S か ら M C S を 介 し て R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ す 2 つ の パ タ ー ン の

間 接 効 果 が 示 唆 さ れ た 。 「 術 式 」 は P C S に 正 の 影 響 を 及 ぼ し て お

り 、 「 術 式 」 は 0 を 開 腹 手 術 、 1 を 腹 腔 鏡 下 手 術 と 設 定 し て い る こ

と か ら 、 腹 腔 鏡 下 手 術 の 方 が 開 腹 手 術 よ り も 身 体 的 健 康 度 が 高 い こ

と を 示 唆 し て い る 。  

 

4 )「 合 併 症 」 の 影 響 	

「 合 併 症 」 は R e g r e t に 直 接 効 果 は な く 、 P C S を 介 し て R e g r e t、

又 は P C S か ら M C S を 介 し て R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ す 2 つ の パ タ ー ン

の 間 接 効 果 が 示 唆 さ れ た 。 「 合 併 症 」 は P C S に 負 の 影 響 を 及 ぼ し

て お り 、 「 合 併 症 」 は 0 を 合 併 症 無 し 、 1 を 合 併 症 有 り と 設 定 し て
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い る こ と か ら 、 合 併 症 無 し の 方 が 合 併 症 有 り よ り も 身 体 的 健 康 度 が

高 い こ と を 示 唆 し て い る 。  

 

5 )「 S F - 8 ( M C S , P C S )」 の 影 響 	

P C S は R e g r e t に 負 の 影 響 を 及 ぼ し て お り 、 身 体 的 健 康 度 が 高 い

ほ ど R e g r e t は 低 い こ と を 示 唆 し て い る 。 P C S は M C S に 正 の 影 響 を

及 ぼ し て お り 、 身 体 的 健 康 度 が 高 い ほ ど 精 神 的 健 康 度 が 高 い と い う

因 果 関 係 を 示 唆 し て い る 。 ま た P C S か ら M C S へ の パ ス 係 数 は 高

く 、 強 い 因 果 関 係 も 示 し て い る 。  

M C S と P C S は 、 い ず れ も 上 述 の よ う に R e g r e t に 負 の 影 響 を 及 ぼ

し て お り 、 こ れ は 精 神 的 健 康 度 、 身 体 健 康 度 が 高 く な る ほ ど

R e g r e t は 低 く な る こ と を 示 唆 し て い る 。 ま た 、 M C S の 方 が P C S よ

り も R e g r e t と 強 い 因 果 関 係 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 	 	
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*  p＜ 0 . 0 5    * *  p＜ 0 . 0 1    * * *  p＜ 0 . 0 0 1  

	

図 Ⅳ - 3 	 パ ス 解 析 の 結 果 （ 標 準 化 推 定 値 ）  

注 ： 患 者 要 因 （ カ テ ゴ リ カ ル 変 数 ） 	

性 別 ： 「 0」 男 性 ・ 「 1」 女 性 	

年 代 ： 「 0」 6 0 歳 以 下 	

「 1」 6 1 歳 以 上 7 0 歳 以 下 	

「 2」 7 1 歳 以 上 	

術 式 ： 「 0」 開 腹 ・ 「 1」 腹 腔 鏡 下 	

合 併 症 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有 	

 
 

 

  

***

**
*

*

*

*

*

χ2=14.240
df=12
p=.284
CFI=.964

RMSEA=.049

内生変数上の数字はR-square
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Ⅳ - 5 .考 察  

Ⅳ - 5 - 1 .各 患 者 要 因 が R e g r e t に 与 え る 影 響  

今 回 ， S E M に よ る パ ス 解 析 に よ っ て 得 ら れ た 結 果 は ， R e g r e t に

直 接 影 響 を 及 ぼ す 患 者 要 因 は 「 性 別 」 で あ っ た が 、 確 認 分 析 の t 検

定 に お い て も 日 本 語 版 D R S の 平 均 得 点 は 男 性 1 4 . 6 点 、 女 性 6 . 6 点

で あ り 、 有 意 な 差 が 示 唆 さ れ た 。 診 療 決 定 に お け る 意 思 決 定 の

R e g r e t の 感 情 が 男 性 の 方 が 女 性 よ り も 高 い と い う 性 差 の 違 い が 、

計 量 的 に 明 ら か に な っ た と 考 え ら れ る 。  

臨 床 心 理 学 分 野 の 説 得 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 す る 研 究 に お い

て 、 社 会 的 影 響 に 対 す る 感 受 性 や 影 響 の 受 け や す さ で あ る 被 影 響 性

と 性 差 の 関 係 が 調 べ ら れ て お り 、 説 得 の 受 け 手 側 が 男 性 と 女 性 で

は 、 ど れ く ら い 簡 単 に 影 響 さ れ る か の 1 4 8 研 究 の 結 果 が 、 メ タ 分 析

に よ り 調 べ ら れ た 研 究 が あ る ( E a g l y  a n d  C a r l i ,  1 9 8 1 )。 そ の 報 告 で

は 、 説 得 の 受 け 手 側 が 女 性 の 場 合 、 男 性 よ り も 被 影 響 性 が 高 い と 報

告 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 被 影 響 性 は 信 頼 関 係 に も 関 係 し て お り 、

影 響 を 受 け や す い 女 性 の 方 が 、 信 頼 関 係 を 築 き や す い と さ れ て い

る 。 本 来 、 実 際 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 言 語 と 非 言 語 が 同 時 に 進 行

し て い る こ と か ら 、 合 意 形 成 に お い て は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 送 り

手 側 （ 医 師 ） の 影 響 も 考 え る 必 要 が あ る が 、 今 回 の 結 果 は 、 女 性 の

方 が 男 性 よ り も 、 医 師 と の 診 療 行 為 の 合 意 形 成 に お い て R e g r e t が

低 か っ た こ と か ら 、 納 得 の い く 意 思 決 定 が な さ れ て お り 、 性 差 に よ

る 合 意 形 成 の 違 い が 明 ら か に な っ た と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 原 作 D R S の 開 発 者 で あ る カ ナ ダ の 研 究 で は 、 対 象 患 者 は

男 性 特 有 の 疾 患 、 女 性 特 有 の 疾 患 で 性 別 に な っ て お り 、 同 疾 患 に お

け る 性 差 の 違 い は 明 ら か に な っ て い な い 。 他 の D R S の 文 献 ( S a w k a  

e t  a l .  2 0 1 2 ,  Z h o n g  e t  a l .  2 0 1 3 ,  C h i e n  e t  a l .  2 0 1 4 ,  H i c k m a n ,  P i n t o ,  

L e e  a n d  D a l y ,  2 0 1 2 )  に お い て も 、 D R S は 質 問 項 目 の 妥 当 性 検 証 や

性 別 特 有 の 疾 患 対 象 の 研 究 等 で 、 性 差 に お け る D R S の 違 い を 明 ら

か に し て お ら ず 、 本 研 究 の 結 果 は D R S の 新 し い 結 果 を 示 唆 し た と

考 え ら れ る 。 イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト 等 、 診 療 決 定 時 に お い て 、

性 差 を 意 識 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  

他 の 患 者 要 因 で あ る 「 術 式 」 「 合 併 症 」 に 関 し て は 、 確 認 分 析 の

t 検 定 で の 有 意 な 差 は な く 、 パ ス 解 析 に お い て も R e g r e t へ の 直 接 効

果 は な か っ た 。  
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し か し 、 本 研 究 は 、 対 象 患 者 が 退 院 後 半 年 か ら 1 年 を 経 た 患 者 で

あ る こ と か ら 、 R e g r e t に 「 術 式 」 「 合 併 症 」 の 影 響 が な い と い う

結 果 は 、 退 院 後 約 半 年 と い う 調 査 時 期 に よ る 結 果 と し て 捉 え る 必 要

も あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 「 合 併 症 」 情 報 に お い て 「 術 式 」 に よ

っ て 引 き 起 こ さ れ る 症 状 が な か っ た こ と が 確 認 さ れ て い る こ と か

ら 、 本 研 究 に お い て 、 両 要 因 が R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ さ な か っ た こ

と も 考 え ら れ る 。  

日 本 語 版 D R S は 良 性 腫 瘍 を 対 象 と し て お り 、 原 作 D R S で は 悪 性

腫 瘍 を 対 象 疾 患 と し て い る こ と か ら 、 日 本 に お い て も 治 療 期 間 が 長

く 、 患 者 の 多 く の 要 因 が 複 雑 に 絡 む 悪 性 腫 瘍 に 対 す る R e g r e t を 確

認 す る こ と は 今 後 、 必 要 な 研 究 で あ る と 考 え る 。  

 

Ⅳ - 5 - 2 . R e g r e t 認 識 へ の プ ロ セ ス （ 直 接 効 果 と 間 接 効 果 ）  

「 性 別 」 を 除 い た 患 者 の 各 要 因 は 、 R e g r e t へ の 直 接 効 果 よ り も

Q O L を 介 し た 間 接 効 果 が 大 き い こ と が パ ス 解 析 の 結 果 か ら 得 ら

れ 、 患 者 は Q O L の 認 識 に よ り 、 診 療 プ ロ セ ス に お け る 意 思 決 定 の

納 得 や 満 足 感 が 決 ま る こ と が 明 ら か に な っ た 。 さ ら に 「 年 齢 」 は 高

齢 に な る ほ ど P C S の 認 識 を 介 さ ず 、 M C S の 認 識 か ら R e g r e t に 影 響

を 及 ぼ し て お り 、 こ の 結 果 は 特 異 的 で あ る と 考 え ら れ る 。 す な わ

ち 、 高 齢 者 の Q O L と 年 齢 の 関 連 は 興 味 深 い 問 題 と さ れ て お り 、 高

齢 者 は 若 年 者 と 比 べ て 自 分 の 生 活 に 満 足 し 、 前 向 き な 受 け 止 め 方 を

し て い る ( C r a j a ,  1 9 7 5 )と い う 評 価 や 、 年 齢 に 伴 う 価 値 観 が 主 観 的 健

康 に 大 き く 作 用 し て い る と い う 報 告 ( R e k e r ,  P e a c o c k  a n d  W o n g ,  

1 9 8 7 )が あ り 、 加 齢 に 伴 う 心 理 的 変 化 が 精 神 的 健 康 度 に 影 響 し て い

る と 考 え ら れ る 。  

「 術 式 」 と 「 合 併 症 」 の 両 要 因 に お い て は 、 P C S の 認 識 が 、 M C S

と R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て お り 、 P C S の 認 識 か ら 直 接 R e g r e t よ り

M C S を 介 し て の R e g r e t の 方 が 大 き い 影 響 で あ る こ と が 示 唆 さ れ

た 。 P C S の 認 識 か ら M C S を 介 し て の R e g r e t は 、 R e g r e t へ の す べ て

の パ ス 係 数 の 中 で 一 番 大 き い 係 数 で あ り 、 こ の 間 接 効 果 が 本 研 究 で

の R e g r e t へ の ア ウ ト カ ム の 流 れ と 考 え ら れ る 。 「 術 式 」 が 「 合 併

症 」 に 影 響 を 及 ぼ す た め 、 両 要 因 が 同 じ 流 れ で R e g r e t を 認 識 す る

こ と は 納 得 が で き る 。  
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ま た 、 「 術 式 」 と 「 合 併 症 」 の 各 要 因 か ら P C S へ の 因 果 関 係 で

あ る が 、 「 術 式 」 は 開 腹 手 術 よ り 腹 腔 鏡 下 手 術 の 方 が P C S は 高

く 、 「 合 併 症 」 は 合 併 症 無 し よ り も 合 併 症 有 り の 方 が P C S は 低 く

な っ て お り 、 腹 腔 鏡 下 手 術 の メ リ ッ ト (井 戸 他 ， 1 9 9 4 )と し て 示 唆 さ

れ て い る 通 り で あ る こ と が 実 証 さ れ た 。  

他 の D R S の 研 究 で は 、 本 研 究 の よ う に 患 者 の 各 要 因 の 影 響 に つ

い て 多 変 量 因 果 解 析 を 用 い て 実 証 し て い る 研 究 は な い 。 日 本 に お い

て も 他 国 に お い て も 、 本 章 の 研 究 の 結 果 は 意 義 が 大 き い と 考 え ら れ

る 。  

 

Ⅳ - 5 - 3 .適 用 限 界  

本 章 の 研 究 の 結 果 か ら 、 性 別 に よ る R e g r e t の 違 い が 示 唆 さ れ た

た め 、 さ ら に 性 別 で 層 別 し た ア ウ ト カ ム の 因 果 関 係 の 違 い を 検 証 す

る こ と が 理 想 的 で あ る が 、 対 象 患 者 の 条 件 ， 特 徴 か ら 限 界 が あ っ

た 。 ま た 、 対 象 疾 患 が 良 性 腫 瘍 で あ っ た た め 、 対 象 疾 患 に 関 し て

も 、 す べ て の 疾 患 に 適 用 で き る と は い え ず 、 適 用 範 囲 の 拡 大 の 必 要

が あ る 。  
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Ⅳ - 6 .結 論  

本 章 で は 、 手 術 を 受 け た 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ

リ ー プ 患 者 を 対 象 と し て 、 患 者 の 日 本 語 版 D R S と 健 康 関 連 Q O L

に 、 患 者 の ど の よ う な 要 因 が 影 響 を 及 ぼ し て い る か 、 ま た 健 康 関 連

Q O L は 日 本 語 版 D R S に 影 響 を 及 ぼ し て い る に つ い て 仮 説 検 証 を 行

い 、 以 下 の 結 論 が 得 ら れ た 。  

 

1 )患 者 要 因 に お い て は 、 「 性 別 」 が R e g r e t に 直 接 影 響 す る 。  

2 )  R e g r e t は 、 患 者 特 性 か ら R e g r e t に 直 接 影 響 し て い る 直 接 効 果

よ り も 、 患 者 特 性 が Q O L（ P C S , M C S） を 介 し た 間 接 効 果 の 方 が

大 き い 。  
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第 Ⅴ 章  

診 療 プ ロ セ ス に お け る 患 者 の 意 思 決 定 の R e g r e t と  

患 者 要 因 の 関 係  

－ 女 性 生 殖 器 系 疾 患 患 者 に お け る 過 去 起 点 コ ホ ー ト 研 究 －  

 

 

Ⅴ - 1 .緒 言  

社 会 心 理 学 分 野 の 研 究 で は 、 意 思 決 定 者 の 積 極 性 と 意 思 決 定 後 の

後 悔 の 関 係 ( T v e r s k y  a n d  K a h n e m a n ,  1 9 8 1 )、 意 思 決 定 者 の 過 去 の 経

験 と 意 思 決 定 後 の 後 悔 の 大 き さ の 違 い ( Z e e l e n b e r g  e t  a l .  1 9 9 8 )、 ま

た 意 思 決 定 時 の 状 況 と 意 思 決 定 後 の 後 悔 の 大 き さ の 違 い

( L o e w e n s t e i n ,  2 0 0 5 )を 調 査 し 、 実 証 し て い る 。  

第 Ⅳ 章 で は 、 日 本 語 版 D R S に 影 響 す る 患 者 要 因 と の 関 係 の 検 証

を 行 い 、 日 本 語 版 D R S に 影 響 を 及 ぼ し て い る の は 、 性 差 で あ る こ

と が 明 ら か に な っ た (丹 野 ・ 高 木 ,  2 0 1 5 )。 し か し 、 第 Ⅳ 章 で の 患 者

要 因 は 患 者 の 年 代 や 性 別 と い っ た 背 景 と 、 診 療 要 因 の み で あ り 、 心

理 的 な 要 因 は 入 っ て い な か っ た 。 本 章 で は 、 患 者 の 心 理 的 な 要 因 も

加 え た 日 本 語 版 D R S と 患 者 要 因 の 関 係 を 検 証 す る 。 第 Ⅳ 章 で 得 ら

れ た 結 果 は 、 日 本 語 版 D R S の 性 差 に よ る 違 い で あ っ た こ と か ら 、

本 章 で は 女 性 生 殖 器 系 疾 患 患 者 に 限 定 し て 、 検 討 を 行 っ た 。  

女 性 生 殖 器 系 疾 患 に は 良 性 と 悪 性 が あ る こ と か ら 、 両 方 の 検 討 を

行 う こ と と し た 。 第 Ⅳ 章 と 同 様 に 対 象 患 者 の サ ン プ リ ン グ は 、 D P C

コ ー ド に よ る 分 類 を 元 と し た が 、 現 在 の D P S / P D P S に お い て 、 子

宮 頸 部 の 悪 性 腫 瘍 に 子 宮 頸 部 異 形 成 も 含 ま れ て い る 。 子 宮 頸 部 異 形

成 は 、 子 宮 頸 部 の 悪 性 腫 瘍 の 前 段 階 で あ り 、 経 過 に よ り 上 皮 内 癌 に

進 展 す る 可 能 性 が あ る が 、 悪 性 腫 瘍 で は な い (小 田 他 ,  1 9 9 7 )。 臨 床

上 で は 、 悪 性 腫 瘍 と し て の 診 療 決 定 形 式 で は な く 、 良 性 腫 瘍 と し て

の 診 療 決 定 形 式 と 同 様 で あ る こ と か ら 、 D P C 上 の 悪 性 腫 瘍 か ら 子

宮 頸 部 異 形 成 を 除 き 、 別 々 に 検 討 を 行 っ た 。 R e g r e t に 影 響 す る 要

因 を 検 討 す る に あ た り 、 ま と め た 特 性 要 因 図 を 図 Ⅴ - 1、 図 Ⅴ - 2、 図

Ⅴ - 3 に 示 す 。  
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図 Ⅴ - 1 	 特 性 要 因 図 （ 子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 ・ 子 宮 内 膜 症 ）  

 

 

 

図 Ⅴ - 2 	 特 性 要 因 図 （ 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 ）  
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図 Ⅴ - 3 	 特 性 要 因 図 （ 子 宮 頸 部 異 形 成 ）  
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が 報 告 さ れ て い る が 、 日 本 に 関 し て は 、 ほ と ん ど 文 献 と し て の 報 告

が な い 。  

日 本 で の 子 宮 頸 部 異 形 成 に つ い て は 、 子 宮 頸 部 異 形 成 の 経 過 観 察

と そ の 取 り 扱 い に 関 す る 研 究 (小 田 他 ,  1 9 9 7 )、 細 胞 生 物 学 的 解 説 と

診 断 に つ い て (西 谷 ,  2 0 0 2 )等 、 経 過 と 診 断 に つ い て の 報 告 が 多 く 、

子 宮 頸 部 異 形 成 の 診 療 に お け る 意 思 決 定 の 研 究 報 告 は な い 。  

ま た 日 本 で は 、 乳 が ん に お け る 手 術 決 定 ま で の 患 者 の 意 思 決 定 の

構 造 (尾 沼 他 ,  2 0 0 4 )や 術 式 選 択 の プ ロ セ ス 研 究 (国 府 ・ 井 上 ,  2 0 0 2 )等

の 様 々 な 研 究 が 多 く 報 告 さ れ て い る が 、 女 性 生 殖 器 系 疾 患 患 者 の 意

思 決 定 に 関 す る 研 究 は ほ と ん ど み ら れ ず 、 本 章 の 研 究 は 意 義 が あ る

と 考 え る 。  
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Ⅴ - 2 .研 究 目 的  

本 章 で は 、 女 性 生 殖 器 系 疾 患 患 者 の う ち 、 手 術 を 受 け た 子 宮 ・ 卵

巣 の 良 性 腫 瘍 、 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 、 子 宮 頸 部 異 形

成 の 3 疾 患 の 患 者 を 対 象 と し 、 患 者 の 日 本 語 版 D R S と 健 康 関 連

Q O L に 、 患 者 の ど の よ う な 要 因 が 影 響 を 及 ぼ し て い る か 、 ま た 健

康 関 連 Q O L は 日 本 語 版 D R S に 影 響 を 及 ぼ し て い る か 、 以 下 の 仮 説

を 設 定 し 検 証 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

1 )患 者 背 景 に よ り 、 R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ す 治 療 ・ 病 態 要 因 は 異 な

る 。  

2 )診 療 プ ロ セ ス に お け る 「 選 好 」 の 表 出 は 、 R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ

す 。  

3 ) R e g r e t は 、 患 者 特 性 か ら R e g r e t に 直 接 影 響 し て い る 効 果 （ 以

下 、 直 接 効 果 ） よ り も 、 患 者 特 性 が Q O L（ 身 体 的 健 康 P C S と 精 神

的 健 康 M C S） を 通 し て R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て い る 間 接 的 な 効 果

（ 以 下 、 間 接 効 果 ） の 方 が 大 き い 。  
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Ⅴ - 3 .研 究 方 法  

1 )研 究 デ ザ イ ン と 研 究 実 施 施 設 	

研 究 デ ザ イ ン は 過 去 起 点 コ ホ ー ト 研 究 で あ り 、 研 究 実 施 施 設 は 、

一 般 病 床 数 7 3 0 床 （ う ち 救 命 救 急 病 床 3 0 床 ） 、 精 神 病 床 5 0 床 の 合

計 7 8 0 床 を 有 す る 第 三 次 救 急 指 定 病 院 の 東 京 都 内 A 病 院 で あ る 。  

 

2 )対 象 患 者 サ ン プ リ ン グ 	

対 象 疾 患 は 、 女 性 生 殖 器 系 疾 患 患 者 の う ち 、 手 術 を 受 け た 子 宮 の

良 性 腫 瘍 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 ・ 子 宮 内 膜 症 、 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器

の 悪 性 腫 瘍 、 子 宮 頸 部 異 形 成 で あ る 。 対 象 実 施 施 設 の D P C 分 析 シ

ス テ ム M E D I - A R R O W S に 格 納 さ れ て い る 患 者 情 報 で 適 格 基 準 を 満

た し た 患 者 を 対 象 と し た 。 適 格 基 準 は 、 2 0 1 2 年 8 月 か ら 2 0 1 3 年 7

月 の 退 院 患 者 の う ち 、 8 5 歳 未 満 、 精 神 科 既 往 歴 及 び 現 在 の 精 神 科

受 診 な し 、 悪 性 腫 瘍 は 同 対 象 疾 患 再 発 な し と し た 。 ま た 、 医 療 資 源

投 入 量 を 考 慮 し 、 い ず れ も 緊 急 入 院 患 者 を 除 き 予 定 入 院 患 者 と し

た 。  

子 宮 の 良 性 腫 瘍 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 ・ 子 宮 内 膜 症 は 、 D P C コ ー ド

1 2 0 0 6 0（ 子 宮 の 良 性 腫 瘍 ） 手 術 あ り の 1 1 9 名 、 D P C コ ー ド 1 2 0 0 7 0

（ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 ） 手 術 あ り 8 8 名 、 D P C コ ー ド 1 2 0 1 0 0（ 子 宮 内 膜

症 ） 手 術 あ り 2 名 の 合 計 2 0 9 名 で あ る （ 表 Ⅴ - 1） 。  

子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 と 子 宮 頸 部 異 形 成 は 、 D P C

コ ー ド 1 2 0 0 1 0（ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 ） 手 術 あ り の 1 8 名 、

D P C コ ー ド 1 2 0 0 2 1（ 子 宮 頸 部 の 悪 性 腫 瘍 ） 手 術 あ り 、 1 2 0 0 2 2（ 子

宮 体 部 の 悪 性 腫 瘍 ） 手 術 あ り 、 1 2 0 0 2 3（ 子 宮 の 悪 性 腫 瘍 （ そ の

他 ） ） 手 術 あ り の 1 1 2 名 の 合 計 1 3 0 名 で あ る （ 表 Ⅴ - 2） 。  

本 章 の 緒 言 で 述 べ た と お り 、 現 在 の D P C / P D P S の 下 で は 、 子 宮 頸

部 異 形 成 は 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 に 含 ま れ て い る 。

D P C 分 析 シ ス テ ム M E D I - A R R O W S か ら 抽 出 し た 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮

附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 患 者 を 、 さ ら に 電 子 カ ル テ 内 の 患 者 病 名 の 情 報 に

よ り 、 子 宮 頸 部 異 形 成 の 患 者 を 抽 出 し た 。  
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表 Ⅴ - 1 	 対 象 診 断 群                                       （ 子

宮 の 良 性 腫 瘍 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 ・ 子 宮 内 膜 症 ）  

 
 

 

表 Ⅴ - 2 	 対 象 診 断 群                                       （ 子

宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 、 子 宮 頸 部 異 形 成 ）  

 
 

3 )患 者 情 報 抽 出  

2 )で 選 定 さ れ た 対 象 患 者 の 患 者 背 景 、 治 療 、 病 態 、 行 動 の 要 因

を 、 各 患 者 の 電 子 カ ル テ 情 報 か ら 抽 出 し た 。 各 患 者 情 報 を 表 Ⅴ - 3

に 示 す 。 な お 、 患 者 背 景 要 因 「 L O C 群 」 は 、 行 動 変 容 を 測 る L o c u s  

o f  C o n t r o l 尺 度 の 略 称 で あ り 、 質 問 紙 調 査 の 回 答 か ら 得 た 情 報 で あ

あ る 。 度 数 分 布 に も と づ き 、 L O C 得 点 の 上 位 3 5％ と 下 位 3 5％ を 抽

出 し 、 上 位 3 5％ を 高 （ 2） 、 下 位 3 5％ を 低 （ 0） 、 そ れ 以 外 を 中

（ 1） と 層 別 し た 。  

子 宮 頸 部 異 形 成 に お け る 治 療 要 因 の 「 術 式 ② 」 は 、 子 宮 頸 部 異 形

成 の 術 式 が 開 腹 手 術 、 腹 腔 鏡 下 手 術 以 外 に 、 レ ー ザ ー 照 射 療 法 、 円

錐 切 除 術 と 広 範 囲 な た め 、 患 者 へ の 侵 襲 性 を 考 え た 開 腹 手 術 ・ 開 腹

手 術 以 外 に 分 け た 。 ま た 、 子 宮 頸 部 異 形 成 に お け る 病 態 要 因 の

「 c l a s s」 は 、 細 胞 診 の 結 果 で あ り 、 1 9 9 7 年 に 発 表 さ れ た 日 本 母 性

保 護 産 婦 人 科 医 会 で の 分 類 (西 谷 ,  2 0 0 2 )で 、 数 値 が 高 く な る ほ ど 癌

化 が 進 行 し て い る と い う 診 断 に な る 。 電 子 カ ル テ 内 に 記 載 さ れ て い

る 細 胞 診 結 果 か ら 抽 出 し た 。  

病 態 要 因 の 「 が ん 経 験 」 は 、 対 象 疾 患 に 罹 る 以 前 に 、 他 の 部 位 の

が ん に 罹 患 し た 経 験 の 有 無 の こ と で あ る 。   

診断群名 DPCコード 症例数 計

子宮の良性腫瘍 120060（手術あり・予定入院） 119
卵巣の良性腫瘍 120070（手術あり・予定入院） 88
子宮内膜症 120100（手術あり・予定入院） 2

209

診断群名 DPCCコード 症例数 計

卵巣・子宮附属器の悪性腫瘍 120010（手術あり・予定入院） 18
子宮頸部の悪性腫瘍 120021（手術あり・予定入院）

子宮体部の悪性腫瘍 120022（手術あり・予定入院）

子宮の悪性腫瘍（その他） 120023（手術あり・予定入院）

112
130
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表 Ⅴ - 3 	 患 者 情 報  

 

  

子宮・卵巣の良性腫瘍・子宮内膜症 子宮・卵巣・子宮附属器の悪性腫瘍 子宮頸部異形成

  0 ： 核出術

  1 ： 全摘術
0 ： 開腹

　     1 ： 開腹以外
0 ： なし
1 ： あり
0 ： Ⅰ
1 ： Ⅰa
2 ： Ⅰb
3 ： Ⅰc
4 ： Ⅱc
5 ： Ⅲb
6 ： Ⅲc
7 ： Ⅳ

　 　  　   　　　　 　0 ： Ⅰ
1 ： Ⅱ

  2 ： Ⅲa
　                　　 　3 ： Ⅲb

4 ： Ⅳ
5 ： Ⅴ

自覚症状

がん経験

退院後疾病

患者背景

年代

結婚

こども

仕事

LOC群

2 ： 50代
3 ： 60代

術式①

術式②

class

要因 要因情報
情報定義

　0 ： ～30代
1 ： 40代

2 ： 高

0 ： なし
1 ： あり

0 ： なし
1 ： あり

　4 ： 70代～
0 ： 未婚
1 ： 既婚

0 ： 低
1 ： 中

           0 ： 開腹
　　　　　     1 ： 腹腔鏡下

治療

補助療法

ステージ

0 ： なし
1 ： あり
0 ： なし
1 ： あり

病態

0 ： なし
1 ： あり
0 ： なし
1 ： あり
0 ： なし
1 ： あり

行動
選好

キーパーソン
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行 動 要 因 の 「 選 好 」 は 、 手 術 時 期 希 望 ・ 治 療 方 針 希 望 ・ セ カ ン ド

オ ピ ニ オ ン 実 施 ・ 医 療 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 相 談 な ど 電 子 カ ル テ 内 記

録 に 記 載 さ れ て い る 事 実 を 選 好 あ り と 定 義 し た 。  

 

4 )質 問 紙 調 査 項 目  

本 章 の 研 究 に お け る 質 問 紙 調 査 の 項 目 と し て 、 日 本 語 版 D R Sと 健

康 関 連 Q O L尺 度 の S F - 8日 本 語 版 、 そ し て 患 者 要 因 の ひ と つ と し て 使

用 す る 行 動 変 容 の L O C尺 度 の 合 計 3つ の 評 価 尺 度 で 質 問 紙 を 作 成 し

た 。 S F - 8日 本 語 版 、 L O C尺 度 の 使 用 に あ た っ て は 、 い ず れ も 著 作 権

者 か ら 許 可 を 得 て い る 。  

L O C尺 度 は 、 鎌 原 ・ 樋 口 ・ 清 水 （ 1 9 8 2） の L O C尺 度 を 用 い た 。 尺

度 は 1 8項 目 （ 内 的 統 制 項 目 1 0項 目 ， 外 的 統 制 項 目 8項 目 ） で 構 成 さ

れ ， そ れ ぞ れ 4段 階 評 定 で あ る 。 内 的 統 制 項 目 は 「 そ う 思 う 」 を 4

点 ， 「 そ う 思 わ な い 」 を 1点 と し ， 外 的 統 制 項 目 は 得 点 が 逆 転 す

る 。 点 数 が 高 い ほ ど 内 的 統 制 傾 向 が 強 い こ と を 示 す 。  

総 質 問 項 目 数 は 、 日 本 語 版 D R S 5項 目 、 S F - 8日 本 語 版 8項 目 、 L O C

尺 度 1 8項 目 の 合 計 3 1項 目 で 構 成 さ れ て い る 。  

 

5 )質 問 紙 調 査 方 法  

質 問 紙 調 査 は 、 郵 送 法 に て 質 問 紙 を 配 布 し 、 回 収 し た 。 調 査 実 施

期 間 は 、 2 0 1 4 年 9 月 2 5 日 か ら 1 0 月 1 0 日 で あ っ た 。  

 

6 )倫 理 的 配 慮  

本 章 の 研 究 は 、 A 病 院 倫 理 審 査 委 員 会 に お い て 承 認 を 得 て 実 施 し

た 。 質 問 紙 対 象 患 者 に は 、 調 査 の 主 旨 、 協 力 は 任 意 で あ る こ と 、 調

査 参 加 に 拒 否 し た 場 合 に お い て も 不 利 益 が な い こ と 、 匿 名 性 の 確 保

を 書 面 で 説 明 し 、 質 問 紙 に 添 付 し た 同 意 書 へ の 記 入 を も っ て 同 意 と

み な し た 。 質 問 紙 は 無 記 名 に し た 。  

さ ら に A 病 院 内 患 者 の 電 子 カ ル テ デ ー タ を 抽 出 す る こ と か ら 、

分 析 に 用 い た デ ー タ は 、 患 者 I D、 患 者 名 、 患 者 住 所 の よ う な 個 人

を 特 定 す る こ と が 可 能 な 情 報 は 含 ま れ て い な い 。  
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7 )分 析 方 法 	

分 析 に は 、 二 段 階 の 分 析 手 法 を 用 い て 仮 説 検 証 を 行 っ た 。 第 一 段

階 と し て 、 患 者 背 景 に よ る 層 別 を 行 う た め に 潜 在 ク ラ ス 分 析 を 行 っ

た 。 潜 在 ク ラ ス 分 析 に は 、 L E M ( V e r m u n t  1 9 9 7 )を 用 い た 。 潜 在 ク ラ

ス 数 は 、 モ デ ル の 適 合 度 B I C に よ り 選 択 し た (三 輪 , 1 9 9 7 ,  藤 原 ・ 伊

藤 ・ 谷 岡 ,  2 0 1 2 )。  

第 二 段 階 の 分 析 は 、 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ ( S E M )に よ る パ ス 解 析

を 行 っ た 。 パ ス 解 析 に よ る 分 析 に は 、 I B M  S P S S  A m o s  G r a p h i c s  2 2

を 用 い た 。 パ ス 解 析 で は 、 第 一 段 階 で の 潜 在 ク ラ ス 分 析 で 層 別 し た

ク ラ ス 別 の 多 母 集 団 の 平 均 構 造 分 析 を 行 い 、 モ デ リ ン グ の 改 良 を 繰

り 返 し た 。 モ デ ル の 適 合 度 の 判 定 に は 、 C F I、 R M S E A を 用 い 、 C F I

が 0 . 8 0 以 上 、 R M S E A が 0 . 0 5 以 下 あ れ ば そ の モ デ ル が デ ー タ に 適

合 し て い る と 判 断 し 、 ま た 相 対 的 な モ デ ル の よ さ を 示 す 指 標 で あ る

A k a i k e  I n f o r m a t i o n  C r i t e r i o n ( A I C )を 用 い て 最 適 な モ デ ル を 選 択 し た

(豊 田 , 2 0 0 7 )。  

ま た 、 パ ス 解 析 か ら 得 ら れ た 結 果 は 主 作 用 で あ り 、 交 互 作 用 は 考

慮 さ れ て い な い 。 第 Ⅳ 章 同 様 、 交 互 作 用 の 確 認 が 必 要 で あ る が 、 分

析 対 象 者 数 が 少 な く 要 因 数 が 多 い こ と か ら 、 要 因 に 交 互 作 用 の 項 を

追 加 す る 分 析 を 行 う こ と は 難 し く 、 ま た 各 項 の 組 み 合 わ せ で 二 元 配

置 分 散 分 析 を 行 う 確 認 も 難 し い 。 こ の た め 、 第 一 段 階 で の 患 者 背 景

に る 層 別 で 、 交 互 作 用 を 少 し で も 回 避 す る こ と と し た 。  

図 Ⅴ - 4、 図 Ⅴ - 5、 図 Ⅴ - 6 に 、 各 疾 患 に お け る 仮 説 の パ ス 図 と 仮 説

を 検 証 す る た め の 分 析 方 法 を 示 す 。 な お 、 下 線 が 付 い た 要 因 と ア ウ

ト カ ム は 、 質 問 紙 調 査 で 得 る 情 報 で あ り 、 そ の 他 の 要 因 は 電 子 カ ル

テ か ら 得 る 情 報 で あ る 。  

 

本 章 で は 、 対 象 疾 患 の 特 性 に よ り 患 者 要 因 に 相 違 が 発 生 す る こ と

か ら 、 以 下 、 各 疾 患 別 の 報 告 と す る 。  
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図 Ⅴ - 4 	 パ ス 図 （ 子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 ・ 子 宮 内 膜 症 ）  
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図 Ⅴ - 5 	 パ ス 図 （ 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 ）  
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図 Ⅴ - 6 	 パ ス 図 （ 子 宮 頸 部 異 形 成 ）  
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Ⅴ - 4 .子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍  

Ⅴ - 4 - 1 .結 果  

1 )分 析 対 象 者 数 と 属 性 	

対 象 患 者 2 0 9 名 か ら 住 所 不 明 、 適 格 基 準 以 外 の 患 者 を 外 し 、 1 9 7

名 に 自 記 式 質 問 紙 を 郵 送 し た 結 果 、 1 0 4 通 が 回 収 さ れ た 。 回 収 率 は

5 3％ で あ っ た 。 有 効 回 答 数 は 1 0 2 通 で あ り 、 こ の 有 効 回 答 を 分 析 対

象 者 数 と し た 。 分 析 対 象 患 者 の 属 性 に つ い て 、 表 Ⅴ - 4 に 示 す 。  

 

2 )潜 在 ク ラ ス 分 析 に よ る 分 析 の 結 果 （ 患 者 背 景 層 別 ）  

患 者 背 景 の 各 要 因 の 基 礎 集 計 （ 度 数 分 布 ） を 表 Ⅴ - 5、 各 モ デ ル の

要 約 統 計 の 結 果 を 表 Ⅴ - 6 に 示 し た 。 要 約 統 計 の 結 果 か ら 、 層 別 の

ク ラ ス 数 の 決 定 は 、 B I C を も と に 、 2 ク ラ ス 解 を 採 用 し た 。  

採 用 し た 2 ク ラ ス の プ ロ フ ァ イ ル は 、 表 Ⅴ - 7 で あ る 。 プ ロ フ ァ

イ ル か ら 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス に 層

別 さ れ た 。 「 年 代 」 は 、 両 ク ラ ス 共 に 4 0 代 以 下 で あ り 、 顕 著 な 違

い は み ら れ な か っ た が 、 「 L O C 群 」 は 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク

ラ ス は 内 的 統 制 傾 向 が 多 く 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス は 外 的 統

制 傾 向 と 内 的 統 制 傾 向 が 同 程 度 で あ っ た 。  

さ ら に 、 2 ク ラ ス に よ る 日 本 語 版 D R S の 比 較 を 表 Ⅴ - 8 に 示 す 。

「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス で は 1 1 . 1 6± 1 2 . 3 9 点 、 「 未 婚 ・ こ ど も

な し 」 ク ラ ス で は 9 . 2 1± 1 1 . 5 7 点 で あ り 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク

ラ ス の 方 が 日 本 語 版 D R S の 得 点 が 高 く 、 ば ら つ き も 大 き か っ た 。  

 

 

表 Ⅴ - 4 	 対 象 患 者 の 属 性 (子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 )  

 
  

Mean  ±  SD
年齢(歳） 47  ±  10

日本語版DRS（点）  10.28  ±  12.01
SF-8（PCS)（点） 50.66  ±  5.13
SF-8（MCS)（点） 49.88  ±  5.59
LOC尺度（点） 50.55  ±  6.15
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表 Ⅴ - 5 	 基 礎 集 計 (子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 )  

 

 

表 Ⅴ - 6 	 各 モ デ ル の 要 約 統 計 (子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 )  

 

 

表 Ⅴ - 7 	 2 ク ラ ス の プ ロ フ ァ イ ル (子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 )  

 

  

変数 カテゴリ 度数 %
年代 0 27 26.47

1 45 44.12
2 22 21.57
3 2 1.96
4 6 5.88

結婚 0 39 38.24
1 63 61.77

こども 0 48 47.06
1 54 52.94

LOC群 0 33 32.35
1 25 24.51
2 44 43.14

クラス数 BIC(LV) L² 自由度df p値
1 795.163 96.116 51 0.000
2 759.546 37.374 46 0.814
3 778.207 32.910 41 0.812
4 796.156 27.735 36 0.836

変数 カテゴリ 既婚・こどもあり 未婚・子供なし

クラスタ・サイズ 0.563 0.437
結婚 0 0.072 0.782

1 0.928 0.218
こども 0 0.097 0.953

1 0.903 0.047
年代 0 0.158 0.403

1 0.429 0.457
2 0.284 0.127
3 0.030 0.006
4 0.098 0.008

平均 1.483 0.759
LOC群 0 0.271 0.392

1 0.242 0.249
2 0.488 0.359

平均 1.217 0.967
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表 Ⅴ - 8 	 日 本 語 版 D R S の 2 ク ラ ス の 比 較 (子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 )  

 

 

3 )パ ス 解 析 に よ る 分 析 の 結 果 	

潜 在 ク ラ ス 分 析 の 結 果 か ら 層 別 さ れ た 2 ク ラ ス 患 者 背 景 に よ る 治

療 ・ 病 態 ・ 行 動 要 因 の R e g r e t へ の 影 響 の 違 い の 検 証 を 行 う た め 、

パ ス 解 析 を 用 い て 、 多 母 集 団 比 較 の 分 析 を 行 っ た 。 「 既 婚 ・ こ ど も

あ り 」 ク ラ ス と 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス の 異 質 性 を 検 証 す る た

め に 、 始 め に 構 成 し た モ デ ル （ 図 Ⅴ - 4 )を パ ス 解 析 し 、 適 合 度 が 良

い モ デ ル を 探 っ た 。 こ こ で の 全 体 モ デ ル は 、 χ 2 値 が 1 . 5 6 8、 p 値 が

0 . 9 8 0、 適 合 度 指 標 は C F I が 1 . 0 0 0、 R M S E A が 0 . 0 0 0 で あ り 、 良 好

な 適 合 度 が 得 ら れ た 。  

得 ら れ た 全 体 モ デ ル を 使 用 し て 、 各 ク ラ ス で パ ス 解 析 を 行 っ た と

こ ろ 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス は χ 2 値 が 9 . 2 7 4、 p 値 が

0 . 2 3 4、 適 合 度 指 標 は C F I が 0 . 8 8 3、 R M S E A が 0 . 0 7 7 で あ り 、 「 未

婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス は χ 2 値 が 5 . 9 6 9、 p 値 が 0 . 5 4 3、 適 合 度 指

標 は C F I が 1 . 0 0 0、 R M S E A が 0 . 0 0 0 と な り 、 い ず れ も 良 好 な 適 合 度

が 得 ら れ た 。  

以 上 の 結 果 か ら 、 同 じ モ デ ル を 用 い て 2 ク ラ ス を 分 析 す る こ と に

無 理 は な い と 考 え 、 次 に 配 置 不 変 性 の 確 認 を 行 っ た 。 配 置 不 変 性 に

よ っ て 、 等 値 制 約 を 置 か な い こ と で 、 ク ラ ス 間 で パ ス 図 は 一 緒 で

も 、 測 定 値 は そ れ ぞ れ 異 な っ て い て も よ い と い う 仮 説 を 立 て る た め

に 確 認 を 行 っ た 。 結 果 の 適 合 度 指 標 は C F I が 0 . 9 5 8、 R M S E A が

0 . 0 3 0 と 良 好 な 値 が 得 ら れ 、 配 置 不 変 性 が 成 り 立 っ た と し た 。  

配 置 不 変 性 が 確 認 さ れ た こ と か ら 、 さ ら に ク ラ ス 間 で 等 値 制 約 を

置 い た モ デ ル の 検 討 を 行 っ た 。 こ こ で の 適 合 度 指 標 は C F I が

0 . 8 3 9、 R M S E A が 0 . 0 5 3 で あ り 、 制 約 な し の 方 が モ デ ル の 当 て は ま

り が 良 い こ と が 確 認 さ れ た 。 さ ら に 、 A I C に お い て も 、 制 約 な し が

7 1 . 2 3 9、 制 約 あ り が 7 1 . 6 9 6 で あ り 、 わ ず か な が ら 制 約 な し の 方 が

当 て は ま り は 良 い と 判 断 し た 。 等 値 制 約 を 置 か ず 、 各 ク ラ ス の 測 定

値 で 比 較 を 行 っ た 。  

クラス n 最小 最大 平均 標準偏差 t値 p値
既婚・こどもあり 56 0.00 50.00 11.16 12.39
未婚・こどもなし 46 0.00 35.00 9.21 11.57 0.81 0.418
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各 ク ラ ス の 多 母 集 団 比 較 の 結 果 を 、 図 Ⅴ - 7、 図 Ⅴ - 8 に 示 す 。 病

態 要 因 の 「 自 覚 症 状 」 、 行 動 要 因 の 「 選 好 」 、 治 療 要 因 の 「 術 式 ②

（ 開 腹 手 術 か 腹 腔 鏡 下 手 術 ） 」 が 、 R e g r e t に 直 接 影 響 を 及 ぼ し て

い た 。  

 

( 1 )「 自 覚 症 状 」 の 影 響  

「 自 覚 症 状 」 は M C S、 R e g r e t に パ ス が あ っ た 。 「 既 婚 ・ こ ど も

あ り 」 ク ラ ス で は 、 「 自 覚 症 状 」 が あ る 方 が M C S も R e g r e t も 低 く

な っ て お り 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス で は 、 「 自 覚 症 状 」 が あ

る 方 が M C S が 低 く な り 、 R e g r e t は わ ず か な が ら 高 く な っ て い る こ

と が 示 唆 さ れ た 。 各 ク ラ ス 間 の 比 較 で は 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク

ラ ス の 方 が パ ス 係 数 は 大 き く 、 強 い 影 響 を 示 し て い た 。  

 

( 2 )「 選 好 」 の 影 響  

「 選 好 」 は 、 R e g r e t に の み パ ス が あ り 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」

ク ラ ス と 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス 共 に 、 「 選 好 」 を 表 出 し て い

る ほ ど R e g r e t が 低 い こ と が 示 唆 さ れ た 。 各 ク ラ ス 間 の 比 較 で は 、

「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス の 方 が パ ス 係 数 は 大 き く 有 意 な パ ス で

あ り 、 強 い 影 響 を 示 し て い た 。  

 

( 3 )「 術 式 ② 」 の 影 響  

「 術 式 ② 」 は 、 開 腹 手 術 か 腹 腔 鏡 下 手 術 か の 変 数 （ 表 Ⅴ - 3） で あ

り 、 P C S と R e g r e t に パ ス が あ っ た 。 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス

と 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス 共 に 、 腹 腔 鏡 下 手 術 を 受 け た 患 者 の

方 が 、 開 腹 手 術 を 受 け た 患 者 よ り も P C S が 高 く 、 R e g r e t が 低 か っ

た 。 各 ク ラ ス 間 の 比 較 で は 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス の 方 が パ

ス 係 数 は 大 き く 、 特 に R e g r e t へ の パ ス 係 数 は 有 意 で あ り 、 強 い 影

響 を 示 し て い た 。  

 

( 4 )「 S F - 8（ P C S , M C S） 」 の 影 響  

P C S は 、 R e g r e t に 直 接 の パ ス は な く 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ

ス と 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス 共 に 、 P C S が 高 く な る と M C S も

な る こ と が 示 唆 さ れ た 。 特 に 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス の 方
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が 、 M C S は 、 パ ス 係 数 は 大 き く 有 意 で あ り 、 強 い 影 響 を 示 し て い

た 。  

M C S は 、 R e g r e t に 直 接 影 響 が あ り 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ

ス と 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス 共 に 、 M C S が 高 く な る と R e g r e t

が 低 く な る こ と が 示 唆 さ れ た 。 い ず れ の ク ラ ス も 有 意 な パ ス 係 数 で

あ り 、 特 に 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス の 方 が 大 き く 影 響 し て い

た 。  

  



73 
 

 

図 Ⅴ - 7 	 子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 患 者 に お け る         	           	 	  

	 	 	 	 患 者 要 因 の R e g r e t へ の 影 響 （ 既 婚 ・ こ ど も あ り ）  

 

注 ： 患 者 要 因 （ カ テ ゴ リ カ ル 変 数 ） 	

自 覚 症 状 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有 	

選 好 有 無 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有 	

術 式 ② 	 ： 「 0」 開 腹 ・ 「 1」 腹 腔 鏡 下 	

 
  

* *

*

*

������

χ2= 9.274
df=7

P=0.234
CFI=0.883

RMSEA=0.077
AIC=37.274
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	 図 Ⅴ - 8 	 子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 患 者 に お け る                   	  

	 	 	 	 	 患 者 要 因 の R e g r e t へ の 影 響 （ 未 婚 ・ こ ど も な し ）  

 

注 ： 患 者 要 因 （ カ テ ゴ リ カ ル 変 数 ） 	

自 覚 症 状 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有 	

選 好 有 無 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有 	

術 式 ② 	 ： 「 0」 開 腹 ・ 「 1」 腹 腔 鏡 下 	

 

 

  

***

������

χ2= 5.969
df=7

P=0.543
CFI=1.000

RMSEA=0.000
AIC=33.969
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Ⅴ - 4 - 2 .考 察  

1 )患 者 要 因 が R e g r e t に 与 え る 影 響  

潜 在 ク ラ ス 分 析 に よ っ て 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 と 「 未 婚 ・ こ ど

も な し 」 の 2 つ の ク ラ ス に 層 別 が で き た 。 各 ク ラ ス の 日 本 語 版

D R S（ 表 Ⅴ - 8） の 平 均 値 の 差 の 検 定 で は 、 有 意 な 差 は な か っ た 。 差

が な い と い う こ と は 、 患 者 背 景 に よ る R e g r e t の 影 響 は な く 、 患 者

背 景 に よ る 治 療 ・ 病 態 ・ 行 動 要 因 の R e g r e t へ の 影 響 の 違 い を 、 ク

ラ ス で 比 較 検 討 す る こ と が で き る と 考 え た 。  

「 自 覚 症 状 」 の 影 響 は 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス が 「 未 婚 ・

こ ど も な し 」 ク ラ ス よ り 大 き い 影 響 を 及 ぼ し て い た が 、 特 に

R e g r e t へ の 影 響 は 、 パ ス の 正 負 が 逆 に な っ て お り 、 特 異 的 な 結 果

で あ っ た 。 L o e w e n s t e i n  ( 2 0 0 5 )は 、 意 思 決 定 時 の 状 況 と 意 思 決 定 後

の 後 悔 の 大 き さ の 違 い に つ い て 、 強 い 不 満 や 空 腹 、 痛 み と い っ た

「 ホ ッ ト 」 な 状 態 に あ る 時 は 、 落 ち 着 い て い る 「 コ ー ル ド 」 な 状 態

よ り も 慎 重 で は な い 選 択 を し て し ま い 、 過 度 な 期 待 か ら 後 に 後 悔 し

て し ま う と い っ た 報 告 が さ れ て お り 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス

の 「 自 覚 症 状 」 と R e g r e t の 関 係 は 、 弱 い も の の 同 様 の 結 果 で あ っ

た と 考 え る 。 患 者 背 景 に お い て も 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス よ

り 年 代 が 若 い 患 者 が 多 い こ と か ら 、 今 後 の 結 婚 や 挙 児 を 考 え 、 治 療

選 択 に 対 す る 評 価 は 慎 重 で あ る こ と も 予 想 さ れ る 。 一 方 、 「 自 覚 症

状 」 と R e g r e t の 関 係 が 負 の 影 響 で あ っ た 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク

ラ ス は 、 「 自 覚 症 状 」 が あ っ た 患 者 の 方 が R e g r e t が 低 い の は 、

「 自 覚 症 状 」 の 消 失 に よ る 生 活 の 快 適 さ の 評 価 が 、 「 自 覚 症 状 」 が

な い 患 者 よ り も 高 か っ た の だ と 考 え る 。 「 自 覚 症 状 」 か ら M C S へ

の 影 響 が 負 で あ り 、 そ の 強 さ が 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス の 方 が

「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス よ り 大 き か っ た こ と か ら も 、 う か が え

る 。  

「 選 好 」 の 有 無 は 、 直 接 R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 「 選

好 」 を 表 出 し て い る 患 者 は R e g r e t が 低 い が 、 こ の 結 果 は 、 子 宮 の

良 性 腫 瘍 の 治 療 決 定 に お け る イ ン フ ォ ー ム ド ・ チ ョ イ ス で 必 要 な の

は 、 知 識 で も 介 在 で も な く 、 選 好 と 決 断 の 調 和 で あ る と い う 報 告

( S o l b e r g  e t  a l .  2 0 1 0 )と 同 様 の 、 「 選 好 」 の 必 要 性 が 明 ら か に な っ た

と 考 え る 。 ま た 、 丹 野 他 ( 2 0 1 4 )は 、 子 宮 の 良 性 腫 瘍 に お い て 、 医 師

に よ る 診 療 費 （ 医 療 資 源 投 入 量 ） の ば ら つ き を 示 唆 し 、 良 性 腫 瘍 は
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患 者 の 選 択 で 診 療 が 決 定 し て い る こ と を 明 ら か に し た が 、 患 者 自 身

の 評 価 に お い て も 、 「 選 好 」 を 表 出 し た こ と に よ り 納 得 と 満 足 が 得

ら れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 本 章 の 研 究 で は 、 選 好 の 影 響

が 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス の 方 が 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ

ス よ り 大 き か っ た こ と は 、 患 者 の 事 情 及 び 患 者 家 族 の 事 情 も 含 め た

女 性 特 有 の 背 景 が 選 好 に よ っ て 表 出 さ れ た と 考 え る 。  

「 術 式 ② 」 は 、 P C S と R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 開 腹 手 術

よ り 腹 腔 鏡 下 手 術 の 方 が 、 P C S は 高 く R e g r e t は 低 い 結 果 と な っ た

が 、 い ず れ も 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス の 方 が 「 未 婚 ・ こ ど も な

し 」 ク ラ ス よ り 大 き い 影 響 で あ っ た 。 特 に 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク

ラ ス は 、 R e g r e t へ の 影 響 が 有 意 に 大 き か っ た 。 腹 腔 鏡 下 手 術 の 持

つ 低 侵 襲 性 、 高 い 経 済 性 、 美 容 性 (明 楽 ・ 荒 木 ,  2 0 0 0 )と 術 後 疼 痛 の

軽 減 、 入 院 期 間 の 短 縮 (杉 並 ,  1 9 9 8 )は 、 特 に 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」

ク ラ ス の 女 性 の ニ ー ズ が 高 い こ と が 示 唆 さ れ た 。  

さ ら に 「 選 好 」 と 「 術 式 ② 」 の 2 つ の 要 因 は 負 の 相 関 が あ っ た 。

「 選 好 」 を 表 出 し な い 方 が 「 術 式 ② 」 は 腹 腔 鏡 下 手 術 と い う 結 果 で

あ り 、 こ の 結 果 は 、 婦 人 科 領 域 の 良 性 腫 瘍 す べ て が 腹 腔 鏡 下 手 術 の

対 象 に な っ て お り 、 特 に 開 腹 手 術 の 必 要 性 が な い 限 り 腹 腔 鏡 下 手 術

が 適 用 さ れ て い る こ と 、 加 え て 患 者 の ニ ー ズ も 腹 腔 鏡 下 手 術 で あ る

と い う こ と が 反 映 さ れ て い る と 考 え る 。  

 

2 ) R e g r e t 認 識 へ の プ ロ セ ス （ 直 接 効 果 と 間 接 効 果 ）  

R e g r e t へ の 直 接 効 果 は 、 病 態 要 因 「 自 覚 症 状 」 、 行 動 要 因 「 選

好 」 、 治 療 要 因 「 術 式 ② 」 が い ず れ も R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て い

た 。 S o l b e r g  e t  a l .  ( 2 0 1 0 )  の 患 者 の 意 思 に よ る 診 療 選 択 に は 、 選 好

と 決 断 の 調 和 で あ る と い う 報 告 同 様 、 各 要 因 の 調 和 も 必 要 で あ る と

考 え る 。 ま た 、 い ず れ の 要 因 も 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス の 女 性

の 方 が 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス よ り も 強 い 結 果 で あ る こ と が 明

ら か に な っ た 。 患 者 の 抱 え て い る 背 景 、 特 に 患 者 家 族 の 影 響 が 大 き

い と 考 え ら れ る こ と か ら 、 医 師 は 患 者 に 対 し て 、 R e g r e t に 直 接 影

響 を 及 ぼ し て い る 要 因 と 共 に 、 患 者 背 景 を 加 味 し た 治 療 時 期 や 治 療

法 等 の 情 報 提 示 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

R e g r e t へ の 間 接 効 果 は 、 「 自 覚 症 状 」 が M C S を 介 し て R e g r e t に

影 響 し 、 「 術 式 ② 」 が P C S か ら M C S を 介 し て R e g r e t に 影 響 し て い
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る こ と が 明 ら か に な っ た 。 C o n n o l l y  e t  a l .  ( 2 0 0 5 )に よ る 、 治 療 後 に

望 ま な い 結 果 に な っ た 場 合 、 意 思 決 定 ま で の 診 療 プ ロ セ ス が 後 悔 に

な る こ と も あ る と い う 、 結 果 の 認 識 か ら の R e g r e t を 間 接 効 果 と し

て 仮 説 を 立 て た が 、 「 自 覚 症 状 」 と 「 術 式 ② 」 が 仮 説 を 証 明 し て い

た 。 特 に 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス は 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ

ス よ り P C S か ら M C S へ の 影 響 が 大 き か っ た 。 「 既 婚 ・ こ ど も あ

り 」 ク ラ ス に お け る 直 接 効 果 と 間 接 効 果 は 同 等 な 大 き さ で あ っ た 。

「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス は 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス よ り

M C S か ら R e g r e t へ の 影 響 が 大 き い と い う ク ラ ス に よ る 違 い も 示 唆

さ れ た 。 さ ら に 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス の 女 性 は 、 R e g r e t

へ の 直 接 効 果 よ り 間 接 効 果 の 方 が 大 き く 、 仕 事 を し て い る 女 性 が 多

い こ と が 予 想 さ れ 、 身 体 的 な 健 康 感 よ り も 、 精 神 的 、 社 会 的 な 健 康

感 の 方 が R e g r e t へ の 影 響 が 大 き い こ と が 考 え ら れ る 。  

 

3 )適 用 限 界 と 今 後 の 課 題  

本 章 の 研 究 で は 、 R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て い る の は 性 差 で あ る

と い う 第 Ⅳ 章 で 得 ら れ た 結 果 か ら 、 女 性 特 有 の 疾 患 で あ る 婦 人 科 領

域 に 特 化 し て 検 証 を 行 っ た 。 一 施 設 の 検 討 で あ る こ と か ら 、 地 域 性

に よ る 女 性 の ラ イ フ ス タ イ ル の バ イ ア ス が 考 え ら れ る 。 さ ら に 地 域

を 広 げ 、 同 じ 仮 説 に よ る 検 証 を 行 い 、 地 域 性 の 違 い を 検 討 す る こ と

も 必 要 で あ る 。  
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Ⅴ - 4 - 3 .結 論  

本 章 の Ⅴ - 4 で は 、 手 術 を 受 け た 子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 患 者 を 対

象 と し 、 患 者 の 日 本 語 版 D R S と 健 康 関 連 Q O L に 、 患 者 の ど の よ う

な 要 因 が 影 響 を 及 ぼ し て い る か 、 ま た 健 康 関 連 Q O L は 日 本 語 版

D R S に 影 響 を 及 ぼ し て い る か に つ い て 検 証 を 行 い 、 以 下 の こ と が

明 ら か に な っ た 。  

 

1 ) R e g r e t へ の 影 響 因 子 は 、 病 態 要 因 「 自 覚 症 状 」 、 行 動 要 因 「 選

好 」 、 治 療 要 因 「 術 式 ② 」 の 3 要 因 で 同 じ で あ る が 、 「 既 婚 ・ こ ど

も あ り 」 ク ラ ス の 女 性 の 方 が 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス の 女 性

よ り も 影 響 が 強 い こ と が 明 ら か に な っ た 。  

2 )診 療 プ ロ セ ス に お け る 「 選 好 」 の 表 出 は 、 R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し

て い た 。  

3 )「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス の 女 性 の R e g r e t は 、 患 者 特 性 か ら

の 直 接 効 果 と 同 等 な 間 接 効 果 が あ っ た が 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク

ラ ス の 女 性 の R e g r e t は 、 患 者 特 性 か ら の 直 接 効 果 よ り も 間 接 効 果

の 方 が 大 き く 、 特 に 精 神 的 ・ 社 会 的 健 康 感 が 大 き く R e g r e t に 影 響

し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 

本 疾 患 で は 、 R e g r e t へ 直 接 影 響 す る 患 者 要 因 の 他 に 、 患 者 背 景

に よ る 患 者 要 因 の R e g r e t へ の 影 響 の 違 い も 明 ら か に な っ た 。 医 師

は 患 者 に 対 し て 、 R e g r e t に 直 接 影 響 を 及 ぼ し て い る 病 態 、 治 療 方

法 と 共 に 、 家 族 や 仕 事 等 の 患 者 背 景 を 加 味 し た 治 療 時 期 や 治 療 法 等

の 患 者 の 選 好 を 聞 く 必 要 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  
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Ⅴ - 5 .子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍  

Ⅴ - 5 - 1 .結 果  

1 )分 析 対 象 者 数 と 属 性 	

対 象 患 者 1 3 0 名 か ら 住 所 不 明 、 適 格 基 準 以 外 の 患 者 を 外 し 、 1 1 7

名 に 自 記 式 質 問 紙 を 郵 送 し た 結 果 、 6 7 通 が 回 収 さ れ た 。 回 収 率 は

5 7％ で あ っ た 。 有 効 回 答 数 は 6 5 通 で あ り 、 こ こ か ら 子 宮 頸 部 異 形

成 の 4 3 通 を 除 き 、 2 2 通 を 分 析 対 象 者 数 と し た 。 分 析 対 象 患 者 の 属

性 に つ い て 、 表 Ⅴ - 9 に 示 す 。  

 

2 )潜 在 ク ラ ス 分 析 に よ る 分 析 の 結 果 （ 患 者 背 景 層 別 ）  

患 者 背 景 の 各 要 因 の 基 礎 集 計 （ 度 数 分 布 ） を 表 Ⅴ - 1 0、 各 モ デ ル

の 要 約 統 計 の 結 果 を 表 Ⅴ - 1 1 に 示 し た 。 要 約 統 計 の 結 果 か ら 、 層 別

の ク ラ ス 数 の 決 定 は 、 B I C を も と に 、 2 ク ラ ス 解 を 採 用 し た 。  

採 用 し た 2 ク ラ ス の プ ロ フ ァ イ ル は 、 表 Ⅴ - 1 2 で あ る 。 プ ロ フ ァ

イ ル か ら 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・

仕 事 あ り 」 ク ラ ス に 層 別 さ れ た 。 「 年 代 」 は 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ

り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス は 6 0 代 以 上 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ

り 」 ク ラ ス は 3 0 代 が 多 く 、 「 年 代 」 に お い て も 顕 著 な 違 い が み ら

れ た 。 「 L O C 群 」 は 、 両 ク ラ ス 共 に 外 的 統 制 傾 向 で あ っ た 。  

さ ら に 、 2 ク ラ ス に よ る 日 本 語 版 D R S の 比 較 を 表 Ⅴ - 1 3 に 示 す 。

「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス で は 1 8 . 3 3± 1 4 . 6 0 点 、 「 未

婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス で は 1 8 . 5 7± 2 5 . 4 5 点 で あ り 、 平

均 点 は ほ ぼ 同 点 で あ っ た が 、 ば ら つ き は 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事

あ り 」 ク ラ ス の 方 が 大 き か っ た 。  

 

 

表 Ⅴ - 9 	 対 象 患 者 の 属 性 (子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 )  

	

  

Mean  ±  SD
年齢(歳） 60  ±  12

日本語版DRS（点）   18.41  ±  18.09
SF-8（PCS)（点） 49.03  ±  6.85
SF-8（MCS)（点） 50.34  ±  6.64
LOC尺度（点） 49.36  ±  7.84
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表 Ⅴ - 1 0 	 基 礎 集 計 (子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 )  

 

 

表 Ⅴ - 1 1 	 各 モ デ ル の 要 約 統 計                                

(子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 )  

 

 

表 Ⅴ - 1 2 	 2 ク ラ ス の プ ロ フ ァ イ ル                            

(子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 )  

 

変数 カテゴリ 度数 %
年代 0 0 0.00

1 6 27.27
2 4 18.18
3 6 27.27
4 6 27.27

結婚 0 7 31.82
1 15 68.18

こども 0 9 40.91
1 13 59.09

仕事 0 14 63.64
1 8 36.36

LOC群 0 11 50.00
1 4 18.18
2 7 31.82

クラス BIC(LV) L² 自由度df p値
1 216.190 66.546 14 < 0.0001
2 214.075 45.885 8 < 0.0001
3 219.302 32.566 2 < 0.0001

変数 カテゴリ
既婚・こどもあり・
仕事なし

未婚・子供なし・
仕事あり

クラスタ・サイズ 0.686 0.314
仕事 0 0.899 0.064

1 0.101 0.936
結婚 0 0.138 0.711

1 0.862 0.289
こども 0 0.274 0.704

1 0.726 0.296
LOC群 0 0.516 0.466

1 0.181 0.184
2 0.304 0.350

平均 0.788 0.884
年代 1 0.074 0.707

2 0.166 0.217
3 0.367 0.066
4 0.393 0.010

平均 3.080 1.378



81 
 

 

表 Ⅴ - 1 3 	 日 本 語 版 D R S の 2 ク ラ ス の 比 較                     

(子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 )  

 
 

3 )パ ス 解 析 に よ る 分 析 の 結 果 	

潜 在 ク ラ ス 分 析 の 結 果 か ら 層 別 さ れ た 2 ク ラ ス 患 者 背 景 に よ る 治

療 ・ 病 態 ・ 行 動 要 因 の R e g r e t へ の 影 響 の 違 い に つ い て 検 証 を 行 う

た め 、 パ ス 解 析 を 用 い て 、 多 母 集 団 比 較 の 分 析 を 行 っ た 。 「 既 婚 ・

こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス と 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」

ク ラ ス の 異 質 性 を 検 証 す る た め に 、 始 め に 構 成 し た モ デ ル （ 図 Ⅴ -

5 )を パ ス 解 析 し 、 適 合 度 が 良 い モ デ ル を 探 っ た 。 こ こ で の 全 体 モ デ

ル は 、 χ 2 値 が 6 . 8 0 8、 p 値 が 0 . 8 7 0、 適 合 度 指 標 は C F I が 1 . 0 0 0、

R M S E A が 0 . 0 0 0 で あ り 、 良 好 な 適 合 度 が 得 ら れ た 。  

得 ら れ た 全 体 モ デ ル を 使 用 し て 、 各 ク ラ ス で パ ス 解 析 を 行 っ た と

こ ろ 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の み 解 析 結 果 が 得 ら

れ た が 、 χ 2 値 が 1 6 . 0 5 8、 p 値 が 0 . 1 8 9、 適 合 度 指 標 は C F I が

0 . 7 1 4、 R M S E A が 0 . 1 5 5 で あ り 、 当 て は ま り が 良 い モ デ ル で は な か

っ た 。 要 因 数 に 対 し 、 n 数 が 2 2 人 中 1 5 人 と 少 な い こ と か ら 、 当 て

は ま り が 良 い モ デ ル が 得 ら れ な か っ た と 考 え る 。 さ ら に 、 「 未 婚 ・

こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス の n 数 が 2 2 人 中 7 人 の み で あ り 、

日 本 語 版 D R S の ば ら つ き も 大 き か っ た た め 、 パ ス 解 析 の 結 果 が 得

ら れ な か っ た 。  

以 上 の 結 果 か ら 、 良 好 な 適 合 度 が 得 ら れ た 全 体 モ デ ル の 結 果 の み

で は 、 患 者 背 景 を 考 慮 し た 考 察 が で き な い こ と か ら 、 当 て は ま り が

良 い モ デ ル で は な か っ た が 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ

ス モ デ ル の 結 果 も 考 察 し 、 全 体 モ デ ル と 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事

な し 」 ク ラ ス モ デ ル と の 比 較 か ら 、 一 方 の 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕

事 あ り 」 ク ラ ス も 考 察 し て い く 。  

全 体 モ デ ル と 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の モ デ ル の

結 果 を 、 図 Ⅴ - 9、 図 Ⅴ - 1 0 に 示 す 。 病 態 要 因 の 「 自 覚 症 状 」 、 「 が

クラス n 最小 最大 平均 標準偏差 t値 p値
既婚・こどもあり・仕事なし 15 0.00 55.00 18.33 14.60
未婚・こどもなし・仕事あり 7 0.00 60.00 18.57 25.45 -0.028 0.978



82 
 

ん 経 験 」 、 「 ス テ ー ジ 」 、 治 療 要 因 の 「 補 助 療 法 」 が R e g r e t に 直

接 影 響 を 及 ぼ し て い た 。  

 

( 1 )「 自 覚 症 状 」 の 影 響  

「 自 覚 症 状 」 は 、 M C S、 R e g r e t に 有 意 に 強 い 影 響 を 示 し て い た 。

全 体 モ デ ル 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス 共 に 、 「 自 覚

症 状 」 が あ る と M C S が 高 く な り 、 R e g r e t は 低 く な っ て い た 。  

 

( 2 )「 が ん 経 験 」 の 影 響  

「 が ん 経 験 」 は 、 P C S、 R e g r e t に 影 響 を 示 し て い た 。 特 に 「 既

婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス は 、 全 体 モ デ ル よ り も 有 意 に 強

く P C S に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 「 が ん 経 験 」 が あ る と 、 R e g r e t が

低 く 、 P C S は 高 く な る 結 果 で あ っ た 。  

 

( 3 )「 ス テ ー ジ 」 の 影 響  

「 ス テ ー ジ 」 は 、 M C S、 R e g r e t に 影 響 を 示 し て い た 。 特 に 全 体 モ

デ ル は 、 有 意 に 強 く R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 「 ス テ ー ジ 」

が 進 む ほ ど M C S が 高 く な り 、 R e g r e t は 低 く な る 結 果 で あ っ た 。  

 

( 4 )「 補 助 療 法 」 の 影 響  

「 補 助 療 法 」 は 、 M C S、 R e g r e t に 影 響 を 示 し て い た 。 特 に 全 体 モ

デ ル は 、 有 意 に 高 く M C S に 影 響 を 及 ぼ し て お り 、 「 補 助 療 法 」 が

あ る と 、 M C S が 低 く な る こ と が 示 唆 さ れ た 。 R e g r e t に 関 し て は 、

全 体 モ デ ル で は 正 の 影 響 を 示 し て お り 、 「 補 助 療 法 」 が あ る と

R e g r e t が 高 く な る が 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス は

で は 負 の 影 響 を 示 し て お り 、 補 助 療 法 が あ る と R e r e t は 低 く な る こ

と が 示 唆 さ れ た 。  

 

( 5 )「 S F - 8（ P C S , M C S） 」 の 影 響  

P C S、 M C S 共 に 、 R e g r e t に 直 接 の パ ス は な く 、 ま た 、 P C S、 M C S

間 に お い て も 影 響 は 示 さ れ な か っ た 。 患 者 要 因 か ら R e g r e t へ の 間

接 効 果 は 示 唆 さ れ な か っ た 。  
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	 図 Ⅴ - 9 	 子 宮 ・ 卵 巣 の 悪 性 腫 瘍 に お け る                       	  

	 	 患 者 要 因 の R e g r e t へ の 影 響 （ 全 体 モ デ ル ）  

 

注 ： 患 者 要 因 （ カ テ ゴ リ カ ル 変 数 ）  

自 覚 症 状 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

が ん 経 験 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

	 補 助 療 法 群 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

が ん 経 験 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

 

  

������
χ2= 6.808

df=12
P=0.870

CFI=1.000
RMSEA=0.000

***

*

*

*
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	 図 Ⅴ - 1 0 	 子 宮 ・ 卵 巣 の 悪 性 腫 瘍 に お け る                      

患 者 要 因 の R e g r e t へ の 影 響 （ 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し ）  

 

注 ： 患 者 要 因 （ カ テ ゴ リ カ ル 変 数 ）  

自 覚 症 状 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

が ん 経 験 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

	 補 助 療 法 群 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

が ん 経 験 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

 

  

������
χ2= 16.058

df=12
P=0.189

CFI=0.714
RMSEA=0.154

**

*

*
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Ⅴ - 5 - 2 .考 察  

1 )患 者 要 因 が R e g r e t に 与 え る 影 響  

潜 在 ク ラ ス 分 析 に よ っ て 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 と

「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 の 2 つ の ク ラ ス に 層 別 が で き た 。

こ の 2 つ の グ ル ー プ は 、 年 代 の 層 も 大 き く 違 う こ と か ら 、 年 代 に よ

る 違 い も 考 慮 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

各 ク ラ ス の 日 本 語 版 D R S（ 表 Ⅴ - 1 3） の 平 均 値 の 差 の 検 定 で は 、

有 意 な 差 は な か っ た 。 差 が な い と い う こ と は 、 患 者 背 景 に よ る

R e g r e t の 影 響 は な く 、 患 者 背 景 に よ る 治 療 ・ 病 態 ・ 行 動 要 因 の

R e g r e t へ の 影 響 の 違 い を 、 比 較 検 討 す る こ と が で き る と 考 え た 。  

し か し 、 本 疾 患 患 者 は 2 2 名 と 少 な く 、 要 因 数 と n 数 か ら 、 適 合

度 の 良 い パ ス 解 析 結 果 が 得 ら れ た の は 、 2 2 名 の 全 体 モ デ ル の み で

あ っ た 。 当 て は ま り は あ ま り 良 い 結 果 で は な か っ た が 、 「 既 婚 ・ こ

ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の 結 果 が 得 ら れ た の で 、 全 体 モ デ ル と

の 比 較 か ら 、 一 方 の 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス の 結 果

の 考 察 を 行 っ て い く こ と と し た 。  

「 自 覚 症 状 」 の 影 響 は 、 M C S、 R e g r e t 共 に 強 い 影 響 を 示 し て お

り 、 患 者 要 因 の 中 で 最 も 大 き い パ ス 係 数 で あ り 、 有 意 で あ っ た 。 本

疾 患 の 悪 性 腫 瘍 で は 、 「 自 覚 症 状 」 が あ っ た 患 者 は 、 手 術 に よ っ て

大 き く 患 者 の 精 神 的 な 健 康 感 が 上 が り 、 R e g r e t は 下 が っ た こ と が

明 ら か に な っ た 。 卵 巣 が ん 患 者 も 子 宮 頸 部 の 悪 性 腫 瘍 患 者 も 、 罹 患

し て か ら 精 神 的 な 重 圧 、 抑 う つ 状 態 、 不 安 は 罹 患 し て か ら 消 え る こ

と な く 続 い て い る ( R o l a n d  e t  a l .  2 0 1 3 ,  M a n t e g n a  e t  a l .  2 0 1 3 )  こ と か

ら 、 手 術 に よ り 「 自 覚 症 状 」 が な く な る こ と は 、 常 に あ る 精 神 的 な

不 安 が 少 な く な る と い う 安 心 に も 繋 が る と 考 え る 。 ま た 、 こ の 安 心

に よ っ て 、 R e g r e t が 低 く な る と 考 え る 。 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕

事 な し 」 ク ラ ス は 、 全 体 モ デ ル よ り も R e g r e t が 低 い こ と か ら 、

「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス は 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・

仕 事 な し 」 ク ラ ス よ り も R e g r e t へ の 影 響 は 低 い と 考 え ら れ る 。  

過 去 の 「 が ん 経 験 」 は 、 P C S と R e g r e t へ の 影 響 が 確 認 さ れ た 。

過 去 に 「 が ん 経 験 」 が あ る 患 者 の 方 が 、 手 術 に よ り P C S は 高 く 、

特 に 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス は 有 意 に 強 く 、 全 体 モ

デ ル よ り パ ス 係 数 が 高 い こ と か ら 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な

し 」 ク ラ ス は 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス よ り も P C S
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へ の 影 響 は 強 い も の と 考 え ら れ る 。 年 代 に よ る 過 去 の 「 が ん 経 験 」

の 数 の 違 い は み ら れ ず 、 ま た 行 動 変 容 で あ る L O C の 違 い も な い こ

と か ら 、 他 の 患 者 背 景 の 違 い に よ る も の と 考 え ら れ る 。 ま た 、 が ん

経 験 が あ る 患 者 は 、 長 く 精 神 的 な 不 安 が 続 い て い る こ と か ら 、 が ん

経 験 が な い 患 者 よ り も 、 手 術 に よ る 影 響 は 身 体 的 な 健 康 感 に 集 中 し

て い る と 考 え る 。 R e g r e t へ の 影 響 は 、 過 去 に 「 が ん 経 験 」 が あ る

患 者 は 、 過 去 に 「 が ん 経 験 」 が な い 患 者 よ り も R e g r e t は 低 い こ と

を 表 し て い る 。 が ん 患 者 は 、 自 分 の 病 状 と 治 療 に 関 す る 不 確 か さ を

き っ か け に し 、 生 活 の 見 方 を 変 え 、 人 生 で 重 要 な こ と は 何 か を 考 え

直 す な ど 、 不 確 か さ は 脅 威 と な る 反 面 、 希 望 を 保 つ 作 用 が あ る (国

府 ,  2 0 0 8 )こ と が 報 告 さ れ て い る 。 こ の 報 告 か ら 、 過 去 に 「 が ん 経

験 」 が あ る 患 者 の 方 が 、 過 去 に 「 が ん 経 験 」 が な い 患 者 よ り も 、 が

ん に 対 す る 意 識 を 以 前 か ら 持 ち 続 け て お り 、 意 思 決 定 の R e g r e t が

低 い と 考 え た 。  

「 補 助 療 法 」 は 、 M C S、 R e g r e t に 影 響 が あ っ た 。 「 補 助 療 法 」 あ

り の 患 者 は 、 「 補 助 療 法 」 な し の 患 者 よ り も M C S が 低 く 、 大 き く

影 響 を 及 ぼ し て い る 。 「 補 助 療 法 」 は 、 副 作 用 に よ る 身 体 的 ・ 精 神

的 ダ メ ー ジ が あ る が 、 本 疾 患 対 象 患 者 は 、 研 究 時 期 に お い て 「 補 助

療 法 」 は 終 了 し て い る こ と か ら 、 P C S へ の 影 響 は な く 、 M C S へ の

の 影 響 で あ る と 考 え る 。 M a n t e g n a  e t  a l .  ( 2 0 1 3 )  は 、 子 宮 頸 部 の 悪

性 腫 瘍 の 初 期 が ん 患 者 と 進 行 が ん 患 者 の 術 後 2 年 間 の 不 安 と Q O L

を 測 り 、 進 行 が ん 患 者 の 方 が 初 期 が ん 患 者 よ り も 不 安 が 大 き く 抑 う

つ が 高 い と 報 告 し て い る こ と か ら 、 「 補 助 療 法 」 あ り の 患 者 が 、

「 補 助 療 法 」 な し の 患 者 よ り も M C S が 低 い こ と は 納 得 が で き る 結

果 で あ る 。 ま た 、 R e g r e t に 関 し て は 、 全 体 モ デ ル と 「 既 婚 ・ こ ど

も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス は 逆 の 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 全 体 モ デ ル

で は 、 「 補 助 療 法 」 あ り の 患 者 は 、 「 補 助 療 法 」 な し の 患 者 よ り も

R e g r e t が 高 く 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス で は 、

「 補 助 療 法 」 あ り の 患 者 は 、 「 補 助 療 法 」 な し の 患 者 よ り も

R e g r e t が 低 か っ た 。 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス で

は 、 「 補 助 療 法 」 あ り の 患 者 は 、 「 補 助 療 法 」 な し の 患 者 よ り も

R e g r e t が 高 い と 考 え ら れ 、 R e g r e t の 逆 転 の 結 果 は 、 結 婚 ・ こ ど

も ・ 仕 事 ・ 年 代 と い っ た 患 者 背 景 の 違 い に よ る と 考 え ら れ る 。 「 未

婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス は 、 年 代 も 4 0 代 で 若 く 、 仕 事
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へ の 影 響 や 副 作 用 等 か ら 、 意 思 決 定 に 対 す る 評 価 は 厳 し か っ た と 考

え た 。 ま た 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の 女 性 の

R e g r e t へ の 影 響 は 負 で あ る が パ ス 係 数 は 小 さ く 、 弱 い 影 響 で あ

る 。 増 田 ・ 坂 上 ・ 広 田 ( 1 9 9 7 )は 、 特 に 高 齢 者 に 特 徴 的 に み ら れ る 現

象 と し て 、 診 療 選 択 を 医 師 に 任 せ る 、 選 択 を 避 け る 、 現 状 の 維 持 へ

の 行 動 を 図 る と い う 選 択 の 逃 避 が あ る と 報 告 し て お り 、 本 疾 患 に お

け る 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス は 、 6 0 代 以 上 が 中 心

で あ っ た こ と か ら 、 患 者 本 人 の 診 療 選 択 と い う 意 識 が 薄 く 、 R e g r e t

と の 関 係 が 弱 か っ た 可 能 性 も 考 え ら れ る 。  

「 ス テ ー ジ 」 は M C S、 R e g r e t に 影 響 が あ っ た 。 「 ス テ ー ジ 」 が

進 ん で い る 患 者 ほ ど M C S は 高 く な る 正 の 影 響 で あ り 、 先 に 述 べ た

悪 性 腫 瘍 患 者 が 、 罹 患 し て か ら 精 神 的 な 重 圧 、 抑 う つ 状 態 、 不 安 は

罹 患 し て か ら 消 え る こ と な く 続 い て い る ( R o l a n d  e t  a l .  2 0 1 3 ,  

M a n t e g n a  e t  a l .  2 0 1 3 )  と い う こ と と 「 ス テ ー ジ 」 の 段 階 は 関 係 が な

く 、 患 者 個 人 の 捉 え 方 に な る と 考 え た 。 R e g r e t に 関 し て は 、 「 ス

テ ー ジ 」 が 進 ん で い る 患 者 ほ ど R e g r e t は 低 く な る 負 の 影 響 で あ っ

た 。 「 ス テ ー ジ 」 と 「 補 助 療 法 」 に 正 の 相 関 関 係 も あ り 、 こ れ は

「 ス テ ー ジ 」 が 進 ん で い る 患 者 ほ ど 、 手 術 以 外 に 「 補 助 療 法 」 を 受

け る と い う こ と で あ り 、 「 補 助 療 法 」 に よ る 副 作 用 等 を 経 験 し 、 治

療 を 選 択 す る 意 思 決 定 に 対 し て へ の 後 悔 が あ っ た と 考 え る 。 ま た 、

全 体 モ デ ル の 方 が 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス よ り も 高

い 影 響 か ら 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス は 、 「 既 婚 ・

こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス よ り 高 い R e g r e t で あ っ た と 考 え ら

れ る 。 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス は 、 「 既 婚 ・ こ ど も

あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス よ り 年 代 が 低 く 、 丹 野 ・ 高 木 ( 2 0 1 5 )の 良 性

腫 瘍 患 者 に お け る 結 果 で は 、 年 齢 は R e g r e t に 直 接 関 係 な い と い う

結 果 と 異 な る こ と が 示 唆 さ れ た 。 良 性 腫 瘍 と 悪 性 腫 瘍 で は 、 R e g r e t

へ 影 響 す る 要 因 が 異 な り 、 ま た 結 婚 や 挙 児 等 の 将 来 の 様 々 な 可 能 性

が あ る 若 い 年 代 の 方 が 、 後 悔 を 感 じ や す い こ と が 考 え ら れ る 。  

 

2 ) R e g r e t 認 識 へ の プ ロ セ ス （ 直 接 効 果 と 間 接 効 果 ）  

R e g r e t へ の 直 接 効 果 は 、 病 態 要 因 「 自 覚 症 状 」 「 が ん 経 験 」

「 ス テ ー ジ 」 、 治 療 要 因 「 補 助 療 法 」 が 、 い ず れ も R e g r e t に 影 響

を 及 ぼ し て い た 。 ま た 、 要 因 に よ り 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な
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し 」 ク ラ ス と 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス の 違 い が あ る

こ と が 予 想 さ れ 、 患 者 背 景 に よ り R e g r e t に 影 響 す る 要 因 が 異 な る

こ と も 明 ら か に な っ た 。 さ ら に 「 補 助 療 法 」 で は 、 正 負 逆 の 直 接 効

果 で あ っ た こ と か ら 、 患 者 背 景 に よ る 影 響 の 違 い も 考 慮 し な け れ ば

な ら な い こ と も 示 唆 さ れ た 。 表 Ⅴ - 1 3 の ク ラ ス に よ る 日 本 語 版 D R S

の 違 い か ら も 、 患 者 に よ る R e g r e t に ば ら つ き が 大 き い こ と か ら 、

医 師 は 、 患 者 の 背 景 に よ る 要 因 や 影 響 の 大 き な 違 い に 注 意 し 、 配 慮

す る こ と が 必 要 で あ る 。  

R e g r e t へ の 間 接 効 果 は 、 悪 性 腫 瘍 に は な い こ と が 示 唆 さ れ た 。

身 体 の 健 康 感 と は 関 係 な く 、 患 者 要 因 が R e g r e t に 直 接 影 響 す る と

い う こ と で あ る 。 結 果 と し て 患 者 の 行 動 要 因 「 選 好 」 は 、 R e g r e t

に 直 接 影 響 は な か っ た が 、 電 子 カ ル テ の 情 報 か ら 、 悪 性 腫 瘍 は 診 断

か ら 診 療 開 始 、 す な わ ち 診 療 選 択 ま で の 時 間 は 短 く 、 十 分 な 時 間 と

は い え ず 、 不 安 や 混 乱 状 態 の 中 で の 診 療 開 始 で あ る と 考 え ら れ る 。

患 者 の 複 数 の 病 態 要 因 や 治 療 要 因 が 、 直 接 R e g r e t に 影 響 し て い る

こ と か ら 、 患 者 の 「 選 好 」 の 表 出 は な く て も 、 潜 在 的 な 希 望 や 要 望

が あ る こ と を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 A s h c r o f t ,  L e i n s t e r  a n d  S l a d e  

( 1 9 8 5 )は 、 乳 が ん 患 者 の 報 告 で あ る が 、 患 者 の 診 療 選 択 は 疾 患 の 受

容 が 促 さ れ 、 受 容 に よ る 診 療 の 苦 痛 と 病 態 変 化 の 適 応 効 果 を 報 告 し

て お り 、 受 容 に よ る 納 得 が 得 ら れ る こ と は 、 R e g r e t に 影 響 が あ る

と 考 え る 。 診 療 が 開 始 さ れ て か ら も 、 患 者 の 思 い や 気 持 ち 及 び 変 化

を 聞 き 、 そ の 都 度 、 患 者 の 診 療 の 選 好 を 聞 く 必 要 が あ る と 考 え る 。  

 

3 )適 用 限 界 と 今 後 の 課 題  

本 疾 患 は 、 患 者 数 が 少 な い こ と 、 及 び 患 者 の 日 本 語 版 D R S の ば

ら つ き が 大 き い こ と か ら 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス

の パ ス 解 析 の 結 果 が 得 ら れ ず 、 パ ス 解 析 の 結 果 が 得 ら れ た 全 体 モ デ

ル と 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス か ら 考 察 す る 報 告 と な

っ た 。 考 察 の 結 果 、 各 ク ラ ス の 違 い が 考 察 で き た こ と か ら 、 さ ら に

多 く の 対 象 患 者 の 解 析 に よ る 明 ら か な 結 果 が 必 要 で あ る と 考 え た 。

し か し 、 対 象 患 者 は 、 患 者 の R e g r e t の 感 情 の 変 化 を 考 え 、 調 査 時

期 を 限 局 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 限 界 も 生 じ る と 考 え る 。  

悪 性 腫 瘍 と い う 疾 患 か ら 、 R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 が 多 く 複

雑 に 絡 ん で い る と 考 え る 。 患 者 各 要 因 の 主 作 用 の 他 に 、 交 互 作 用 も
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考 慮 し な け れ ば い け な い が 、 患 者 数 が 少 な い こ と も あ り 、 今 回 は 交

互 作 用 の 検 討 が で き な か っ た 。  

本 疾 患 で の 検 討 で は 、 多 様 な 女 性 の 背 景 に よ り 、 R e g r e t に 影 響

す る 要 因 は 様 々 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 患 者 の 「 選

好 」 が 表 出 さ れ て い な く て も 、 患 者 の 潜 在 化 さ れ た 要 因 も 抽 出 す る

こ と が で き た と 考 え る 。 さ ら に 地 域 を 広 げ 、 同 じ 仮 説 に よ る 検 証 を

行 い 、 地 域 性 の 違 い を 検 討 す る こ と も 必 要 で あ る 。 ま た 、 女 性 特 有

の 疾 患 で あ る 乳 が ん 患 者 へ の 適 用 や 、 男 性 特 有 の 疾 患 で あ る 前 立 腺

が ん 患 者 と の 違 い 等 へ の 発 展 も 必 要 で あ る と 考 え る 。  
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Ⅴ - 5 - 3 .結 論  

本 章 の Ⅴ - 5 で は 、 手 術 を 受 け た 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性

腫 瘍 を 対 象 と し 、 患 者 の 日 本 語 版 D R S と 健 康 関 連 Q O L に 、 患 者 の

ど の よ う な 要 因 が 影 響 を 及 ぼ し て い る か 、 ま た 健 康 関 連 Q O L は 日

本 語 版 D R S に 影 響 を 及 ぼ し て い る か に つ い て 検 証 を 行 い 、 以 下 の

こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 

1 ) R e g r e t へ の 影 響 因 子 は 、 病 態 要 因 「 自 覚 症 状 」 「 が ん 経 験 」 「 ス

テ ー ジ 」 、 治 療 要 因 「 補 助 療 法 」 の 4 要 因 で あ っ た 。  

2 )診 療 プ ロ セ ス に お け る 「 選 好 」 の 表 出 は 、 R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し

て い な か っ た 。  

3 ) R e g r e t は 、 患 者 要 因 か ら 健 康 関 連 Q O L を 介 し た 間 接 効 果 は な か

っ た 。  

 

R e g r e t へ 直 接 影 響 す る 要 因 は 複 数 あ り 、 患 者 背 景 に よ る 違 い も

考 察 さ れ た こ と か ら 、 患 者 の 「 選 好 」 が 表 出 さ れ て い な く て も 、 患

者 の 潜 在 化 さ れ た 要 因 が 明 ら か に な っ た 。 医 師 は 、 診 療 が 開 始 さ れ

て か ら も 、 患 者 の 「 選 好 」 及 び そ の 変 化 に 注 意 し 、 そ の 都 度 、 患 者

の 診 療 の 選 好 を 聞 く 必 要 が あ る と 考 え る 。  
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Ⅴ - 6 .子 宮 頸 部 異 形 成  

Ⅴ - 6 - 1 .結 果  

1 )分 析 対 象 者 数 と 属 性 	

対 象 患 者 1 3 0 名 か ら 住 所 不 明 、 適 格 基 準 以 外 の 患 者 を 外 し 、 1 1 7

名 に 自 記 式 質 問 紙 を 郵 送 し た 結 果 、 6 7 通 が 回 収 さ れ た 。 回 収 率 は

5 7％ で あ っ た 。 有 効 回 答 数 は 6 5 通 で あ り 、 こ こ か ら 子 宮 頸 部 異 形

成 の 4 3 通 を 分 析 対 象 者 数 と し た 。 分 析 対 象 患 者 の 属 性 に つ い て 、

表 Ⅴ - 1 4 に 示 す 。  

 

2 )潜 在 ク ラ ス 分 析 に よ る 分 析 の 結 果 （ 患 者 背 景 層 別 ）  

患 者 背 景 の 各 要 因 の 基 礎 集 計 （ 度 数 分 布 ） を 表 Ⅴ - 1 5、 各 モ デ ル

の 要 約 統 計 の 結 果 を 表 Ⅴ - 1 6 に 示 し た 。 要 約 統 計 の 結 果 か ら 、 層 別

の ク ラ ス 数 の 決 定 は 、 B I C を も と に 、 2 ク ラ ス 解 を 採 用 し た 。  

採 用 し た 2 ク ラ ス の プ ロ フ ァ イ ル は 、 表 Ⅴ - 1 7 で あ る 。 プ ロ フ ァ

イ ル か ら 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・

仕 事 あ り 」 ク ラ ス に 層 別 さ れ た 。 「 年 代 」 は 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ

り ・ 仕 事 な し 」 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 の 両 ク ラ ス 共 に

4 0 代 以 下 と 同 じ 年 代 の 女 性 で あ っ た 。 「 L O C 群 」 に 関 し て は 、

「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス は 内 的 統 制 傾 向 、 「 未 婚 ・

こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス は 外 的 統 制 傾 向 と 顕 著 な 違 い が あ っ

た 。  

さ ら に 、 2 ク ラ ス に よ る 日 本 語 版 D R S の 比 較 を 表 Ⅴ - 1 8 に 示 す 。

「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス で は 9 . 8 1± 1 5 . 9 1 点 、 「 未

婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス で は 1 5 . 0 0± 1 7 . 8 5 点 で あ り 、

「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 の 方 が 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕

事 あ り 」 よ り も 平 均 点 は 低 か っ た 。  

 

表 Ⅴ - 1 4 	 対 象 患 者 の 属 性 (子 宮 頸 部 異 形 成 )  

 
  

Mean  ±  SD
年齢(歳） 44  ±   9

日本語版DRS（点）   11.86  ±  16.69
SF-8（PCS)（点） 51.85  ±  6.66
SF-8（MCS)（点） 50.23  ±  6.36
LOC尺度（点） 49.40  ±  5.80
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表 Ⅴ - 1 5 	 基 礎 集 計 (子 宮 頸 部 異 形 成 )  

 
 

表 Ⅴ - 1 6 	 各 モ デ ル の 要 約 統 計 (子 宮 頸 部 異 形 成 )  

 

 

表 Ⅴ - 1 7 	 2 ク ラ ス の プ ロ フ ァ イ ル (子 宮 頸 部 異 形 成 )  

 
  

変数 カテゴリ 度数 %
年代 0 15 34.88

1 16 37.21
2 10 23.26
3 2 4.65
4 0 0.00

結婚 0 13 30.23
1 30 69.77

こども 0 19 44.19
1 24 55.81

仕事 0 22 51.16
1 21 48.84

LOC群 0 16 37.21
1 13 30.23
2 14 32.56

クラス数 BIC(LV) L² 自由度df p値
1 399.685 104.044 35 < 0.0001
2 386.933 68.724 29 < 0.0001
3 397.580 56.804 23 0.000

変数 カテゴリ
既婚・こどもあり・
仕事なし

未婚・こどもなし・
仕事あり

クラスタ・サイズ 0.566 0.434
仕事 0 0.842 0.081

1 0.158 0.919
結婚 0 0.012 0.681

1 0.988 0.319
こども 0 0.172 0.793

1 0.828 0.207
LOC群 0 0.254 0.579

1 0.292 0.262
2 0.453 0.159

平均 1.199 0.580
年代 0 0.320 0.386

1 0.373 0.371
2 0.252 0.207
3 0.054 0.037

平均 1.040 0.894
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表 Ⅴ - 1 8 	 日 本 語 版 D R S の 2 ク ラ ス の 比 較 (子 宮 頸 部 異 形 成 )  

 

 

3 )パ ス 解 析 に よ る 分 析 の 結 果 	

潜 在 ク ラ ス 分 析 の 結 果 か ら 層 別 さ れ た 2 ク ラ ス 患 者 背 景 に よ る 治

療 ・ 病 態 ・ 行 動 要 因 の R e g r e t へ の 影 響 の 違 い に つ い て 検 証 を 行 う

た め 、 パ ス 解 析 を 用 い て 、 多 母 集 団 比 較 の 分 析 を 行 っ た 。 「 既 婚 ・

こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス と 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」

ク ラ ス の 異 質 性 を 検 証 す る た め に 、 始 め に 構 成 し た モ デ ル （ 図 Ⅴ -

6 )を パ ス 解 析 し 、 適 合 度 が 良 い モ デ ル を 探 っ た 。 こ こ で の 全 体 モ デ

ル は 、 χ 2 値 が 9 . 2 9 7、 p 値 が 0 . 9 3 0、 適 合 度 指 標 は C F I が 1 . 0 0 0、

R M S E A が 0 . 0 0 0 で あ り 、 良 好 な 適 合 度 が 得 ら れ た 。  

得 ら れ た 全 体 モ デ ル を 使 用 し て 、 各 ク ラ ス で パ ス 解 析 を 行 っ た と

こ ろ 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の み 解 析 結 果 が 得 ら

れ た が 、 χ 2 値 が 2 6 . 8 2 3、 p 値 が 0 . 0 6 1、 適 合 度 指 標 は C F I が

0 . 5 8 7、 R M S E A が 0 . 1 5 2 で あ り 、 当 て は ま り が 良 い モ デ ル で は な か

っ た 。 要 因 数 に 対 し 、 n 数 が 4 3 人 中 2 6 人 と 少 な い こ と か ら 、 当 て

は ま り が 良 い モ デ ル が 得 ら れ な か っ た と 考 え る 。 さ ら に 、 「 未 婚 ・

こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス の n 数 が 4 3 人 中 1 7 人 の み で あ っ た

た め 、 パ ス 解 析 の 結 果 が 得 ら れ な か っ た 。  

以 上 の 結 果 か ら 、 良 好 な 適 合 度 が 得 ら れ た 全 体 モ デ ル の 結 果 の み

で は 、 患 者 背 景 を 考 慮 し た 考 察 が で き な い こ と か ら 、 当 て は ま り が

良 い モ デ ル で は な か っ た が 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ

ス モ デ ル の 結 果 も 考 察 し 、 全 体 モ デ ル と 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事

な し 」 ク ラ ス モ デ ル と の 比 較 か ら 、 一 方 の 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕

事 あ り 」 ク ラ ス も 考 察 し て い く 。  

全 体 モ デ ル と 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の モ デ ル の

結 果 を 、 図 Ⅴ - 1 1、 図 Ⅴ - 1 2 に 示 す 。 病 態 要 因 の 「 が ん 経 験 」 「 退

院 後 疾 病 」 「 c l a s s」 、 行 動 要 因 の 「 選 好 」 「 キ ー パ ー ソ ン 」 が

R e g r e t に 直 接 影 響 を 及 ぼ し て い た 。  

 

 

クラス n 最小 最大 平均 標準偏差 t値 p値
既婚・こどもあり・仕事なし 26 0.00 55.00 9.81 15.90
未婚・こどもなし・仕事あり 17 0.00 60.00 15.00 17.85

0.324-0.997
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( 1 )「 が ん 経 験 」 の 影 響  

「 が ん 経 験 」 は 、 P C S の み に 影 響 を 示 し て い た 。 全 体 モ デ ル 、

「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス 共 に 、 「 が ん 経 験 」 が あ る

患 者 は 、 「 が ん 経 験 」 な し の 患 者 よ り P C S が 高 か っ た 。  

 

( 2 )「 選 好 」 の 影 響  

「 選 好 」 は 、 P C S、 R e g r e t に 影 響 を 示 し て い た 。 特 に 「 既 婚 ・

こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス は 、 全 体 モ デ ル よ り も パ ス 係 数 が 弱

か っ た 。 「 選 好 」 を 表 出 し て い る 患 者 の 方 が 、 「 選 好 」 を 表 出 し て

い な い 患 者 よ り P C S は 低 い こ と が 明 ら か に な っ た 。 一 方 、 R e g r e t

は 、 「 選 好 」 を 表 出 し て い る 患 者 の 方 が 、 「 選 好 」 を 表 出 し て い な

い 患 者 よ り R e g r e t は 高 い こ と が 明 ら か に な っ た 。  

な お 、 「 選 好 」 は 、 「 キ ー パ ー ソ ン 」 「 退 院 後 疾 病 」 「 c l a s s」

と 相 関 関 係 が あ り 、 「 選 好 」 を 表 出 し た 患 者 は 「 キ ー パ ー ソ ン 」 は

い な い 、 「 選 好 」 を 表 出 し た 患 者 は 「 退 院 後 疾 病 」 が あ る 、 「 選

好 」 を 表 出 し た 患 者 は 細 胞 診 結 果 の 「 c l a s s」 が 低 い 、 す な わ ち 病

理 学 的 に 軽 度 で あ る と い う 関 係 で あ っ た 。  

 

( 3 )「 キ ー パ ー ソ ン 」 の 影 響  

「 キ ー パ ー ソ ン 」 は 、 R e g r e t に の み 影 響 を 示 し て い た 。 「 キ ー

パ ー ソ ン 」 が い た 患 者 の 方 が 、 「 キ ー パ ー ソ ン 」 が い な か っ た 患 者

よ り も R e g r e t は 低 い 結 果 で あ っ た 。  

 

( 4 )「 退 院 後 疾 病 」 の 影 響  

「 退 院 後 疾 病 」 は 、 M C S、 P C S に 影 響 を 示 し て い た 。 特 に 全 体 モ

デ ル 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス 共 に 、 有 意 に 高 く

M C S に 影 響 を 及 ぼ し て お り 、 「 退 院 後 疾 病 」 あ る と 、 M C S が 低 く

な る こ と が 示 唆 さ れ た 。 一 方 、 P C S に 関 し て は 、 「 退 院 後 疾 病 」 が

あ る 患 者 は 、 「 退 院 後 疾 病 」 が な い 患 者 よ り P C S が 高 い 正 の 影 響

が 示 唆 さ れ た 。  

 

( 5 )「 c l a s s」 の 影 響  

細 胞 診 結 果 の 「 c l a s s」 は 、 P C S に の み 影 響 を 示 し て い た 。

「 c l a s s」 が 進 む ほ ど P C S が 低 く な る と い う こ と が 示 唆 さ れ た 。 全
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体 モ デ ル よ り 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の 方 が 強 い

影 響 で あ っ た 。 「 c l a s s」 が 高 く な る ほ ど 、 P C S が 低 く な る 結 果 で

あ っ た 。  

 

( 6 )「 S F - 8（ P C S , M C S） 」 の 影 響  

P C S、 M C S 共 に 、 R e g r e t に 直 接 の パ ス は な か っ た 。 患 者 要 因 か ら

R e g r e t へ の 間 接 効 果 は 示 唆 さ れ な か っ た 。 P C S か ら M C S へ の 負 の

影 響 は 示 唆 さ れ た 。  
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図 Ⅴ - 1 1 	 子 宮 頸 部 異 形 成 に お け る 患 者 要 因 の R e g r e t へ の 影 響   

（ 全 体 モ デ ル ）  

 

注 ： 患 者 要 因 （ カ テ ゴ リ カ ル 変 数 ）  

が ん 経 験 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

選 好 有 無 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

キ ー パ ー ソ ン ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

退 院 後 疾 病 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

	 	 	 	 C l a s s 群 ： 「 0」 Ⅰ ・ 「 1」 Ⅱ ・ 「 2」 Ⅲ a  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「 3」 :  Ⅲ b・ 「 4」 :Ⅳ ・ 「 5」 :Ⅴ  

 

  

������
χ2= 9.297

df=17
P=0.930

CFI=1.000
RMSEA=0.000

*

**
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図 Ⅴ - 1 2 	 子 宮 頸 部 異 形 成 に お け る 患 者 要 因 の R e g r e t へ の 影 響  

（ 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し ）  

 

注 ： 患 者 要 因 （ カ テ ゴ リ カ ル 変 数 ）  

が ん 経 験 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

選 好 有 無 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

キ ー パ ー ソ ン ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

退 院 後 疾 病 ： 「 0」 無 ・ 「 1」 有  

	 	 	 	 C l a s s 群 ： 「 0」 Ⅰ ・ 「 1」 Ⅱ ・ 「 2」 Ⅲ a  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「 3」 :  Ⅲ b・ 「 4」 :Ⅳ ・ 「 5」 :Ⅴ  

 

  

**

������
χ2= 26.823

df=17
P=0.061

CFI=0.587
RMSEA=0.152
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Ⅴ - 6 - 2 .考 察  

1 )患 者 要 因 が R e g r e t に 与 え る 影 響  

潜 在 ク ラ ス 分 析 に よ っ て 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 と

「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 の 2 つ の ク ラ ス に 層 別 が で き た 。

2 つ の グ ル ー プ は 、 「 年 代 」 は 両 ク ラ ス 共 に 同 じ 年 代 ( 4 0 代 以 下 )の

女 性 で あ っ た が 、 「 L O C」 に 関 し て は 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事

な し 」 ク ラ ス は 内 的 統 制 傾 向 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク

ラ ス は 外 的 統 制 傾 向 と 顕 著 な 違 い が あ っ た こ と か ら 、 行 動 変 容 に よ

る 違 い も 考 慮 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

各 ク ラ ス の 日 本 語 版 D R S（ 表 Ⅴ - 1 8） の 平 均 値 の 差 の 検 定 で は 、

有 意 な 差 は な か っ た 。 し か し 統 計 的 に は 有 意 で は な か っ た が 、 「 既

婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス 平 均 点 は 9 . 8 1 点 、 「 未 婚 ・ こ

ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス 平 均 点 は 1 5 . 0 0 点 と 違 い が あ る こ と か

ら 、 患 者 背 景 に よ る R e g r e t の 違 い に も 考 慮 し て い く 必 要 が あ る と

考 え る 。  

本 疾 患 患 者 は 4 3 名 で あ り 、 要 因 数 と n 数 か ら 、 適 合 度 の 良 い パ

ス 解 析 結 果 が 得 ら れ た の は 、 4 3 名 の 全 体 モ デ ル の み で あ っ た 。 当

て は ま り は あ ま り 良 い 結 果 で は な か っ た が 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・

仕 事 な し 」 ク ラ ス の 結 果 が 得 ら れ た の で 、 全 体 モ デ ル と の 比 較 か

ら 、 一 方 の 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス の 結 果 の 考 察 を

行 っ て い く こ と と し た 。  

過 去 の 「 が ん 経 験 」 の 影 響 は 、 P C S の み に 影 響 を 示 し て お り 、 全

体 モ デ ル 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス 共 に 、 過 去 に

「 が ん 経 験 」 が あ っ た 患 者 は 、 過 去 に 「 が ん 経 験 」 が な い 患 者 よ り

も P C S が 高 か っ た 。 Ⅴ - 5 に お け る 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性

腫 瘍 と 同 様 、 が ん 患 者 は 、 自 分 の 病 状 と 治 療 に 関 す る 不 確 か さ を き

っ か け に し 、 生 活 の 見 方 を 変 え 、 人 生 で 重 要 な こ と は 何 か を 考 え 直

す な ど 、 不 確 か さ は 脅 威 と な る 反 面 、 希 望 を 保 つ 作 用 が あ る (国 府 ,  

2 0 0 8 )。 こ の こ と か ら 、 過 去 の 「 が ん 経 験 」 に よ り 、 身 体 的 健 康 感

を 肯 定 的 に 感 じ る 傾 向 が あ る と 考 え る 。  

ま た 、 パ ス 係 数 の 大 き さ か ら 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク

ラ ス も 同 様 の 結 果 で あ る と 考 察 で き 、 過 去 の 「 が ん 経 験 」 は 、 患 者

背 景 の 違 い に よ る 影 響 の 違 い が な い と 考 え ら れ る 。  
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「 選 好 」 は R e g r e t に 影 響 を 示 し て い た 。 同 じ 行 動 要 因 の 「 キ ー

パ ー ソ ン 」 も 同 様 に R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て お り 、 パ ス は 逆 の 影

響 で あ っ た 。 「 選 好 」 と 「 キ ー パ ー ソ ン 」 は 、 相 関 関 係 も あ り 、

「 キ ー パ ー ソ ン 」 が い な か っ た 患 者 は 「 選 好 」 を 表 出 す る 傾 向 で 、

「 選 好 」 を 表 出 し た こ と に よ り R e g r e t は 低 く な る こ と は な く 、 高

い 傾 向 に あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 「 キ ー パ ー ソ ン 」 が い た 患 者 は 、

「 キ ー パ ー ソ ン 」 が い な か っ た 患 者 よ り R e g r e t は 低 く 、 「 キ ー パ

ー ソ ン 」 の 重 要 性 と 必 要 性 が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 パ ス 係 数 の 大

き さ か ら 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス の 女 性 も 同 じ 傾

向 で あ る と 考 え ら れ る 。  

「 退 院 後 疾 病 」 は M C S、 P C S に 影 響 を 示 し 、 R e g r e t へ の 直 接 の

影 響 は な か っ た 。 特 に M C S へ の 影 響 が 有 意 に 大 き く 、 「 退 院 後 疾

病 」 が あ る 患 者 は 、 「 退 院 後 疾 病 」 が な い 患 者 よ り M C S が 低 い こ

と が 示 唆 さ れ た 。 こ の 結 果 は 、 M C S か ら R e g r e t へ 影 響 を 及 ぼ し て

い な い こ と か ら 、 「 退 院 後 疾 病 」 に よ る 精 神 的 健 康 感 低 下 と 考 え ら

れ 、 本 疾 患 に よ る 影 響 は 少 な い と 考 え る 。 ま た 、 全 体 モ デ ル よ り

も 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の 女 性 の 方 が 大 き い パ

ス 係 数 で あ っ た こ と か ら 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス

と の 比 較 に お い て も 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の 方

が M C S は 大 き い と 考 察 で き る 。 潜 在 ク ラ ス 分 析 に よ る 結 果 か ら 、

「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の L O C は 内 的 統 制 傾 向 で

あ り 、 「 未 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス の L O C は 外 的 統 制

傾 向 で あ る こ と が 判 明 し て お り 、 疾 病 に 罹 患 す る こ と に よ り 、 自 分

の 責 任 で あ る と 思 う 内 的 統 制 傾 向 の 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な

し 」 ク ラ ス の 方 が 、 M C S が 低 い こ と は 納 得 が で き る 。  

細 胞 診 結 果 の 「 c l a s s」 は 、 P C S の み に 影 響 を 示 し て い た 。

「 c l a s s」 が 進 む ほ ど P C S が 低 く な る と い う こ と が 示 唆 さ れ た 。 子

宮 頸 部 異 形 成 は 電 子 カ ル テ 情 報 に お い て 、 患 者 の 「 自 覚 症 状 」 は な

い こ と か ら 、 自 覚 症 状 な く 手 術 が 実 施 さ れ る と い う こ と に な り 、

P C S が 低 く な っ た の で は な い か と 考 え る 。 細 胞 診 結 果 の 「 c l a s s」

が 大 き い 数 値 と い う こ と は 、 よ り 癌 化 に 近 づ い て い る と い う こ と で

あ る こ と か ら 、 患 者 の 不 安 が 身 体 的 健 康 に も 影 響 を 及 ぼ し て い る と

考 え る 。 ま た 、 全 体 モ デ ル の 方 が 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な

し 」 ク ラ ス よ り 大 き い 影 響 で あ っ た こ と か ら 、 「 未 婚 ・ こ ど も な
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し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス に お い て も 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な

し 」 ク ラ ス よ り P C S の 影 響 が 大 き い と 考 察 で き る 。 さ ら に

「 c l a s s」 は 、 「 選 好 」 と 負 の 相 関 関 係 が あ り 、 「 c l a s s」 が 進 む ほ

ど 「 選 好 」 は 表 出 さ れ て い な か っ た 。 負 の 相 関 の 現 象 は 、 病 状 の 深

刻 さ が 悪 性 腫 瘍 と 似 て お り 、 Ⅴ - 5 の 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪

性 腫 瘍 の 結 果 の よ う に 、 診 療 の 必 要 性 の 大 き さ 、 ま た 深 刻 さ に よ

り 、 診 療 選 択 を 医 師 に 任 せ る 、 選 択 を 避 け る 、 現 状 の 維 持 へ の 行 動

を 図 る と い う 選 択 の 逃 避 (増 田 他 ,  1 9 9 7 )が 起 き て い る こ と も 考 え ら

れ る 。  

 

2 ) R e g r e t 認 識 へ の プ ロ セ ス （ 直 接 効 果 と 間 接 効 果 ）  

R e g r e t へ の 直 接 効 果 は 、 患 者 の 行 動 要 因 「 選 好 」 「 キ ー パ ー ソ

ン 」 の み で あ っ た 。 ま た 、 患 者 背 景 要 因 に よ る 「 既 婚 ・ こ ど も あ

り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス と 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス の

大 き な 違 い は 予 想 さ れ ず 、 患 者 背 景 に よ り R e g r e t に 影 響 す る 要 因

が 違 う こ と は い え な か っ た 。 さ ら に 患 者 要 因 に よ る 、 正 負 逆 の 直 接

効 果 は な か っ た こ と か ら 、 患 者 背 景 に よ る 影 響 の 違 い も な い こ と が

明 ら か に な っ た 。 表 Ⅴ - 1 8 の ク ラ ス に よ る 日 本 語 版 D R S の 違 い は 有

意 で は な か っ た が 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス は 、

「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス よ り 平 均 点 が 低 か っ た こ と

か ら 、 医 師 は 、 患 者 の 背 景 に よ る 要 因 に 注 意 し 、 患 者 の 選 好 を 聞 く

こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 「 キ ー パ ー ソ ン 」 が い た 患 者 の 方 が

R e g r e t は 低 か っ た こ と か ら 、 「 キ ー パ ー ソ ン 」 の 存 在 に も 注 目 す

る 必 要 が あ る 。  

R e g r e t へ の 間 接 効 果 は 、 子 宮 頸 部 異 形 成 に は な い こ と が 示 唆 さ

れ た 。 身 体 の 健 康 感 と は 関 係 な く 、 患 者 要 因 「 選 好 」 と 「 キ ー パ ー

ソ ン 」 が R e g r e t に 直 接 影 響 す る と い う こ と で あ る 。  

 

3 )適 用 限 界 と 今 後 の 課 題  

本 疾 患 は 、 患 者 数 が 少 な い こ と 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し ・ 仕 事 あ

り 」 ク ラ ス の パ ス 解 析 の 結 果 が 得 ら れ ず 、 パ ス 解 析 の 結 果 が 得 ら れ

た 全 体 モ デ ル と 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 か ら 考 察 す る 報 告

と な っ た 。 考 察 の 結 果 、 各 ク ラ ス の 顕 著 な 違 い は み ら れ な か っ た こ

と か ら 、 さ ら に 多 く の 対 象 患 者 の 解 析 に よ る 明 ら か な 結 果 が 必 要 で
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あ る と 考 え た 。 し か し 、 対 象 患 者 は 、 患 者 の 思 い の 変 化 を 考 え 、 調

査 時 期 を 限 局 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 限 界 も 生 じ る と 考 え る 。  

本 疾 患 で の 検 討 で は 、 多 様 な 女 性 の 背 景 に よ り 、 R e g r e t に 影 響

す る 要 因 は 様 々 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 患 者 の 「 選

好 」 が 表 出 さ れ て お り 、 さ ら に 地 域 を 広 げ 、 同 じ 仮 説 に よ る 検 証 を

行 い 、 地 域 性 に よ る 患 者 の 「 選 好 」 の 違 い を 検 討 す る こ と も 必 要 で

あ る と 考 え る 。  
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Ⅴ - 6 - 3 .結 論  

本 章 の Ⅴ - 6 で は 、 手 術 を 受 け た 子 宮 頸 部 異 形 成 を 対 象 と し 、 患

者 の 日 本 語 版 D R S と 健 康 関 連 Q O L に 、 患 者 の ど の よ う な 要 因 が 影

響 を 及 ぼ し て い る か 、 ま た 健 康 関 連 Q O L は 日 本 語 版 D R S に 影 響 を

及 ぼ し て い る か に つ い て 検 証 を 行 い 、 以 下 の こ と が 明 ら か に な っ

た 。  

 

1 ) R e g r e t へ の 影 響 因 子 は 、 患 者 の 行 動 要 因 「 選 好 」 「 キ ー パ ー ソ

ン 」 で あ っ た 。  

2 )診 療 プ ロ セ ス に お け る 「 選 好 」 の 表 出 は 、 R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し

て い た 。  

3 ) R e g r e t は 、 患 者 要 因 か ら 健 康 関 連 Q O L を 介 し た 間 接 効 果 は な か

っ た 。  

 

R e g r e t へ 直 接 影 響 す る 要 因 は 、 「 選 好 」 「 キ ー パ ー ソ ン 」 と い

う 患 者 の 行 動 要 因 で あ り 、 健 康 関 連 Q O L を 認 識 し て か ら R e g r e t を

感 じ る 間 接 効 果 は な か っ た こ と か ら 、 医 師 は 、 患 者 が 自 分 の 疾 患 や

治 療 に 関 し て 正 確 に 理 解 し 判 断 で き る よ う に 情 報 を 提 供 し 、 患 者 の

診 療 の 選 好 を 促 す 必 要 が あ る と 考 え る 。  
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第 Ⅵ 章  

研 究 総 括  

 

 

Ⅵ - 1 .全 体 的 考 察 	

1） 日 本 語 版 D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e の 妥 当 性 の 検 証 に つ い て  

本 研 究 は 、 患 者 の 「 意 思 決 定 」 を 、 患 者 に と っ て 最 善 の も の で あ

っ た の か 評 価 す る こ と は 、 現 代 の 医 師 患 者 関 係 に お け る 診 療 方 針 の

合 意 形 成 で 重 要 で あ る と 考 え た 。 患 者 の 「 意 思 決 定 」 の 評 価 指 標 の

ひ と つ と し て 、 R e g r e t と い う 感 情 を 測 定 す る た め 日 本 語 版 尺 度 を

翻 訳 ・ 作 成 し た 。  

第 Ⅲ 章 で は 、 患 者 の 「 意 思 決 定 」 の R e g r e t が 測 定 で き る 尺 度 と

し て 、 2 0 0 3 年 に カ ナ ダ で 開 発 さ れ た D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e (以 下

D R S ) ( B r e h a u t  e t  a l .  2 0 0 3 )を 日 本 語 版 D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e (以 下 日

本 語 版 D R S )と し て 翻 訳 ・ 作 成 し 、 適 用 可 能 で あ る か 妥 当 性 検 証 を

行 っ た 。  

そ の 結 果 、 完 成 し た 日 本 語 版 D R S を 使 用 し て 、 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、

胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ 患 者 に 対 し て 質 問 紙 調 査 を 行 い 、 計

量 心 理 学 的 手 法 で 尺 度 の 信 頼 性 と 妥 当 性 が あ る こ と を 明 ら か に し た

( T a n n o  e t  a l .  2 0 1 6 )。  

さ ら に 、 対 象 と し た 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー

プ 患 者 の 日 本 語 版 D R S の 点 数 は 1 2 . 9 点 と 低 く 、 こ れ ら の 患 者 の 腹

腔 鏡 下 手 術 へ の 意 思 決 定 後 の R e g r e t が 低 い こ と が 明 ら か に な っ

た 。  

原 作 D R S ( B r e h a u t  e t  a l .  2 0 0 3 )の 研 究 で は 、 再 検 査 信 頼 性 検 証 は

行 わ れ て い な か っ た 。 本 研 究 で は 日 本 語 版 D R S の 再 検 査 信 頼 性 が

検 証 さ れ 、 こ の 尺 度 の 高 い 信 頼 性 が 実 証 さ れ た 。 さ ら に 、 日 本 に お

い て は 、 R e g r e と い う 概 念 で 、 意 思 決 定 後 の 評 価 を 行 っ た 研 究 は な

い 。 日 本 語 版 D R S は 、 後 悔 と い う 概 念 だ け で な く 、 患 者 の 自 己 非

難 と い う こ と も 評 価 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 今 後 、 こ の 尺

度 を 用 い て デ ー タ を 収 集 す る こ と で 、 診 療 プ ロ セ ス に お け る 大 き な

意 思 決 定 を し た 患 者 の R e g r e t が さ ら に 明 ら か に な っ て い く と 考 え

る 。 こ れ ら の デ ー タ を 蓄 積 し て い く こ と に よ り 、 医 師 が 患 者 へ 行 う
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イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 在 り 方 を 考 え る 際 に 、 参 考 資 料 に な る

の で は な い か と 考 え る 。  

 

2） 日 本 語 版 D R S と 患 者 要 因 の 関 係  

第 Ⅳ 章 と 第 Ⅴ 章 は 、 日 本 語 版 D R S を 使 用 し 、 患 者 の R e g r e t に 影

響 を 及 ぼ す 患 者 要 因 を 明 ら か に す る 研 究 を 行 っ た 。  

第 Ⅳ 章 は 、 鼠 径 ヘ ル ニ ア 、 胆 石 症 、 胆 嚢 炎 、 胆 嚢 ポ リ ー プ 患 者 を

対 象 に 、 患 者 の 性 別 、 年 齢 、 術 式 、 合 併 症 を 患 者 要 因 と し て 、 日 本

語 版 D R S と の 関 係 を 検 証 し た 。 同 時 に 、 患 者 の 健 康 関 連 Q O L に つ

い て も 、 患 者 要 因 を 介 し て R e g r e t へ の 間 接 効 果 が あ る と 仮 説 を 立

て 、 検 証 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 R e g r e t に 直 接 影 響 を 及 ぼ し て い る

の は 性 別 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 さ ら に 、 年 齢 は M C S を 介

し 、 術 式 、 合 併 症 は P C S を 介 し て R e g r e t に 影 響 す る と い う 間 接 効

果 が 示 唆 さ れ た (丹 野 ・ 高 木 ,  2 0 1 5 )。  

こ れ ま で 、 R e g r e t へ の 影 響 要 因 を 検 証 し た 研 究 は な く 、 本 研 究

で 初 め て D R S に 性 差 に よ る 違 い が あ る こ と が 示 さ れ た 。 さ ら に 、

男 性 の 方 が 、 女 性 よ り も 日 本 語 版 D R S が 高 く 、 意 思 決 定 に 対 す る

R e g r e t が 高 い こ と が 示 唆 さ れ 、 イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト や 意 思

決 定 の 場 面 に お い て 、 医 師 は 、 性 差 に よ る 違 い を 考 慮 す る 必 要 が あ

る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

本 研 究 で 、 日 本 語 版 D R S へ の 影 響 要 因 を 明 ら か に し た こ と で 、

今 後 日 本 語 版 D R S を 使 用 し た 研 究 を 行 う 際 に 、 こ れ ら の 影 響 要 因

を 考 慮 ・ 調 整 し た 検 証 を 行 う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 研 究 結

果 は 、 患 者 の 意 思 決 定 に お け る 日 本 語 版 D R S に 関 す る 研 究 が 進 ん

で い く に あ た り 、 意 義 が 大 き い と 考 え る 。  

第 Ⅴ 章 は 、 第 Ⅳ 章 で の 結 果 を 踏 ま え て 、 女 性 生 殖 器 系 疾 患 患 者 を

対 象 と し た 。 子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 、 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪

性 腫 瘍 、 子 宮 頸 部 異 形 成 の 3 疾 患 の 患 者 を 対 象 と し 、 各 疾 患 別 に 検

証 を 行 っ た 。 各 疾 患 共 に 多 様 な 患 者 要 因 が 存 在 す る こ と か ら 、 患 者

要 因 を 整 理 し 、 患 者 背 景 要 因 で 患 者 を グ ル ー プ 化 す る 潜 在 ク ラ ス 分

析 を 行 い 、 次 に パ ス 解 析 に よ る 多 母 集 団 比 較 を 行 っ た 。  

子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍 に お い て 、 R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て い た

の は 、 病 態 要 因 「 自 覚 症 状 」 、 行 動 要 因 「 選 好 」 、 治 療 要 因 「 術 式

② 」 で あ っ た 。 特 に 「 選 好 」 は R e g r e t へ の 直 接 効 果 に よ る 影 響 が
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示 唆 さ れ 、 「 選 好 」 を 表 出 し た 患 者 は 、 「 選 好 」 を 表 出 し な か っ た

患 者 よ り も R e g r e t が 低 か っ た こ と が 明 ら か に な っ た 。   

N ’ G b a r a  a n d  B r a n s c o m b e ( 1 9 9 7 )は 、 積 極 的 な 行 動 は 積 極 的 で な い

行 動 よ り も 低 い ア ウ ト カ ム に な る と 報 告 し て お り 、 意 思 決 定 に お い

て 積 極 的 に 「 選 好 」 を 表 出 し た 患 者 は 、 R e g r e t が 低 く な っ た と 考

え る 。 診 療 方 針 の 合 意 形 成 ま で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 中 で 、 患 者

が 「 選 好 」 を 表 出 し な い か ら と い っ て 、 「 選 好 」 が な い と 判 断 せ

ず 、 患 者 に 対 し て 「 選 好 」 を 促 し 、 そ の 「 選 好 」 を 尊 重 し た 診 療 方

針 を 提 案 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

患 者 背 景 に よ る 多 母 集 団 比 較 で は 、 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス

は 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク ラ ス よ り 「 選 好 」 の 影 響 が 大 き く 、 患

者 本 人 及 び 家 族 の 多 様 な 背 景 に よ る 影 響 だ と 考 え る 。 女 性 患 者 の 背

景 に よ る 診 療 決 定 へ の 影 響 を 明 ら か に し た こ と は 、 乳 が ん 患 者 に お

け る 質 的 研 究 で は 存 在 す る が 、 量 的 研 究 で 実 証 さ れ た こ と は ほ と ん

ど な く 、 意 義 が あ る と 考 え る 。  

R e g r e t へ の 間 接 効 果 は 、 「 自 覚 症 状 」 と 「 術 式 ② 」 で 確 認 さ れ

た 。 特 に 「 既 婚 ・ こ ど も あ り 」 ク ラ ス は 、 「 未 婚 ・ こ ど も な し 」 ク

ラ ス よ り P C S か ら M C S へ の 影 響 が 大 き か っ た 。 多 母 集 団 比 較 に よ

る 患 者 背 景 に よ る 違 い の 実 証 も 今 ま で に な く 、 新 規 性 が あ る と 考 え

る 。  

子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 に お い て 、 病 態 要 因 「 自 覚 症

状 」 、 「 が ん 経 験 」 、 「 ス テ ー ジ 」 、 治 療 要 因 「 補 助 療 法 」 が

R e g r e t に 直 接 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 患 者 の 行 動 要 因 は 影 響 が な

く 、 電 子 カ ル テ の 情 報 か ら も 、 悪 性 腫 瘍 は 診 断 か ら 診 療 開 始 ま で の

時 間 が 短 く 、 不 安 や 混 乱 状 態 の 中 で の 診 療 開 始 で あ る と 考 え ら れ

る 。 病 態 要 因 と 治 療 要 因 が 、 直 接 R e g r e t に 影 響 し て い る こ と か

ら 、 患 者 の 「 選 好 」 の 表 出 は な く て も 、 潜 在 的 な 希 望 や 要 望 が あ る

こ と を 考 慮 す る 必 要 が あ る と 考 え た 。 悪 性 腫 瘍 患 者 の 精 神 的 な 変 化

を 、 診 療 が 開 始 さ れ て か ら も 聞 き 、 そ の 都 度 、 患 者 の 診 療 の 「 選

好 」 を 聞 い て い く 必 要 が あ る と 考 え る 。 「 補 助 療 法 」 で は 、 患 者 背

景 の 「 既 婚 ・ こ ど も あ り ・ 仕 事 な し 」 ク ラ ス と 「 未 婚 ・ こ ど も な

し ・ 仕 事 あ り 」 ク ラ ス で 正 負 逆 の 直 接 効 果 で あ っ た こ と が 推 察 さ

れ 、 患 者 背 景 に よ る 影 響 の 違 い も 、 考 慮 し な け れ ば な ら な い こ と も

示 唆 さ れ た 。  
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R e g r e t へ の 間 接 効 果 は 、 悪 性 腫 瘍 に は な い こ と が 示 唆 さ れ た 。

身 体 の 健 康 感 と は 関 係 な く 、 患 者 要 因 が R e g r e t に 直 接 影 響 す る と

い う こ と で あ る 。 診 療 方 針 の 合 意 形 成 ま で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

み な ら ず 、 診 療 中 も 患 者 背 景 に 配 慮 し 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 続 け

る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

子 宮 頸 部 異 形 成 に お い て 、 R e g r e t に 直 接 影 響 を 及 ぼ し て い た の

は 、 患 者 の 行 動 要 因 「 選 好 」 「 キ ー パ ー ソ ン 」 の み で あ っ た 。 「 選

好 」 と 「 キ ー パ ー ソ ン 」 は 、 相 関 関 係 も あ り 、 「 キ ー パ ー ソ ン 」 が

い な か っ た 患 者 は 「 選 好 」 を 表 出 す る 傾 向 で 、 「 選 好 」 を 表 出 し た

こ と に よ り R e g r e t は 低 く な る こ と は な く 、 高 く な る 傾 向 に あ る こ

と が 示 唆 さ れ た 。 「 キ ー パ ー ソ ン 」 が い た 患 者 は 、 「 キ ー パ ー ソ

ン 」 が い な か っ た 患 者 よ り R e g r e t は 低 く 、 「 キ ー パ ー ソ ン 」 の 重

要 性 と 必 要 性 が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 パ ス 係 数 の 大 き さ か ら 、 患

者 背 景 要 因 は 関 係 な く 同 じ 傾 向 で あ る と 考 え ら れ た 。 診 療 方 針 の 合

意 形 成 に 至 る ま で の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト で は 、 な る べ く キ ー

パ ー ソ ン の 参 加 を 促 す こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

以 上 の 結 果 が 得 ら れ た が 、 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 と

子 宮 頸 部 異 形 成 は 、 現 在 の 日 本 の D P C / P D P S 下 で は 同 一 疾 患 群 と し

て 分 類 さ れ て い る 。 子 宮 ・ 卵 巣 ・ 子 宮 附 属 器 の 悪 性 腫 瘍 で は 患 者 の

行 動 要 因 は R e g r e t へ の 影 響 が な く 、 子 宮 頸 部 異 形 成 と は 異 な る 結

果 で あ っ た 。 臨 床 上 で も 、 子 宮 頸 部 異 形 成 は 子 宮 ・ 卵 巣 の 良 性 腫 瘍

と 同 様 な 診 療 形 態 で あ る こ と か ら 、 患 者 に よ る 意 思 決 定 が 行 わ れ て

お り 、 患 者 も D P C / P D P S に お い て 悪 性 腫 瘍 の 分 類 に な っ て い る こ と

は 認 識 さ れ て い な い と 考 え る 。 今 後 は 、 さ ら に D P C / P D P S の 中 で 、

保 険 医 療 機 関 の 「 医 療 の 質 」 の 評 価 が 進 ん で い く こ と か ら 、 診 療 報

酬 と 臨 床 の 乖 離 を 防 ぐ た め に も 、 D P C / P D P S に お け る 疾 患 の 再 検 討

も 必 要 で あ る と 考 え る 。  

多 様 な 患 者 要 因 を 入 れ た 多 変 量 解 析 で 、 患 者 の R e g r e t と の 関 係

を 検 証 す る こ と に よ り 、 い く つ か の 課 題 は 残 さ れ た が 、 疾 患 に よ る

違 い や 患 者 に よ る 違 い を 具 体 的 に 提 示 で き た こ と は 、 今 後 の 発 展 性

が 期 待 で き 、 臨 床 に お け る 新 た な 医 師 患 者 関 係 の 構 築 に 貢 献 す る 研

究 と 考 え る 。  
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Ⅵ - 2 .  診 療 プ ロ セ ス に お け る 科 学 的 根 拠 に 基 づ い た 医 療 介 入 の

提 案  

本 研 究 に お け る 結 果 か ら 、 日 本 語 版 D R S は 妥 当 性 が あ る こ と が

確 認 で き た 。 さ ら に 日 本 語 版 D R S に よ っ て 、 患 者 の 疾 患 に よ る 、

患 者 の 個 人 的 背 景 や 病 態 、 診 療 、 行 動 と 意 思 決 定 の R e g r e t と の 関

係 を 明 ら か に す る こ と が 可 能 に な っ た 。  

イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト で は 、 「 治 療 方 法 」 「 予 後 」 「 危 険

性 」 「 利 益 」 「 リ ス ク 」 等 、 同 意 に 関 す る も の す べ て が 、 患 者 の 選

択 の 際 に 必 要 な 情 報 で あ る と さ れ て い る (酒 井 ・ 秦 ,  1 9 9 5 )が 、 患 者

に 対 し て 、 必 要 な 情 報 す べ て を 膨 大 な 時 間 を か け て 提 供 を し て も 、

患 者 に と っ て は 混 乱 が 生 じ て し ま う 。 C o u l t e r ,  P e l o ,  a n d  D o l l ( 1 9 9 4 )

は 、 医 師 は 、 患 者 の 「 選 好 」 を 引 き 出 す 、 適 切 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ス キ ル を 持 つ 必 要 が あ る と 述 べ て い る 。  

S a y  a n d  T h o m s o n ( 2 0 0 3 )は 、 医 療 の 「 意 思 決 定 」 に お け る 患 者 の

「 選 好 」 の 重 要 性 に 関 す る 報 告 か ら 、 「 医 療 の 質 」 を 改 善 す る に

は 、 医 師 は 患 者 の 「 選 好 」 を 理 解 す る べ き で あ る と 述 べ て い る 。  

本 研 究 の 結 果 か ら は 、 良 性 腫 瘍 や 悪 性 腫 瘍 に な る 前 の 疾 患 で 、 患

者 の 「 選 好 」 が R e g r e t に 大 き く 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 「 選 好 」 を

表 出 し た 患 者 は R e g r e t が 低 い こ と か ら 、 本 研 究 の 結 果 は 、 先 行 研

究 の 理 論 を 、 量 的 分 析 に よ っ て 実 証 し た こ と に な る 。  

P e t e r s  a n d  Z e l e n b e r g ( 2 0 0 5 )は 、 予 想 し て い た 行 動 が 取 れ な か っ た

時 の R e g r e t は 、 特 に R e g r e t が 高 く な る と 報 告 し て い る 。 患 者 の

「 選 好 」 を 自 主 性 に 任 せ る の で は な く 、 医 師 は 、 患 者 が 「 選 好 」 を

表 出 で き る よ う 促 す こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。  

さ ら に 、 T h o r n e  a n d  P a t e r s o n ( 2 0 0 1 )は 、 患 者 の 「 選 好 」 は 疾 患 の

経 過 と 共 に 変 わ る こ と か ら 、 医 師 は 患 者 の 「 選 好 」 の 変 化 に 敏 感 で

な け れ ば な ら な い と 報 告 し て い る 。 本 研 究 の 結 果 か ら も 、 悪 性 腫 瘍

の 患 者 の R e g r e t に 影 響 を 及 ぼ し て い る 要 因 は 、 手 術 後 の 「 補 助 療

法 群 」 及 び 診 療 に 要 す る 時 間 が 関 係 す る 「 S t a g e 群 」 で あ っ た 。 悪

性 腫 瘍 の 患 者 は 、 診 療 開 始 時 は 「 選 好 」 を 考 え る 余 裕 が な く 、 医 師

の 提 案 の ま ま に イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト が 取 ら れ 、 診 療 が 進 行 し

て い く 場 合 が あ る が 、 診 療 は 継 続 す る こ と か ら 、 最 初 の 「 意 思 決

定 」 の み で は な く 、 診 療 の 経 時 的 変 化 と 共 に 、 患 者 の 「 選 好 」 を 確

認 す る 必 要 が あ る 。  
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以 上 の こ と か ら 、 日 本 の 医 療 に お い て も 、 患 者 の 価 値 観 や 背 景 を

含 め た ニ ー ズ を 反 映 さ せ た 「 意 思 決 定 」 が 実 現 で き た か を 、 「 意 思

決 定 」 の R e g r e t で 測 定 す る こ と で 、 医 師 患 者 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン の 評 価 が で き 、 今 後 の 診 療 に 役 立 つ と 考 え る 。 新 し い 医 師 患 者

関 係 に お け る 新 た な パ ラ ダ イ ム の 問 題 点 の 改 善 に 寄 与 で き る と 考 え

る 。  
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Ⅵ - 3 .今 後 の 課 題 と 展 望  

本 研 究 の 第 Ⅲ 章 か ら 第 Ⅴ 章 は 、 横 断 研 究 と 過 去 起 点 コ ホ ー ト 研 究

を 用 い て 、 質 問 紙 調 査 や 患 者 の 過 去 の 診 療 記 録 か ら の デ ー タ 収 集 を

行 っ た 。 質 問 紙 調 査 は 郵 送 法 で あ る に も 関 わ ら ず 、 高 い 回 収 率 で あ

り 、 患 者 の 関 心 の 高 さ が 伺 え た 。 し か し な が ら 、 質 問 紙 に は 病 院 名

が 記 載 さ れ て い る こ と か ら 、 バ イ ア ス も 考 慮 す る 必 要 が あ る 。  

第 Ⅴ 章 の 女 性 生 殖 器 疾 患 患 者 に お い て 、 悪 性 腫 瘍 患 者 は 良 性 腫 瘍

患 者 よ り も 質 問 紙 の 回 収 が 速 く 、 診 療 が 終 了 し て い て も 、 患 者 に と

っ て は 疾 患 の 意 識 は 終 了 し て い な い こ と が 確 認 さ れ た 。 悪 性 腫 瘍 患

者 の 長 期 的 な ケ ア の 必 要 性 か ら 、 日 本 語 版 D R S の 測 定 に お い て

も 、 一 度 の 測 定 で 判 断 せ ず 、 患 者 の 経 時 的 な 意 識 を 考 慮 し た 測 定 も

必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 経 時 的 な 変 化 を 検 討 す る こ と は 、 ど の タ

イ ミ ン グ の 「 意 思 決 定 」 が 、 患 者 に と っ て 最 も 重 要 で あ る か を 確 認

す る こ と が 可 能 に な る 。  

女 性 生 殖 器 系 疾 患 は 、 が ん 検 査 の 効 果 に よ り 、 特 に 若 年 層 の 悪 性

腫 瘍 患 者 が 少 数 で あ っ た た め 、 よ り 確 実 な 科 学 的 根 拠 を 出 す た め に

は 、 単 施 設 の み で は な く 、 多 施 設 に よ る 検 討 も 必 要 で あ る と 考 え

た 。 ま た 、 多 施 設 に よ る 検 討 は 、 施 設 間 と 施 設 内 の 違 い を 検 討 す る

多 変 量 解 析 も 可 能 で あ り 、 現 状 を 知 る う え で も 有 用 で あ る と 考 え

る 。  

本 研 究 で は 、 診 療 後 の 患 者 の 「 意 思 決 定 」 評 価 で あ っ た が 、 今 後

は イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 方 法 に よ る 「 意 思 決 定 」 評 価 の 違 い

も 検 討 し 、 今 後 の イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 改 善 に 役 立 ち 、 医 療

者 及 び 患 者 の 支 援 に な る 研 究 を 展 望 し て い る 。  
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子 さ ん 、 東 邦 大 学 ケ ニ ヨ ン 充 子 さ ん に 深 く 感 謝 い た し ま す 。 お 二 人

と の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン や ア ド バ イ ス の お 蔭 で 、 博 士 論 文 を 完 成 す る

こ と が で き ま し た 。 修 士 課 程 か ら 、 大 学 院 で と も に 学 び 励 ま し 合 っ

た 慶 應 義 塾 大 学 大 学 院 博 士 課 程 の 鈴 木 圭 介 さ ん に 深 く 感 謝 い た し ま

す 。 今 ま で も 、 そ し て 今 後 も 私 に と っ て 大 切 な 仲 間 で す 。  

 

最 後 に 、 長 い 6 年 の 間 、 私 が 研 究 に 没 頭 す る こ と が で き た の

は 、 家 族 の サ ポ ー ト が あ っ た か ら で す 。 社 会 人 と 学 生 の 掛 け 持 ち と

い う 生 活 を 送 る 中 、 途 中 体 調 を 崩 す ア ク シ デ ン ト も あ り 、 家 族 に は

大 変 心 配 を か け て き ま し た 。 そ の よ う な 中 で も 、 家 族 は 全 面 的 に 支

え 続 け て く れ ま し た 。 深 く 感 謝 い た し ま す 。  

 

本 研 究 で は 、 書 き き れ な い く ら い の 沢 山 の 方 々 に お 世 話 に な り ま

し た 。 皆 さ ま の 支 え で 、 こ こ ま で 辿 り 着 く こ と が で き ま し た 。 あ り

が と う ご ざ い ま し た 。  

こ の 6 年 間 で 、 私 は 研 究 者 と し て 成 長 す る こ と が で き ま し た 。

ま た 、 精 神 的 な 強 さ も 身 に つ き ま し た 。 今 後 も 引 き 続 き 研 究 を 続

け 、 多 く の 現 場 の 医 療 者 や 患 者 の 支 援 が で き る 専 門 家 と し て 、 強 い

信 念 を 持 っ て 邁 進 し て い き た い と 思 い ま す 。  

平 成 2 7 年 9 月 吉 日  

丹野	 清美	



112 
 

引 用 文 献  

A r i a s ,  Y . ,  T a y l o r ,  D .  S .  &  M a r c i n ,  J .  P .  ( 2 0 0 4 ) .  A s s o c i a t i o n  B e t w e e n  

E v e n i n g  A d m i s s i o n s  A n d  H i g h e r  M o r t a l i t y  R a t e  i n  t h e  P e d i a t r i c  

I n t e n s i v e  C a r e  u n i t .  P e d i a t r i c s ,  1 1 3 ( 6 ) ,  5 3 0 - 5 3 4 .  

A s h c r o f t ,  J .  J . ,  L e i n s t e r ,  S .  J . ,  &  S l a d e  P .  D .  ( 1 9 8 5 ) .  B r e a s t  C a n c e r -

p a t i e n t  c h o i c e  o f  t r e a t m e n t ;  p r e l i m i n a r y  c o m m u n i c a t i o n .  7 8 ( 1 ) ,  

4 3 - 4 6 .  

B e l l ,  C .  M .  &  R e d e l m e i e r ,  D .  A .  ( 2 0 0 1 ) .  M o r t a l i t y  a m o n g  P a t i e n t s  

A d m i t t e d  t o  H o s p i t a l s  o n  W e e k e n d s  a s  C o m p a r e d  w i t h  

W e e k d a y s .  N e w  E n g l a n d  J o u r n a l  o f  M e d i c i n e ,  3 4 5 ( 9 ) ,  6 6 3 - 6 6 8 .  

B e l l ,  D .  E .  ( 1 9 8 2 ) . R e g r e t  i n  d e c i s i o n  m a k i n g  u n d e r  u n c e r t a i n t y .  

O p e r a t i o n s  R e s e a r c h ,  3 0 ( 5 ) ,  9 6 1 - 9 8 1 .  

B r e h a u t ,  J .  C . ,  O ’ C o n n o r ,  A .  M . ,  W o o d ,  T .  J . ,  H a c k ,  T .  S . ,  S i m i n o f f ,  

L . ,  G o r d o n ,  E . &  S t e w a r t ,  D .  F .  ( 2 0 0 3 ) .  V a l i d a t i o n  o f  a  D e c i s i o n  

R e g r e t  S c a l e .  M e d i c a l  D e c i s i o n  M a k i n g ,  2 3 ( 4 ) ,  2 8 1 - 2 9 2 .  

C h a s s i n ,  M .  R .  ( 1 9 9 8 ) .  I s  H e a l t h  C a r e  R e a d y  f o r  S i x  S i g m a  Q u a l i t y ?  .  

T h e  M i l b a n k  Q u a r t e r l y ,  7 6 ( 4 ) ,  5 6 5 - 5 9 1 .  

C h a s s i n ,  M .  R . ,  G a l v i n ,  R . W .  &  t h e  N a t i o n a l  R o u n d t a b l e  o n  H e a l t h  

C a r e  Q u a l i t y .  ( 1 9 9 8 ) .  T h e  U r g e n t  N e e d  t o  I m p r o v e  H e a l t h  C a r e  

Q u a l i t y .  J o u r n a l  o f  t h e  A m e r i c a n  M e d i c a l  A s s o c i a t i o n ,  2 8 0 ,  

1 0 0 0 - 1 0 0 5 .  

C h i e n ,  C .  H . ,  C h u a n g ,  C .  K . ,  L i u ,  K .  L . ,  L i ,  C .  L .  &  L i u ,  H .  E .  

( 2 0 1 4 ) .  C h a n g e s  i n  d e c i s i o n a l  c o n f l i c t  a n d  d e c i s i o n a l  r e g r e t  i n  

p a t i e n t s  w i t h  l o c a l i z e d  p r o s t a t e  c a n c e r .  J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  

N u r s i n g ,  2 3 ( 1 3 - 1 4 ) ,  1 9 5 9 - 1 9 6 9 .  

C l a r k ,  J . A . ,  W r a y ,  N . P .  &  A s h t o n ,  C .  M .  ( 2 0 0 1 ) .  L i v i n g  w i t h  

t r e a t m e n t  d i c i s i o n :  r e g r e t s  a n d  q u a l i t y  o f  l i f e  a m o n g  m e n  

t r e a t e d  f o r  m e t a s t a t i c  p r o s t a t e  c a n c e r .  J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  

O n c o l o g y ,  1 9 ( 1 ) ,  7 2 - 8 0 .  

C l a r k ,  J .  A . ,  W r a y ,  N .  P . ,  B r o d y ,  B .  A s h t o n ,  C . ,  G i e s l e r ,  B .  &  

W a t k i n s ,  H .  ( 1 9 9 7 ) .  D i m e n s i o n s  o f  q u a l i t y  o f  l i f e  e x p r e s s e d  b y  

m e n  t r e a t e d  f o r  m e t a s t a t i c  p r o s t a t e  c a n c e r .  S o c i a l  S c i e n c e  a n d  

M e d i c i n e ,  4 5 ( 8 ) ,  1 2 9 9 - 1 3 0 9 .  



113 
 

C o n n o l l y ,  T .  &  R e b  J .  ( 2 0 0 5 ) .  R e g r e t  i n  C a n c e r - R e l a t e d  D e c i s i o n s .  

H e a l t h  P s y c h o l o g y ,  2 4 ( 4 ) ,  S 2 9 - S 3 4 .  

C o u l t e r ,  A . ,  P e l o .  V .  &  D o l l ,  H .  ( 1 9 9 4 ) .  P a t i e n t s '  p r e f e r e n c e s  a n d  

g e n e r a l  p r a c t i t i o n e r s '  d e c i s i o n s  i n  t h e  t r e a t m e n t  o f  m e n s t r u a l  

d i s o r d e r s .  F a m i l y  P r a c t i c e ,  1 1 ( 1 ) ,  6 7 - 7 4 .  

C r a j a ,  S .  ( 1 9 7 5 ) .  A g e  d i f f e r e n c e  i n  l i f e  s a t i s f a c t i o n  a s  a  f u n c t i o n  o f  

d i s c r e p a n c y  b e t w e e n  r e a l  a n d  i d e a l  s e l f  c o n c e p t ,  E x p e r i m e n t a l  

A g e i n g  R e s e a c h ,  1 ( 1 ) ,  8 1 - 8 9 .  

D o n a b e d i a n ,  A .  ( 1 9 8 8 ) . T h e  Q u a l i t y  o f  C a r e - H o w  C a n  I t  B e  A s s e s e d ?  .  

T h e  J o u r n a l  o f  t h e  A m e r i c a n  M e d i c a l  A s s o c i a t i o n ,  2 6 0 ( 1 2 ) ,  

1 7 4 3 - 1 7 4 8 .  

E a g l y ,  A . H .  &  C a r l i ,  L . L .  ( 1 9 8 1 ) .  S e x  o f  r e s e a r c h e r s  a n d  s e x - t y p e d  

c o m m u n i c a t i o n s  a s  d e t e r m i n a n t s  o f  s e x  d i f f e r e n c e s  i n  

i n f l u e n c e a b i l i t y :  A  m e t a - a n a l y s i s  o f  s o c i a l  i n f l u e n c e  s t u d i e s .  

P s y c h o l o g i c a l  B u l l e t i n ,  9 0 ( 1 ) ,  1 - 2 .  

F a d e n ,  R .  R .  &  B e a u c h a m p ,  T . L .  ( 1 9 8 6 ) .／ 酒 井 忠 昭 ・ 秦 洋 一 訳

( 1 9 9 4 ) .  イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト  － 患 者 の 選 択 － ,  1 0 3 -

1 1 0 ,  東 京 ： 株 式 会 社 み す ず 書 房 .  

G i l o v i c h ,  T .  &  M e d v e c ,  V .  H .  ( 1 9 9 4 ) .  T h e  t e m p o r a l  p a t t e r n  t o  t h e  

e x p e r i e n c e  o f  r e g r e t .  J o u r n a l  o f  P e r s o n a l i t y  a n d  S o c i a l  

P s y c o l o g y ,  6 7 ( 3 ) ,  3 5 7 - 3 6 5 .  

G i l o v i c h ,  T .  M e d v e c ,  V .  H .  &  K a h n e m a n ,  D .  ( 1 9 9 8 ) . V a r i e t i e s  o f  

r e g r e t :  A  d e b a t e  a n d  p a r t i a l  r e s o l u t i o n .  P s y c h o l o g i c a l  R e v i e w ,  

1 0 5 ( 3 ) ,  6 0 2 - 6 0 5  

G o d i n ,  G . ,  S h e e r a n ,  P . ,  C o n n e r ,  M . ,  G e r m a i n ,  M . ,  B l o n d e a u ,  D . ,  

G a g n e ,  C . , …  N a c c a c h e ,  H .  ( 2 0 0 5 ) .  F a c t o r s  e x p l a i n i n g  t h e  

i n t e n t i o n  t o  g i v e  b l o o d  a m o n g  t h e  g e n e r a l  p o p u l a t i o n .  V o x  

S a n g u i n e s ,  8 9 ( 3 ) ,  1 4 0 - 1 4 9 .  

H a r v r i l e s k y ,  L .  J . ,  S e c o r d ,  A .  A . ,  E h r i s m a n ,  J .  A . ,  B e r c h u c k ,  A . ,  

V a l e a ,  F .  A . ,  L e e ,  P .  S . ,  …  R e a d ,  S .  D .  ( 2 0 1 4 ) .  P a c i e n t  

P r e f e r e n c e s  i n  A d v a n c e d  o r  R e c u r r e n t  O v a r i a n  C a n c e r .  C a n c e r ,  

1 2 0 ( 2 3 ) ,  3 6 5 1 - 3 6 5 9  

H i c k m a n ,  R . L . ,  P i n t o ,  M . D . ,  L e e ,  E .  &  D a l y ,  B .  J .  ( 2 0 1 2 )  E x p l o r a t o r y  

a n d  c o n f i r m a t o r y  f a c t o r  a n a l y s i s  o f  t h e  D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e  



114 
 

i n  r e c i p i e n t s  o f  i n t e r n a l  c a r d i o v e r t e r  d e f i b r i l l a t o r s .  J o u r n a l  o f  

N u r s i n g  M e a s u r e m e n t ,  2 0 ,  2 1 – 3 4 .  

H o v l a n d ,  C .  I .  &  W e i s s ,  W .  ( 1 9 5 1 ) .  T h e  i n f l u e n c e  o f  s o u r c e  

c r e d i b i l i t y  o n  c o m m u n i c a t i o n  e f f e c t i v e n e s s .  P u b l i c  O p i n i o n  

Q u a r t e r l y ,  1 5 ( 4 ) ,  6 3 5 - 6 5 0 .  

J a n i s ,  I .  L .  &  F e s h b a c h ,  S .  ( 1 9 5 3 ) .  E f f e c t s  o f  f e a r - a r o u s i n g  

c o m m u n i c a t i o n s .  T h e  J o u r n a l  o f  A b n o r m a l  a n d  S o c i a l  

P s y c h o l o g y ,  4 8 ( 1 ) ,  7 8 - 9 2 .  

J a n i s ,  I .  L  &  M a n n ,  L .  ( 1 9 7 7 ) . D e c i s i o n  M a k i n g  :  A  p s y c h o l o g i c a l  

a n a l y s i s  o f  c o n f l i c t ,  c h o i c e ,  a n d  c o m m i t m e n t .  F r e e  P r e s s ,  N e w  

Y o r k ,  4 5 - 7 7 .  

J n e i d ,  H . ,  F o n a r o w ,  G .  C . ,  C a n n o n ,  C .  P . ,  P a l a c i o s ,  I .  F . ,  K i l i c ,  T . ,  

M o u k a r b e l ,  G .  V . ,  …  P e t e r s o n ,  E .  ( 2 0 0 8 ) .  I m p a c t  o f  T i m e  o f  

P r e s e n t a t i o n  o n  t h e  C a r e  a n d  O u t c o m e s  o f  A c u t e  M y o c a r d i a l  

I n f a r c t i o n .  C i r c u l a t i o n ,  1 1 7 ,  2 5 0 2 - 2 5 0 9 .  

K a h n e m a n ,  D .  ( 2 0 0 3 ) .  M a p s  o f  b o u n d e d  r a t i o n a l l y :  P s y c h o l o g y  f o r  

b e h a v i o r a l  e c o n o m i c s .  A m e r i c a n  E c o n o m i c  R e v i e w ,  9 3 ,  1 4 4 9 -

1 4 7 5 .  

K a h n e m a n ,  D .  &  M i l l e r ,  D .  T .  ( 1 9 8 6 ) .  N o r m  t h e o r y :  C o m p a r i n g  

r e a l i t y  t o  i t s  a l t e n a t i v e s .  P s y c h o l o g i c a l  R e v i e w ,  9 3 ( 2 ) ,  1 3 6 -

1 5 3 .  

K o g a n ,  J .  ( 1 9 6 5 ) .  R e f l e c t i o n - I m p u l s i v i t y  a n d  R e a d i n g  A b i l i t y  i n  

P r i m a r y  G r a d e  C h i l d r e n .  C h i l d  D e v e l o p m e n t ,  3 6 ( 3 ) ,  6 0 9 - 6 2 8 .  

K o r o l i j a ,  D . ,  S a u e r l a n d ,  S . ,  W o o d - D a u p h i n e e ,  S . ,  A b b o u ,  C . C . ,   

E y p a s c h  E . ,  C a b a l l e r o ,  M .  G . ,  … N e u g e b a u e r ,  E .  ( 2 0 0 4 ) .  

E v a l u a t i o n  o f  q u a l i t y  o f  l i f e  a f t e r  l a p a r o s c o p i c  s u r g e r y :  

S u r g i c a l  E n d o s c o p y  A n d  O t h e r  I n t e r v e n t i o n a l  T e c h n i q u e s ,  

1 8 ( 6 ) ,  8 7 9 - 8 9 7 .  

K o s t i s ,  W .  J . ,  D e m i s s i e ,  K . ,  M a r c e l l a ,  S .  W . ,  S h a o ,  Y .  H . ,  W i l s o n ,  A .  

C . ,  &  M o r e y r a ,  A .  E . ( 2 0 0 7 ) .  W e e k e n d  v e r s u s  W e e k d a y  

A d m i s s i o n  a n d  M o r t a l i t y  f r o m  M y o c a r d i a l  I n f a r c t i o n .  N e w  

E n g l a n d  J o u r n a l  o f  M e d i c i n e ,  3 5 6 ,  1 0 9 9 - 1 1 0 9 .  

L o e w e n s t e i n  G .  ( 2 0 0 5 ) .  H o t – C o l d  E m p a t h y  G a p s  a n d  M e d i c a l  D e c i s i o n  

M a k i n g .  H e a l t h  P s y c h o l o g y ,  2 4 ( 4 ) ,  4 9 - 5 6 .  



115 
 

M a n t e g n a ,  G . ,  P e t r i l l o ,  M . ,  F u o c o ,  G .  V e n d i t t i ,  L . ,  T e r z a n o ,  S . ,  

A n c h o r a ,  L .  P . ,  …  F e r r a n d i n a ,  G .  ( 2 0 1 3 ) .  L o n g - t e r m  

p r o s p e c t i v e  l o n g i t u d i n a l  e v a l u a t i o n  o f  e m o t i o n a l  d i s t r e s s  a n d  

q u a l i t y  o f  l i f e  i n  c e r v i c a l  c a n c e r  p a t i e n t s  w h o  r e m a i n e d  

d e s e a s e - f r e e  2 - y e a r s  f r o m  d i a g n o s i s .  B M C  C a n c e r ,  1 3 :  1 2 7 .  

M u l r o w ,  C .  D .  &  C o o k ,  D . J .  ( 1 9 9 7 ) . S y s t e m a t i c  R e v i e w s :  C r i t i c a l  

L i n k s  i n  t h e  G r e a t  C h a i n  o f  E v i d e n c e .  A n n a l s  o f  I n t e r n a l  

M e d i c i n e ,  1 2 6 ( 5 ) ,  3 8 9 - 3 9 1 .  

N ’ G b a r a ,  A .  &  B r a n s c o m b e ,  N .  R .  ( 1 9 9 7 ) .  W h e n  d o e s  a c t i o n  e l i c i t  

m o r e  r e g r e t  t h a n  i n a c t i o n  a n d  i s  t h e  c o u n t e r f a c t u a l  m u t a t i o n  t h e  

m e d i a t o r  o f  t h i s  e f f e c t ?  J o u r n a l  o f  E x p e r i m e n t a l  S o c i a l  

P s y c h o l o g y ,  3 3 ( 3 ) ,  3 2 4 - 3 4 3 .  

O s s a n ,  K . ,  H s i e h ,  S . ,  N e l s o n ,  E . ,  M o n k ,  B .  J . ,  C h a s e ,  D . ,  C e l l a ,  D .  &  

W e n z e l ,  L .  ( 2 0 1 4 ) .  F a c t o r s  a s s o c i a t e d  w i t h  p o o r  q u a l i t y  o f  l i f e  

a m o n g  c e r v i c a l  c a n c e r  s u r v i v o r s :  I m p l i c a t i o n s  f o r  c l i n i c a l  c a r e  

a n d  c l i n i c a l  t r i a l s .  G y n e c o l o g i c  O n c o l o g y ,  1 3 5 ,  2 6 6 - 2 7 2 .  

P i e t e r s ,  R .  &  Z e e l e n b e r g ,  M .  ( 2 0 0 5 ) .  O n  b a d  d e c i s i o n  a n d  d e c i d i n g  

b a d l y :  W h e n  i n t e n t i o n - b e h a v i o r  i n c o n s i s t e n c y  i s  r e g r e t t a b l e .  

O r g a n i z a t i o n a l  B e h a v i o r  a n d  H u m a n  D e c i s i o n  P r o c e s s e s .  9 7 ( 1 ) ,  

1 8 - 3 0 .  

R e k e r ,  G .  T . ,  P e a c o c k ,  E . J .  &  W o n g ,  P .  T .  P .  ( 1 9 8 7 ) .  M e a n i n g  a n d  

p u r p o s e  i n  l i f e  a n d  w e l l - b e i n g ;  A  l i f e  s p a n  p e r s p e c t i v e .  T h e  

J o u r n a l s  o f  G e r o n t o l o g y ,  4 2 ,  4 4 - 4 9 .  

R o e s e ,  N .  J .  &  S u m m e r v i l l e ,  A .  ( 2 0 0 5 ) .  W h a t  W e  R e g r e t  M o s t  …  a n d  

W h y .  P e r s o n a l i t y  a n d  S o c i a l  P s y c h o l o g y  B u l l e t i n ,  3 1 ( 9 ) ,  1 2 7 3 -

1 2 8 5 .  

R o l a n d ,  K .  B . ,  R o d r i g u e z ,  J .  L . ,  P a t t e r s o n ,  J .  R .  &  T r i v e r s ,  K .  F .  

( 2 0 1 3 ) .  A  l i t e r a t u r e  r e v i e w  o f  t h e  s o c i a l  a n d  p s y c h o l o g i c a l  

n e e d s  o f  o v a r i a n  c a n c e r  s u r v i v o r s .  P s y c h o - O n c o l o g y ,  2 2 ( 1 1 ) ,  

2 4 0 8 - 2 4 1 8 .  

R o n a l d ,  L . ,  M e l i s s a ,  D . ,  E u n s u k ,  L .  &  B a r b a r a ,  J .  ( 2 0 1 2 ) .  E x p l o r a t o r y  

a n d  C o n f i r m a t o r y  F a c t o r  A n a l y s i s  o f  t h e  D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e  

i n  R e c i p i e n t s  o f  I n t e r n a l  C a r d i o v e r t e r  D e f i b r i l l a t o r s  ,  J o u r n a l  

o f  N u r s i n g  M e a s u r e m e n t ,  2 0 ( 1 ) ,  2 1 - 3 4 .  
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S a v a g e ,  L .  J .  ( 1 9 5 1 ) . T h e  t h e o r y  o f  s t a t i s t i c a l  d e c i s i o n .  J o u r n a l  o f  

A m e r i c a n  S t a t i s t i c a l  A s s o c i a t i o n ,  4 6 ,  5 5 - 6 7 .  

S a y ,  R .  E .  &  T h o m s o n ,  R .  ( 2 0 0 3 ) .  T h e  i m p o r t a n c e  o f  p a t i e n t  

p r e f e r e n c e s  i n  t r e a t m e n t  d e c i s i o n - c h a l l e n g e s  f o r  d o c t o r s .  B M J ,  

3 2 7 ( 7 4 1 4 ) ,  5 4 2 - 5 4 5 .  

S a w k a ,  A .  M . ,  S t r a u s ,  S . ,  G a f n i ,  A . ,  M e i y a p p a n ,  S . ,  D a v i d ,  D . ,  R o d i n ,  

G . ,  … .  G o l d s t e i n ,  D .  P .  ( 2 0 1 2 ) .  T h y r o i d  c a n c e r  p a t i e n t s ’  

i n v o l v e m e n t  i n  a d j u v a n t  r a d i o a c t i v e  i o d i n e  t r e a t m e n t  d e c i s i o n -

m a k i n g  a n d  d e c i s i o n r e g r e t :  a n  e x p l o r a t o r y  s t u d y ,  S u p p o r t  C a r e  

i n  C a n c e r ,  2 0 ( 3 ) ,  6 4 1 - 6 4 5 .  

S c h u s t e r ,  M .  A . ,  M c g l y n n ,  E .  A .  &  B r o o k ,  R .  H .  ( 1 9 9 8 ) . H o w  G o o d  I s  

t h e  Q u a l i t y  o f  H e a l t h  c a r e  i n  t h e  U n i t e d  S t a t e s ?  .  T h e  M i l b a n k  

Q u a r t e r l y .  7 6 ( 4 ) ,  5 1 7 - 5 6 3 .  

S c h w a r t z ,  B . ,  W a r d ,  A . ,  M o n t e r o s s o ,  J . ,  L y u b o m i r s k y ,  S . ,  W h i t e ,  K .  

&  L e h m a n ,  D .  R .  ( 2 0 0 2 )  M a x i m i z i n g  v e r s u s  s a t i s f i c i n g :  

h a p p i n e s s  i s  a  m a t t e r  o f  c h o i c e .  J o u r n a l  o f  P e r s o n a l i t y  a n d  

S o c i a l  P s y c h o l o g y ,  8 3 ( 5 ) ,  1 1 7 8 - 1 1 9 7 .  

S o l b e r g ,  L .  I . ,  A s c h e ,  S .  E . ,  S e p u c h a ,  K . ,  T h y g e s o n ,  N .  M . ,  M a d d e n ,  

J .  E . ,  M o r i s s e y ,  L . ,  … A n d e r s o n ,  L .  H .  ( 2 0 1 0 ) .  I n f o r m e d  C h o i c e  

A s s i s t a n c e  f o r  W o m e n  M a k i n g  U t e r i n e  F i b r o i d  T r e a t m e n t  

D e c i s i o n s :  A  P r a c t i c a l  C l i n i c a l  T r i a l .  M e d i c a l  D e c i s i o n  M a k i n g ,  

3 0 ,  4 4 4 - 4 5 2 .  

T a n n o ,  K . ,  B i t o ,  S . ,  I s o b e ,  Y .  a n d  T a k a g i ,  Y .  ( 2 0 1 6 ) .  V a l i d a t i o n  o f  a  

J a p a n e s e  V e r s i o n  o f  t h e  D e c i s i o n  R e g r e t  s c a l e .  J o u r n a l  o f  

N u r s i n g  M e a s u r e m e n t ,  2 4 ( 1 ) ,  E 4 4 - E 5 4 .  

T h o r n e ,  S . E .  &  P a t e r s o n ,  B . L .  ( 2 0 0 1 ) .  H e a l t h  c a r e  p r o f e s s i o n a l  

s u p p o r t  f o r  s e l f - c a r e  m a n a g e m e n t  i n  c h r o n i c  i l l n e s s :  i n s i g h t s  

f r o m  d i a b e t e s  r e s e a r c h .  P a t i e n t  E d u c a t i o n  &  C o u n s e l i n g ,  4 2 ( 1 ) ,  

8 1 - 9 0 .  

T v e r s k y ,  A .  &  K a h n e m a n ,  D .  ( 1 9 8 1 ) .  T h e  f l a m i n g  o f  d e c i s i o n  a n d  t h e  

p s y c h o l o g y  o f  c h o i c e ,  S c i e n c e ,  2 1 1 ( 3 0 ) ,  4 5 3 - 4 5 8 .  

V e r m u n t ,  J .  K .  ( 1 9 9 7 ) .  ℓ e m :  A  G e n e r a l  P r o g r a m  f o r  t h e  A n a l y s i s  o f  

C a t e g o r i c a l  D a t a .  D e p a r t m e n t  o f  M e t h o d o l o g y  a n d  S t a t i s t i c s ,  

T i l b u r g  U n i v e r s i t y .  
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W a r d ,  S . ,  H e i d r i c h ,  S .  &  W o l b e r g ,  W .  ( 1 9 8 9 ) .  F a c t o r s  w o m e n  t a k e  

i n t o  a c c o u n t  w h e n  d e c i d i n g  u p o n  t y p e  o f  s u r g e r y  f o r  b r e a s t  

c a n c e r ,  C a n c e r  N u r s i n g ,  1 2 ( 6 ) ,  3 4 4 - 3 5 1 .  

W i l l i a m s ,  N .  J . ,  E d w a r d ,  A .  &  E l w y n ,  G .  ( 2 0 1 0 ) . T h e  i m p o r t a n c e  a n d  

c o m p l e x i t y  o f  r e g r e t  i n  t h e  m e a s u r e m e n t  o f  g o o d  d e c i s i o n s： a  

s y s t e m a t i c  r e v i e w  a n d  a  c o n t e n t  a n a l y s i s  o f  e x i s t i n g  a s s e s s m e n t  

i n s t r u m e n t s .  H e a l t h  E x p e c t a t i o n s ,  1 4 ( 1 ) ,  5 9 - 8 3 .  

W u ,  S M .  C h a o ,  Y M . ,  Y a n g ,  C F . &  C h e ,  H L . ( 2 0 0 5 ) .  D e c i s i o n - m a k i n g  

t r e e  f o r  w o m e n  c o n s i d e r i n g  h y s t e r e c t o m y .  I s s u e s  a n d  

i n n o v a t i o n s  i n  n u r s i n g  p r a c t i c e ,  5 1 ( 4 ) ,  3 6 1 - 3 6 8 .  

Z e e l e n b e r g ,  M . ,  B e a t t i e ,  J . ,  v a n  d e r  P l i g t ,  J .  &  d e  V r i e s ,  N .  K .  

( 1 9 9 6 ) .  C o n s e q u e n c e s  o f  r e g r e t  a v e r s i o n :  E f f e c t s  o f  e x p e c t e d  

f e e d b a c k  o n  r i s k y  d e c i s i o n  m a k i n g .  O r g a n i z a t i o n a l  B e h a v i o r  

a n d  H u m a n  D e c i s i o n  P r o c e s s e s ,  6 5 ( 2 ) ,  1 4 8 - 1 5 8 .  

Z e e l e n b e r g ,  M . ,  D i j k ,  W .  W . ,  P l i g t ,  J . ,  M a n s t e a d ,  A . S . R . ,  E m p e l e n ,  

P .  &  R e i n d e r m a n ,  D .  ( 1 9 9 8 ) .  E m o t i o n a l  R e a c t i o n s  t o  t h e  

O u t c o m e  o f  D e c i s i o n :  T h e  R o l e  o f  C o u n t e r f a c t u a l  T h o u g h t  i n  

t h e  E x p e r i e n c e  o f  R e g r e t  a n d  D i s a p p o i n t m e n t .  O r g a n i z a t i o n a l  

B e h a v i o r  a n d  H u m a n  D e c i s i o n  P r o c e s s e s ,  7 5 ( 2 ) ,  1 1 7 - 1 4 1 .  

Z e e l e n b e r g ,  M .  &  P i e t e r s ,  R .  ( 2 0 0 7 ) .  A  t h e o r y  o f  r e g r e t  r e g u l a t i o n  

1 . 0 .  J o u r n a l  o f  C o n s u m e r  P s y c h o l o g y ,  1 7 ( 1 ) ,  3 - 1 8 .  

Z h o n g ,  T . ,  H u ,  J . ,  B a g h e r ,  S . ,  O ’ N e i l ,  A .  C . ,  B e b e r ,  B . ,  H o f e r ,  S .  O .  

&  M e t c a l f e ,  K .  A .  ( 2 0 1 3 ) .  D e c i s i o n  r e g r e t  f o l l o w i n g  b r e a s t  

r e c o n s t r u c t i o n :  t h e  r o l e  o f  s e l f - e f f i c a c y  a n d  s a t i s f a c t i o n  w i t h  

i n f o r m a t i o n  i n  t h e  p r e o p e r a t i v e  p e r i o d .  P l a s t i c  a n d  

R e c o n s t r u c t i v e  S u r g e r y ,  1 3 2 ( 5 ) ,  7 2 4 - 7 3 4 .  

明 楽 重 夫 ( 2 0 0 5 ) .腹 腔 鏡 下 手 術 の 現 況 .産 婦 人 科 治 療 ,  9 1 ( 3 ) ,  2 3 1 - 2 3 8 .  

明 楽 重 夫 ， 荒 木 勤 ( 2 0 0 2 )内 視 鏡 外 科 の 基 礎 と 臨 床 ： 9 .  婦 人 科 疾 患 .  

日 本 外 科 学 会 雑 誌 ,  1 0 1 ( 8 ) ,  5 6 1 - 5 6 7 .  

米 国 医 療 の 質 委 員 会 ・ 医 学 研 究 所 ／ 医 学 ジ ャ ー ナ リ ス ト 協 会 訳

( 2 0 0 2 ) .医 療 の 質 － 谷 間 を 超 え て 2 1 世 紀 シ ス テ ム へ － .  8 3 - 1 0 9 .  

東 京 ： 株 式 会 社 日 本 評 論 社 .  

尾 藤 誠 司 ( 2 0 1 1 ) .新 た な 患 者 － 医 療 者 関 係 の 中 で の 医 療 者 の 役 割 .  京

都 府 立 医 科 大 学 雑 誌 ,  1 2 0 ( 6 ) ,  4 0 3 - 4 0 9 .  
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道 家 瑠 見 子 ， 村 田 光 二 ( 2 0 0 9 ) .後 悔 の 過 大 推 測 ： ネ ガ テ ィ ブ ・ フ ィ

ー ド バ ッ ク 直 後 と 時 間 経 過 後 の 予 期 的 後 悔 と 経 験 後 悔 ， 実 験

社 会 心 理 学 研 究 ， 4 8 ( 2 ) ,  1 5 0 - 1 5 8 .  

藤 村 裕 子 ( 2 0 1 0 )虚 血 性 心 疾 患 に お け る D P C 算 定 及 び 出 来 高 算 定 の

比 較 に よ る D P C の 制 度 評 価 － 患 者 と 病 院 経 営 ・ 医 療 従 事 者 の

視 点 よ り － .日 本 医 療 経 済 学 会 会 報 ,  2 9 ( 1 ) ,  2 9 - 4 4 .  

藤 原 翔 ， 伊 藤 理 史 ， 谷 岡 謙 ( 2 0 1 2 )潜 在 ク ラ ス 分 析 を 用 い た 計 量 社 会

学 的 ア プ ロ ー チ ： 地 位 の 非 一 貫 性 、 格 差 意 識 、 権 威 主 義 的 伝

統 主 義 を 例 に .  年 報 人 間 科 学 ,  3 3 ,  4 3 - 6 8 .  

福 原 俊 一 、 鈴 鴨 よ し み .  ( 2 0 1 2 )  S F - 8  T M  日 本 語 版 マ ニ ュ ア ル ,  認 定

N P O 法 人  健 康 医 療 評 価 研 究 機 構 （ i H O P E  I n t e r n a t i o n a l ) .  

井 戸 健 一 ， 木 村 健 ， 川 本 智 章 ， 佐 藤 信 一 ， 礒 田 憲 夫 ， 谷 口 友 志 ， …

矢 部 親 治 ( 1 9 9 1 ) .腹 腔 鏡 的 胆 嚢 摘 出 術 の 臨 床 的 検 討 － 初 期 7 0

例 の 報 告 － .日 本 消 化 器 病 学 会 雑 誌 ,  8 8 ( 7 ) ,  1 4 3 6 - 1 4 4 1  

井 戸 健 一 ， 木 村 健 ， 鈴 木 孝 典 ， 川 本 智 章 ， 礒 田 憲 夫 ， 谷 口 友 志 ， …

熊 谷 眞 知 夫 ( 1 9 9 4 )腹 腔 鏡 下 胆 嚢 摘 出 術 の 歴 史 と 現 状 .治 療 ,  

7 6 ( 1 ) ,  7 3 - 7 8 .  

池 上 直 己 ,  福 原 俊 一 ,  下 妻 晃 二 郎 ,  池 田 俊 也 ( 2 0 0 1 ) .  臨 床 の た め の

Q O L 評 価 ハ ン ド ブ ッ ク ,  東 京 ： 医 学 書 院 .  

鎌 原 雅 彦 ,  樋 口 一 辰 ,  清 水 直 治 ( 1 9 8 2 ) .  L o c u s  o f  C o n t r o l 尺 度 の 作 成

と 信 頼 性 、 妥 当 性 の 検 証 .教 育 心 理 学 研 究 ,  3 0 ( 4 ) ,  3 0 2 - 3 0 7 .  

国 府 浩 子 ( 2 0 0 8 )初 期 治 療 を 選 択 す る 乳 が ん 患 者 が 経 験 す る 困 難 .  日

本 が ん 看 護 学 会 誌 ,  2 2 ( 2 ) ,  1 4 - 2 2 .  

国 府 浩 子 ， 井 上 智 子 ( 2 0 0 2 )手 術 療 法 を 受 け る 乳 が ん 患 者 の 術 式 選 択

の プ ロ セ ス に 関 す る 研 究 .  日 本 看 護 科 学 会 誌 ,  2 2 ( 3 ) ,  2 0 - 2 8 .  

広 辞 苑 .  ( 2 0 0 8 ) .  新 村 出 編 ， 広 辞 苑 第 六 版 .  東 京 ： 岩 波 書 店  

厚 生 労 働 省 医 政 局 ( 2 0 0 4 ) .資 料 2 .  医 療 に お け る 患 者 ・ 国 民 の 保 護 の

現 状 に つ い て .  平 成 1 6 年 5 月 2 0 日 .  

厚 生 労 働 省  ( 2 0 0 7 )、 C h a p t e r  1 .  我 が 国 の 保 健 医 療 を め ぐ る こ れ ま

で の 軌 跡 ． 平 成 1 9年 版 厚 生 労 働 白 書 、 4 - 2 7、

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / w p / h a k u s y o / k o u s e i / 0 7 / d l / 0 1 0 1 . p d f

（ 2 0 1 3年 6月 3日 ア ク セ ス ） .  

厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 1 ) .平 成 2 3 年 度 調 査 に 関 わ る D P C 集 計 結 果 （ 平 成

2 4 年 8 月 D P C 評 価 分 科 会 ）  
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増 田 真 也 ， 坂 上 貴 之 ， 広 田 す み れ ( 1 9 9 7 )高 齢 者 の 意 思 決 定 － 選 択 か

ら の 逃 避 － .  心 理 学 評 論 ,  4 0 ( 4 ) ,  4 5 7 - 4 6 5 .  

松 井 英 俊 ( 2 0 0 4 ) .  イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト の 歴 史 的 背 景 か ら 得

ら れ た 患 者 － 医 療 従 事 者 関 係 の 検 討 ,  看 護 学 統 合 研 究 ,  

5 ( 2 ) 6 6 - 7 3 .  

三 輪 哲 ( 2 0 0 9 )計 量 社 会 学 ワ ン ス テ ッ プ ア ッ プ 講 座 ( 3 ) :潜 在 ク ラ ス モ

デ ル 入 門 .  理 論 と 方 法 ,  2 4 ( 2 ) ,  3 4 5 - 3 5 6 .  

村 上 宣 寛 ( 2 0 1 2 )心 理 尺 度 の つ く り 方 .  東 京 ： 北 大 路 書 房  

西 谷 巌 ( 2 0 0 2 )子 宮 頸 部 異 形 成 病 変 の 診 断 と そ の 細 胞 生 物 学 的 基 礎 .  

日 本 臨 床 細 胞 学 会 雑 誌 ,  4 1 ( 3 ) ,  1 9 6 - 2 0 0 .  

小 田 瑞 恵 ， 大 村 峯 夫 ， 石 井 保 吉 ， 石 田 禮 載 ， 藤 井 雅 彦 ， 待 木 信 和 …

田 中 忠 夫 ( 1 9 9 7 )子 宮 頸 部 異 形 成 の 取 り 扱 い に 関 す る 研 究 .  日

本 産 科 婦 人 科 学 会 雑 誌 ,  4 9 ( 4 ) ,  2 0 7 - 2 1 4 .  

沖 永 功 太  ( 2 0 0 9 )鼠 径 ヘ ル ニ ア に 対 す る 外 科 的 治 療 の 変 遷 .  外 科 治

療 ,  1 0 0 ( 5 ) ,  6 3 7 - 6 4 4 .  

尾 沼 奈 緒 美 ， 鎌 倉 や よ い ， 長 谷 川 美 鶴 ， 金 田 久 江 ( 2 0 0 4 ) .手 術 を 受

け る 乳 癌 患 者 の 治 療 に 関 す る 意 思 決 定 の 構 造 ， 日 本 看 護 研 究

学 会 雑 誌 ,  2 7 ( 2 ) ,  4 5 - 5 7 .  

小 塩 真 司 ， 西 口 利 文 ( 2 0 0 9 )質 問 紙 調 査 の 手 順 .  東 京 ： ナ カ ニ シ ヤ 出

版 .  

瀬 地 山 佳 蓉 ( 2 0 1 0 )予 定 ・ 緊 急 入 院 を 区 別 し た 診 断 群 分 類 （ D P C） 別

包 括 評 価 の 必 要 性 .日 本 病 院 学 会 雑 誌 ,  5 7 ( 3 ) ,  3 2 2 - 3 2 6 .  

杉 並 洋 ( 1 9 9 8 )婦 人 科 領 域 に お け る 腹 腔 鏡 下 手 術 .  医 療 ,  5 2 ( 1 2 ) ,  7 0 9 -

7 1 5 .  

竹 村 和 久 ( 2 0 0 6 ) .  リ ス ク 社 会 に お け る 判 断 と 意 思 決 定 ,  認 知 科 学 ,  

1 3 ,  1 7 - 3 1 .  

丹 野 清 美 ( 2 0 1 1 ) .診 療 費 の ば ら つ き と 医 師 の 意 識 － D P C デ ー タ を 用

い た 同 一 診 断 群 内 の 研 究 － ,慶 應 義 塾 大 学 大 学 院 健 康 マ ネ ジ メ

ン ト 研 究 科 修 士 論 文 .  

丹 野 清 美 ， 尾 藤 誠 司 ， 高 木 安 雄 ( 2 0 1 4 ) .医 師 の 意 識 に よ る 診 療 費 の

ば ら つ き の 研 究 － D i a g n o s i s  P r o c e d u r e  C o m b i n a t i o n ( D P C )デ ー

タ に 基 づ く 分 析 － .医 療 の 質 ・ 安 全 学 会 誌 ,  ( 2 ) ,  1 0 7 - 1 1 8 .  



120 
 

丹 野 清 美 ， 高 木 安 雄 ( 2 0 1 5 )日 本 語 版 D e c i s i o n  R e g r e t  S c a l e と 健 康 関

連 Q O L， 患 者 要 因 の 関 係 .  日 本 医 療 ・ 病 院 管 理 学 会 誌 ,  5 2 ( 4 ) ,  

5 - 1 5  

豊 田 秀 樹 ( 2 0 0 7 ) .共 分 散 構 造 分 析 〔 A m o s 編 〕 ( p p . 1 - 2 2 ,  7 3 - 8 6 ) .東 京 :  

東 京 図 書  

山 川 達 郎 ， 福 田 直 人 ( 2 0 0 0 ) .胆 嚢 ・ 総 胆 管 結 石 に 対 す る 外 科 手 術 の

歴 史 的 変 遷 － 切 開 排 膿 ／ 結 石 摘 出 ／ ド レ ナ ー ジ の 時 代 か ら 内

視 鏡 下 外 科 手 術 の 時 代 へ － .  日 本 外 科 学 会 雑 誌 ,  1 0 1 ( 1 2 ) ,  8 7 7 -

8 8 1  
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資 料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 . 	 第 Ⅲ 章 ・ 第 Ⅳ 章 	 質 問 紙 （ 資 料 1）  

 

 

2 . 	 第 Ⅴ 章 	 質 問 紙 （ 資 料 2）  
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1.	 第Ⅲ章・第Ⅳ章	 質問紙（資料 1）  

日本版Decision Regret Scale(DRS)の有効性検証  

－鼠径ヘルニア、胆石症、胆嚢炎、胆嚢ポリープ患者のDRS及び  

術後 QOL の横断研究－	

 

【 アンケート調査表 】１回目調査 

 

 

 

 

このアンケートは、統計処理番号でカルテデータ、2 回目のアンケート調査結

果と結びつけます。アンケート用紙は匿名化された状態で送られますので、プ

ライバシーは完全に保護されますし、この内容は研究責任者以外の目に触れる

ことはありません。研究に使用したアンケートの情報は個人を特定できないよ

う整理番号で匿名化して処理され、調査終了後は個人情報を含むデータはすべ

て廃棄いたします。 

また、アンケートの答えかたで今後の診療に影響したり、不利益を受けたりす

ることは一切ありません。 

なお、誠に勝手ではございますが、回答が終わりましたら、同封の返信用封筒

にて 

できるだけ平成  年  月  日（ 曜日）までに投函して下さいますよう

お願いいたします。 
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この度、私は「日本版Decision Regret Scale(DRS)の有効性検証  

－鼠径ヘルニア、胆石症、胆嚢炎、胆嚢ポリープ患者のDRS及び術後QOLの横  

断研究－」に関する研究について、下記の項目につき、別紙の説明文書に基づ 

き十分な説明を受け納得しましたので、研究に参加することに 

 

 

 

同意します。    同意しません。 

 

（どちらかに○をおつけください） 

 

 

あなたの健康について（８問） 

 

このアンケートは、あなたがご自分の健康をどのように考えているかをおたずねする

ものです。 

以下の質問について、一番よくあてはまるものに印（☑）をつけてください。 

 

 

 

問１ 全体的にみて、過去６カ月間のあなたの健康状態はいかがでしたか？ （一番よく

あてはまるものに印（☑）をつけてください。） 

 

 

最 高 に良 い とても良 い 良 い 
あまり 

良 くない 良 くない 
ぜんぜん 
良 くない 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	  □６	
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問２ 過去６カ月間に、体を使う日常活動（歩いたり階段を昇ったりなど）をすることが

身体的な理由でどのくらいさまたげられましたか。（一番よくあてはまるものに

印（☑）をつけてください。） 

 

 

ぜんぜん 
さまたげられ 

なかった 

わすかに 
さまたげられ

た 

少 し 

さまたげられ

た 

かなり、 

さまたげられ

た 

体 を使 う 
日 常 生 活 が 
できなかった 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	

 

 

問３ 過去６カ月間に、いつもの仕事（家事も含みます）をすることが、身体的な理由で

どのくらいさまたげられましたか。（一番よくあてはまるものに印（☑）をつけ

てください。） 

 

 

ぜんぜん 
さまたげられ 

なかった 

わすかに 
さまたげられ

た 

少 し 

さまたげられ

た 

かなり、 

さまたげられ

た 

体 を使 う 
日 常 生 活 が 
できなかった 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	

 

 

問４ 過去６カ月間に、体の痛みはどのくらいありましたか。（一番よくあてはまるもの

に印（☑）をつけて 

ください。） 

 

 

ぜんぜん 

なかった 

かすかな 
痛 み 

軽 い痛 み 
中 くらいの 

痛 み 強 い痛 み 
非 常 に 

激 しい痛 み 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	  □６	
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問５ 過去６カ月間、どのくらい元気でしたか。（一番よくあてはまるものに印（☑）を

つけてください。） 

 

 

非 常 に 
元 気 だった 

かなり 
元 気 だった 

少 し 

元 気 だった 

わずかに 

元 気 だった 

ぜんぜん 
元 気 でなかっ

た 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	

 

 

問６ 過去６カ月間に、家族や友人とふだんのつきあいが、身体的あるいは心理的な理由

で、どのくらいさまたげられましたか。（一番よくあてはまるものに印（☑）を

つけてください。） 

 

 

ぜんぜん 
さまたげられ 

なかった 

わすかに 
さまたげられ

た 

少 し 

さまたげられ

た 

かなり、 

さまたげられ

た 

体 を使 う 
日 常 生 活 が 
できなかった 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	

 

問７ 過去６カ月間に、心理的な問題（不安を感じたり、気分が落ち込んだり、イライラ

したり）に、どのくらい悩まされましたか。（一番よくあてはまるものに印

（☑）をつけてください。） 

 

 

ぜんぜん 
悩 まされ 
なかった 

わすかに 
悩 まされた 

少 し 

悩 まされた 

かなり、 

悩 まされた 
非 常 に 

悩 まされた 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	
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問８ 過去６カ月間に、日常行う活動（仕事、学校、家事などのふだんの仕事）が、心理

的な理由で、どのくらいさまたげられましたか。（一番よくあてはまるものに印

（☑）をつけてください。） 

 

 

ぜんぜん 
さまたげられ 

なかった 

わすかに 
さまたげられ

た 

少 し 

さまたげられ

た 

かなり、 

さまたげられ

た 

体 を使 う 
日 常 生 活 が 
できなかった 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	

 

 

手術を振り返って（５問） 

 

問１ あなた自身の今回の診療方法（手術）決定は的確でしたか。 

 

全くそうは 

思わない 

そうは思わな

い 

どちらとも 

いえない 
そう思う 

非常にそう思

う 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	 	 □５	
 

 

 

問２ あなたは今回の診療方法（手術）決定に後悔していますか。 

 

全くそうは 

思わない 

そうは思わな

い 

どちらとも 

いえない 
そう思う 

非常にそう思

う 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	 	 □５	
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問３ 再度同じ疾患にかかった時は、同じ診療方法（手術）の選択をしますか。 

 

全くそうは 

思わない 

そうは思わな

い 

どちらとも 

いえない 
そう思う 

非常にそう思

う 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	 	 □５	
 

 

 

問４ あなた自身の今回の診療方法（手術）決定は多くの損害をもたらしましたか。 

 

全くそうは 

思わない 

そうは思わな

い 

どちらとも 

いえない 
そう思う 

非常にそう思

う 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	 	 □５	
 

 

 

問５ あなた自身の今回の診療方法（手術）決定は、賢い選択でしたか。 

 

全くそうは 

思わない 

そうは思わな

い 

どちらとも 

いえない 
そう思う 

非常にそう思

う 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	 	 □５	
 

 

 

 

 

 

ご回答ありがとうございました  
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2.	 第Ⅴ章	 質問紙（資料 2）  

婦人科腫瘍患者の診療プロセス〈選好〉とアウトカム〈日本語版D

ecision Regret Scale(DRS), Quality of Life(QOL) 〉  の関係		

 

【 アンケート調査表 】 

 

 

 

 

このアンケートは、統計処理番号でカルテデータ、アンケート調査結果と結び

つけます。アンケート用紙は匿名化された状態で送られますので、プライバシ

ーは完全に保護されますし、この内容は研究責任者以外の目に触れることはあ

りません。研究に使用したアンケートの情報は個人を特定できないよう整理番

号で匿名化して処理され、調査終了後は個人情報を含むデータはすべて廃棄い

たします。 

また、アンケートの答えかたで今後の診療に影響したり、不利益を受けたりす

ることは一切ありません。 

なお、誠に勝手ではございますが、回答が終わりましたら、同封の返信用封筒

にて 

できるだけ平成  年  月  日（ 曜日）までに投函して下さいますよう

お願いいたします。 
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同意書	

 

	

	

	

この度、私は「婦人科腫瘍患者の診療プロセス〈選好〉とアウトカム〈日本語版Decis

ion Regret Scale(DRS), Quality of Life(QOL)	〉	の関係」（研究責任者	 丹野清美）

に関する研究について、下記の項目につき、別紙の説明文書に基づき十分な説明を受

け納得しましたので、研究に参加することに同意します（確認ため各項目にチェック

しました）。	

	

	 □	 「１」	 研究の目的と意義及び方法と期間	

	 □	 「２」	 研究対象者として選ばれた理由	

	 □	 「３」	 研究への参加が任意であること	

	 □	 「４」	 研究への参加に同意しなくても何ら不利益を受けることはないこと	

	 □	 「５」	 個人情報の取り扱い	

	 □	 「６」	 この研究に係る資金源、研究者等の関連知識との関り	

	 □	 「７」	 問い合せ、苦情等の窓口の連絡先等に関する情報	

	

署名欄  
	 	 同意日	 平成	 	 年	 	 月	 	 日  
 
住所	 〒	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
電話番号	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
本人氏名	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 

＊不明な点がありましたら、遠慮なく担当者にお尋ね下さい。	

＊なお、この同意書は研究終了まで保管されます。	

次ページからの質問すべてにご回答ください。	

・あなたの健康について（８問）	

	 	 ・治療（手術）を振り返って（５問）	

	 	 	 ・あなたの性格特性について（１８問）	

（合計３１問）	
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このアンケートは、あなたがご自分の健康をどのように考えているかをおたず

ねするもの 

 

です。以下の質問について、一番よくあてはまるものに印（☑）をつけてくだ

さい。 

 

 

問１ 全体的にみて、過去１カ月間のあなたの健康状態はいかがでしたか？ 

（一番よくあてはまるものに印（☑）をつけてください。） 

 

 

最高に良

い 
とても良い 良い あまり 

良くない 良くない 
ぜんぜん 
良くない 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	  □６	

 

 

問２ 過去１カ月間に、体を使う日常活動（歩いたり階段を昇ったりなど）を

することが身体的な理由でどのくらいさまたげられましたか。（一番よ

くあてはまるものに印（☑）をつけてください。） 

 

 

ぜんぜん 
さまたげら

れ 
なかった 

わすかに 
さまたげら

れた 

少し 

さまたげら

れた 

かなり、 

さまたげら

れた 

体を使う 
日常生活

が 
できなかっ

た 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	

 

 

問３ 過去１カ月間に、いつもの仕事（家事も含みます）をすることが、身体

的な理由でどのくらいさまたげられましたか。（一番よくあてはまるも

のに印（☑）をつけてください。） 
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ぜんぜん 
さまたげら

れ 
なかった 

わすかに 
さまたげら

れた 

少し 

さまたげら

れた 

かなり、 

さまたげら

れた 

体を使う 
日常生活

が 
できなかっ

た 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  

 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	

 

 

問４ 過去１カ月間に、体の痛みはどのくらいありましたか。（一番よくあて

はまるものに印（☑）をつけてください。） 

 

 

ぜんぜん 

なかった 

かすかな 
痛み 軽い痛み 中くらいの 

痛み 強い痛み 
非常に 

激しい痛
み 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	  □６	

 

 

問５ 過去１カ月間、どのくらい元気でしたか。（一番よくあてはまるものに

印（☑）をつけてください。） 

 

 

非常に 
元気だった 

かなり 
元気だった 

少し 

元気だった 

わずかに 

元気だった 

ぜんぜん 
元気でなか

った 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	

 

 

問６ 過去１カ月間に、家族や友人とふだんのつきあいが、身体的あるいは心

理的な理由で、どのくらいさまたげられましたか。（一番よくあてはま

るものに印（☑）をつけてください。） 
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ぜんぜん 
さまたげら

れ 
なかった 

わすかに 
さまたげら

れた 

少し 

さまたげら

れた 

かなり、 

さまたげら

れた 

体を使う 
日常生活

が 
できなかっ

た 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	

 

 

問７ 過去１カ月間に、心理的な問題（不安を感じたり、気分が落ち込んだ

り、イライラしたり）に、どのくらい悩まされましたか。（一番よくあ

てはまるものに印（☑）をつけてください。） 

 

 

ぜんぜん 
悩まされ 
なかった 

わすかに 
悩まされた 

少し 

悩まされた 

かなり、 

悩まされた 
非常に 

悩まされた 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	

 

 

問８ 過去１カ月間に、日常行う活動（仕事、学校、家事などのふだんの仕

事）が、心理的な理由で、どのくらいさまたげられましたか。（一番よ

くあてはまるものに印（☑）をつけてください。） 

 

 

ぜんぜん 
さまたげら

れ 
なかった 

わすかに 
さまたげら

れた 

少し 

さまたげら

れた 

かなり、 

さまたげら

れた 

体を使う 
日常生活

が 
できなかっ

た 

▼  ▼  ▼  ▼  ▼  
 □１	  □２	  □３	  □４	  □５	
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あなたが受けた治療（手術）を振り返って、現在どう思われているかをおうか

がいします。１番（非常にそう思う）から５番（まったくそうは思わない）の

うち、一番あてはまる番号に印をつけてください。（５問）  

 

問９ それは良い決断だった。 

 

非常にそう思

う 
そう思う 

どちらでも 

ない 

そうは思わな

い 

まったくそう

は思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	 	 □５	
 

 

問１０ その選択を後悔している。 

 

非常にそう思

う 
そう思う 

どちらでも 

ない 

そうは思わな

い 

まったくそう

は思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	 	 □５	
 

 

問１１ もしもやり直すとしても、同じ選択をするだろう。 

 

非常にそう思

う 
そう思う 

どちらでも 

ない 

そうは思わな

い 

まったくそう

は思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	 	 □５	
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問１２  その選択によって大きな害を被った。 

 

非常にそう思

う 
そう思う 

どちらでも 

ない 

そうは思わな

い 

まったくそう

は思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	 	 □５	
 

 

問１３ その決断は賢明なものだった。 

 

非常にそう思

う 
そう思う 

どちらでも 

ない 

そうは思わな

い 

まったくそう

は 

思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	 	 □５	
 

 

 

 

あなたの性格についておうかがいします。１番（そう思う）から４番（そうは

思わない）のうち、一番あてはまる番号に印をつけてください。（１８問）  

 
 
問１４ あなたは、何でも、なりゆきにまかせるのが一番だと思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
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問１５ あなたは、努力すれば、りっぱな人間になれると思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 
 
問１６ あなたは、いっしょうけんめい話せば、だれにでも、わかってもらえ  

     ると思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 
 
問１７  あなたは、自分の人生を、自分自身で決定していると思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 

 

問１８ あなたの人生は、運命によって決められていると思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
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問１９ あなたが、幸福になるか不幸になるかは、偶然によって決まると思い  

    ますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 

 

問２０ あなたは、自分の身におこることは自分のおかれている環境によって 

    決定されていると思いますか。 

  

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 
 
問２１ あなたは、どんなに努力しても、友人の本当の気持ちを理解すること 

    は、できないと思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 

 

問２２  あなたの人生は、ギャンブルのようなものだと思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
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問２３ あなたが将来何になるかについて考えることは、役に立つと思います 

    か。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 

 

問２４ あなたは、努力すれば、どんなことでも自分の力でできると思います 

   か。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 

 

問２５ あなたは、たいていの場合、自分自身で決断した方が、よい結果をう 

   むと思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 

 

問２６ あなたが幸福になるか不幸になるかは、あなたの努力しだいだと思い 

   ますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
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問２７  あなたは、自分の一生を思いどおりに生きることができると思います 

   か。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 

 

問２８ あなたの将来は、運やチャンスによって決まると思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 

 
問２９ あなたは、自分の身におこることを自分の力ではどうすることもでき 

   ないと思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 

 

問３０ あなたは、努力すれば、だれとでも友人になれると思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
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問３１ あなたが努力するかどうかと、あなたが成功するかどうかは、あまり 

   関係がないと思いますか。 

 

そう思う ややそう思う 
ややそう 

思わない 
そう思わない 

	 □１	 	 □２	 	 □３	 	 □４	
 

 

 

ご回答ありがとうございました 

 


